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事 業 結 果 説 明 書  
 

事業の実績の説明 
令和 4年度 ユネスコ活動費補助金 SDGs達成の担い手育成（ESD）推進事業 

教員・学校・地域間の相互エンパワーメントによる「SDGs カリキュラム」の展開と評価方法の開発 
 

個人（Individual）、学校全体（Whole school）、地域全体（Whole area）に向けた相互エ
ンパワーメントを行い、東北地方における SDGs の達成を目的とする本事業を推進する。エンパワーメントと
は、個人、学校、地域全体で実践を行っている団体が、目的を同じくするグループ間で情報交換を行い、カ
リキュラム開発を進めるとともに、個人が地域に働きかける、地域から学校個人に働きかねるなど相互のベク
トルを複数創出することを意図している。①ESD/SDGsのカリキュラムを考える教員や学校が地域と連携を
広げ、すでに ESD/SDGsの実践を行っている地域が他地域と連携をとり、お互いにエンパワーメントしなが
ら、ESD/SDGs を推進するモデルの構築を目指こと。②人口減少地域や、被災地域、世界遺産地域、
世界農業遺産地域、エコパーク地域などで、本コンソーシアムでのカリキュラムをモデルとして、同様な実践を
展開できるようになること。 
③本コンソーシアムの学習の成果を、東北地方 ESD活動支援センター、日本 ESD学会の地方研究会
と連携し、また他地域のコンソーシアムと共有することによって、全国的に発信する。本年度は、SDGs の達
成について、教員が生徒を評価し、学校が教員を評価するといった従来型の評価ではなく、個人
（Individual）、学校全体（Whole school）、地域全体（Whole area）が、自己評価（セルフ・
リフレクション）と内省を行いながら、それぞれの気づきによって自律的な活動を促進でき、また、相互にエン
パワーメントを行うことができるようなモデルを複数生み出し、東北地方における SDGs の達成を推進する。 

 
第 1回目「SDGs セミナー」：2022年 8月 6日（土） 
1.SDGs学校実践の導入を深化させるために・ディスカッション 
宮城教育大学 市瀬智紀 
教職大学院現職教員 板垣英恵（仙台市立枡江小学校） 

2.東北地方各地域団体からの本年度前期活動のリフレクションと今後の予定について 
東北地方 ESD活動支援センター 小泉照 
気仙沼 ESD/RCE推進委員会 
気仙沼市・宮城教育大学連携センター 淺野亮 
只見町教育委員会 仲丸和宏 
明和小学校長 湯田和敬 
やまがた SDGs・ESD研究会 
新宮済、小関直幸、阿部大輔、阿部友幸 

３.個々の教員による本年度の実践計画発表 
山形市立千歳小学校 阿部大輔 

第 2回目「学びあいセミナー」：2021年 10月 1日（土） 
1.ディスカッション：メタバースを授業実践・探究活動に活用する方法を考える 
 株式会社 メタバース・world ＆ NPO法人海族 DMC  代表 太見洋介 
２.講演：学校実践において海洋プラスチックごみへの取組を深める 
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 「海洋プラごみゼロプロジェクト実行委員会 気仙沼市立条南中学校 
谷山知宏 
３.東北地方各地域団体からの活動リフレクション 
 自然環境・地域文化をテーマとした探究学習と国際協働学習 
 「蜘蛛の巣を飛び回る蜘蛛になる」 
 尚絅学院大学総合人間科学研究機構客員研究員 海藤節生 
４. 教員による本年度の実践発表 
 ホールスクールで ESD に取り組む―妙高市立斐太北小の実践 
 妙高市立斐太北小学校校長 飯塚教裕・佐藤仁 
第 3回目「SDGs セミナー」ユネスコスクール北海道・東北大会（別予算）と共催 

SDGs×探究学習・課題研究成果発表会 12月 17日（土） 
主催者挨拶 文部科学省 国際統括官付 国際統括官補佐 原文絵 
記念講演 石森広美（北海道教育大学准教授・日本国際理解教育学会常任理事） 
山形市立千歳小学校 
福島県只見町立只見中学校 
宮城県気仙沼市立階上中学校（オンライン） 
山形県立米沢興譲館高等学校他 
ポスター掲示 
宮城県気仙沼高等学校（オンライン） 
山形県立加茂水産高等学校 
青森県八戸工業大学第二高校・附属中学校 
青森県八戸聖ウルスラ高等学校 
福島県立安達高等学校 
宮城県仙台二華高等学校 
宮城県仙台第三高等学校 
講評：鈴木克徳（ESD-J代表理事） 
斎藤修一（ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム副会長） 

主催事業：気仙沼 ESD/RCE円卓会議 2022:2022年 11月 4日（金） 
パネルディスカッション  
コーディネーター ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム運営委員長 
東北地方 ESD活動支援センター 企画運営委員 
宮城教育大学 国際理解教育 教授 市瀬 智紀 
パネラー  
気仙沼市 市長 菅原 茂 氏 
人間の安全保障フォーラム 理事長 高須 幸雄 氏 
個別教室のアップル 代表取締役 畠山 明 氏 
気仙沼商工会議所 会頭 菅原 昭彦 氏 
気仙沼市教育サポートセンター 主任運営員 佐々木光久 氏 
面瀬小学校 校長 山田 潔 氏 
指定討論者 
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富谷ユネスコ協会 顧問 阿部 弘康 氏 
認定ＮＰＯ法人底上げ 理事 成宮 崇史  

その他共催事業： 
気仙沼地区：ESD/ユネスコスクール研修会（6月 10日/1月 13日）参加人数約 80 
只見町公開研究会（11月 18日）参加人数約 40名 
東北 ESD活動支援センター 東北 ESD/SDGs フォーラム 2022 みちのく SDGs（1月 20日）参
加人数約 50名 
仙台ユネスコ協会シンポジウム「共に生きる未来へ」（2月 11日）参加人数約 50名調
査」                                                                                                  

 
本事業は 2年間の継続事業である。令和 3年度は、オンラインツール（オンライン配信・YouTube配

信）を活用した教員、学校、地域間で教育実践例や教材、評価手法等の成果のやりとりが行われた。山
形 ESD研究会×東北コンソーシアム、東北学院中学高等学校×新潟高志高校の教育実践例や成果
の共有など多くの交流が活発化した。また、青森県では、フォーラム実行委員会により、学校、企業、NPO
団体などが SDGs を推進する 9 つの団体が集まり、今後、青森県で ESD/SDGs を協働で推進する体
制ができた。山形県では、山形 ESD研究会による ESD/SDGs教育実践例や教材開発が進んだ。山形
県教員研修センターや、上山市学校教育研究会社会科部会など、研究会以外でも SDGs に関わる教
育の促進が図られた。福島県では、只見町教育委員会と学校の取組みが波及し、会津ユネスコ協会、猪
苗代中学校、大戸中学校 会津大学、会津学鳳高校などを中心に会津地域で、ESD/SDGs を推進す
る動機と機運が高まった。生徒の学習では、SDGs の達成を念頭においた児童生徒による主体的な探究
型学習・課題研究の取組が進展した。内容面として、海洋プラゴミや気候変動、ジェンダーについての探究
に深化がみられ、方法面では、生徒自身が評価し探究の取組を進める手法に進展がみられた。 
 
令和 4年度は、上記の実践をもとに、生徒、教員、学校、地域の自己評価（セルフリフレクション）に基づ
いた取組を促進すること、そして、生徒×教員×学校×地域が相互に評価を行うことによって、自律的に
SDGs を推進し、個人や社会の変容を促進することを事業の目的に据えた活動を展開した。令和４年度
は、SDGs学びあいセミナーを通して、オンラインツール（オンライン配信・YouTube配信）を活用して、教
員、学校、地域間で教育実践例や教材、評価手法等の成果のやりとりが行われた。教員、学校、地域間
で交流がすすみ、関係者が増加した。気仙沼市面瀬小学校×新潟県妙高市斐太北小学校、気仙沼市
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教育委員会×秋田県大仙南中学校教育、只見町明和小学校×妙高市斐太北小学校などが具体的事
例としてあげられる。実践トピックとしては、ウクライナ侵攻をうけて、平和学習や人権へのとりくみや東北地方
独自の海洋プラごみの学校実践についての探究が進んだ。また、ICT の活用としてメタバースの教育実践へ
の導入の方法について議論を試みた。評価については、評価ルーブリックの活用、評価を明示する方法の進
展、児童生徒が自己評価やピア評価を通して探究の取組を進める手法に進展がみられた。 
 
活動指標・成果指標から見た成果  
① エンパワーメントにつながる自己評価の複数の事例を収集 

教育委員会、学校、児童生徒のそれぞれが継続発展して、ESD の学習を進められるような自己評価
の事例を複数収集することができた。 

② SDGs学びあいセミナーを通して、教員、学校、地域間で交流が進む。関係者が増加した。 
③ SNS や動画などのオンラインコミュニケーションツールを活用して、教員、学校、地域間で教育実践例や

教材、評価手法等の成果のやりとりが行われた。 
④ 地域の主催による活動、先進事例地域の現地検討会を通して地域間で教育実践例や教材等の成

果のやりとりが行われた。 
 
【コンソーシアムの成果にかかわる成果発表】 
日本 ESD学会第 5回大会（2022年 2月 5
日） 
日本比較教育学会（2022年 6月 24日） 
日本学術会議フォーラム（2023年 10月 30
日）（2023年 1月 20日）、 
ユネスコスクール全国大会分科会（2023年 1月
22日）など 

写真：児童生徒の相互評価 
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1.SDGs学校実践の導入を深化させるために・ディスカッション 

宮城教育大学 市瀬智紀 

教職大学院現職教員 板垣英恵（仙台市立枡江小学校） 
 
市瀬：…そもそもが、この ESD/ユネスコスクール東北コンソーシアムとは何なのか、何ができるのかと言う
ところからお話させていただきたいと思います。当の ESD/SDGsについての取り組みというのは、本当にい
ろいろな団体や、いろんな方々が取り組まれているということで大変でこぼこ感があると言うのが現実かな
というふうに思います。ある学校で ESD、あるいは SDGsに興味をもたれた先生がいらっしゃったとして、
それは学校全体でやっているかというとそうではない。一方で管理職の、校長先生とか、教頭先生が興
味をもたれて、ESD/SDGsを始めようとして、教員の方が数多くいらっしゃるようなケースも多いです。一
方で、教育委員会単位で、学校を取り巻きながらユネスコスクール等に加盟して、教育委員会単位で
やられているところもあります。ただし、教養教育委員会が波状に広がって行って、いろんなところでやるよ
うになるというと、このような動きは強くなるのかなというふうに思っています。ですので、なんとかこのでこぼこ
な感じを相互に交流することで、もっと活性化していけないのかという課題意識のもとで、昨年こちらの方
のこの課題意識に基づく予算を頂戴いたしまして、やっているところです。今回は 2年目なんですけれど
も、個別の教員はカリキュラムの授業における ESD/SDGsに興味を持つ場合と、学校全体にやる探究
活動の課題につながるコンソーシアム。それから地域で教育委員会単位。あるいは地域の市町村で、
主体でやられている場合がある。それはうまくミックスしながらつないでいく必要があるというふうに、このコン
ソーシアムでは考えているところです。ここに書いてある通りなんですけれども、そういうことでさまざまな地
域で取り組みをやっていっていただきまして、こちらに本日いらっしゃっていただいた ESD活動支援センタ
ー。こちら、うちの大学は教育大学でですけれども、活動支援センターさんの十分に民間団体をいろいろ
取りまとめてくださいました。活動支援センターさんの力を借りながらやっていると。様々な地域で
ESD/SDGsの学びの輪というのがちょっとずつ広がっているところかなというふうに思っております。この後
なんですけれども、やはりいつも指摘されることなんですけれども、実践発表、実態発表に続いて、かなり
それが聞くだけに終わってしまっているというようなことがございますので、こちらの評価ということを前面に出
しています。評価って言うと、お互いに厳しく批判しあうというイメージがあるんですが、何のための評価な
のかというと、これはまぁやはり子供さんが変化の担い手となっていく。それから地域の変化の担い手。ある
いは創り手であったり、世界に向かっていく。担い手が主体となるということのための評価だと思います。で
すので、ここはできているぞ、ここはできていないとか、よくお互いの取り組みを深めるために、お互い言い
合うというふうに。、それが大事なのかなというふうに感じておりまして。お手元に、今年は簡単な質問シー
トをお配りしております。質問紙と言いますか。いつもパッと時間もなくて終わってしまいますので、こちらを
ぜひ、それぞれの活動についてコメントを頂戴できて、それを話し合っていきたいなというふうに思っていま
す。まあ評価、そのままだというふうにおっしゃられるかもしれませんけれども、そういうことでやらせていただき
たいなと思います。オンライン上にいらっしゃる先生方には、リンクをお送りしておりますので、そちらのリンク
の方に、ですね。お送りさせていただきました。ところが、権限がないということですね。申し訳ございませ
ん。ちょっとお話して、自分の担当ではない時に改定いたしますので、後ほどフォームの方にご記入いただ
ければ。それから、なったようです。ということで会場の方はこちらにメモをしていただければと思います。それ
で、もう数回さっきの話に戻りますけれども、PowerPointの方を見てよろしいでしょうか。今 ESD/SDGs
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を取り巻く状況について、確認してみたいと思うんですけれども、昨今 ESD/SDGs って一緒に言っている
けどじゃないかと。思うんですけれども、そうですね、SDGs って言う国際目標があって、それに向かっていく
ための教育的な方法としての ESD と。いうふうにきちっと述べた方がいいのかもしれません。この SDGs

の方は、本当に教科書にたくさん現れている。こちらは中学校、ご承知のようにニューホライズン。いきな
り、が、でてくるということで、こういう努力。、ですね。ESDによってかなり児童生徒の ESD/SDGsにつ
いての認識は広まっているのか、SDGs とは何なのか。わかんないというような状況が、子供たちの間に、
ないのかなというふうに思って。ところがですね、ここにいろいろ出ていました平和に向かうとかですね。です
とか、協力することとか。スポーツの振興とか書いてありますけれども、こういったものが、SDGs っていう概
念があるっていうことが、子供たちがわかったとして、子供たちがそれを意識してきて。この部分がいわゆる
ポジションWhole areaかなと。これもいろんな SDGsの概念を入ってもちろん非常に大きな成果だと思
って。その先ですね。それを考えていく。この ESD東北コンソーシアムっていうのは、全国の中でかなり頑
張っている方なので、私たちがそれを作っていく、そういう責任もあるのかなというふうに思っています。そうで
すね。認識の広がりについては、確実に広がっていると思います。ただし、SDGsを主題とするんだと、そう
いう学校は非常に少ないということですね。そして、この SDGsを知るということが、SDGsの達成に近づ
いているのか。全部達成に近付けないと、意義はないだろうということですね。つまり、これがだというそうい
う状況から、どうやって子供たちの SDGsの達成に向けた運動を進めていけばいいのか。こっちの方は、
国際社会のをしているところで、盛んにトランスフォーメーション、ということと、提唱するようになりました。
変わっていかないといけない。それから▲（well being）。何のためにだと思いますけれども、それは子供
たちの幸せとして、それを知る教員の幸せ。そして地域の幸せ。▲（いわゆる well being）。そういった
ものにつながらないと、意義はないんじゃないかという意識が最近特に強くなってきている。次のそういう変
容とか、▲（well being）が入ってくるんであろうというふうに言われております。東北地方って非常に成
功しているというか、頑張っているし、一番面白いなっていうのは、やっぱりこの地域のリソースを拾い上げ
て、それを学校教育の中で伝えていっているということだと思います。今日は大崎市さんいらっしゃっていま
すけれども、非常に世界農業遺産ですね。それを学校現場に。そういった事例であったり、また今日は中
学校の先生もいらっしゃっていますけれども、新しい SDGsの素材、次から次へと見つけてくださって。今
はコキアですか。やられていますね。そういうところが SDGsの一番の面白さなのかなというふうに思いま
す。それは地域のつながりにしているっていうことも SDGs っていうことで、地域全体で企業さんも団体さ
んもいろいろ活動をしていますので、その SDGs っていうことをキーワードに、いろんな団体と協力し、そう
いういろんないい状況が生まれてきているのかなというふうに思います。そういう意味で言うと、以前は地
域学習とか、ふるさと学習というものとかが、似ているようで完全に非なるものなのかなと感じております。
それから、次に課題になっているのは、教科書で SDGsが出ているから、じゃあ教員がそれを意識して。
それは学校全体でやる時にはどうしたらいいのかということですね。それに対する回答として、SDGsの世
界、ESDの世界とは、ESD カレンダー、SDGs カレンダーだ。かもしれません。それは、これは大森第六
小学校さんなんですけれども、これはひとつの回答ではあるんですけれども、課題としてはこれを作って安
心してしまうというか。これを位置づけしているよねって理解する。これはどういう意義を持つのかっていうこ
と。必ず。ですので、いろんな方法があって、これを貼っておいて、職員室で貼っておいて、学校全体で意
識する。これがひとつの方法だと思いますけれども。この間、只見中のメグロ先生もおっしゃっていたように、
自分自身やりながら、それをどんどん書き込んでいくというような方法。これもひとつのやり方なのかなという
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ふうに思います。あるいはある学校さんでは、各教科で SDGsをやったとしたら、それを毎回レポートとい
いますか、このために SDGsがあるよっていうことを、各教科で出してもらって、それを学校の中で共有し
ていくというような方法を取っている学校さんもあると。なぜそういうことをいうかというと、消えて行っちゃうん
ですね。教科書にとしても、ああそうですかで終わってしまうという。これは、でやっていくにはどうしたらいい
かという、問いがひとつあるのかなとチャレンジする必要があるのかなと思っています。それからもうひとつは、
各教科をやった時に、その単元・単元で、SDGsを本当に意識しているかどうか。やっぱりやれる単元と
やれない単元があると思うんですよ。この単元に関して言うと、やっぱり各教科の知識技能のほかに、そ
れがどういうふうな主体的な学び。主体的な学習に取り組む態度につながっているのかという部分を意識
しながら、各単元を教えられているのかという部分ですね。これを何か、もっと平たく言うと、学んだことを生
活や社会に生かそうとしているのかどうか。のかどうかということですね。時に言いましたけれども、こちらの大
森第六中学校さんの例ですけれども、これですね。東京都の評価の。最終的には理科をしたかどうか、こ
れは国語・算数・理科・社会、ですけれども、そうですね。進んで関わったり、見通しを持ったり、振り返っ
たり、探求したりしようとする。これは大森第六中学校何ですけれども、何か物理の単元をやったら、その
単元のあとにそれを生かしてどう活動するかって言うのを生徒さんに発表させているということです。これは
ちょっと難しい。そんなに時間を。休み時間使ってやったということですけれども。こういう部分、すべての単
元でいちいちこれをやっていられないです。でも時々こういうことを取り入れていくっていうのは、一ついいヒ
ントになるのかなというふうに考えているところです。そうじゃないと、各教科の各単元と SDGsの目標って
言うのは、なかなか結びついてこない。それからですね、あとは SDGsに向けて、生徒がどう変わったの
か、どうとらえていくのか。これについては、いろんなルーブリックっていうのが展開されていて、昨年は
ACCU さんと一緒に、この SDGsの評価を図るルーブリックというのを開発したところです。… 

市瀬：動いていますか。それはよかった。ありがとうございます。次に行きます。PowerPointで、事前事
後ということで、活動の前と後でいろんなルーブリックを開発しました。今年もその議論を続けているんです
が、はがあったんですけれども、このルーブリック自体にも、基本が。もちろんルーブリックは悪くないんですけ
れども、ルーブリックって、型にはまって、線形でどんどん発展していくっていう考えっていうところがどうでしょう
かね。ESDや SDGs っていうのは、本当に課題の解決方法がないものですので、ですから、1から 5ま
で段階的に登っていくというのは、そういう課題解決に、本当に寄与するんであろうかという疑問が出る。
つまり、とんでもない、とてつもないカリキュラム、突拍子もない変化も予測できるであろうと。そういうために
は、いろいろ▲（キープ）してもらって、の中から、カリキュラムのヒントでいうような評価も、いろいろ課題
が。そういう議論もしていたところです。現状では、こういうルーブリックを使って、プロジェクトの前と後で変
化を見ていくというようなことをやって。そうですね、ルーブリックやポートフォリオで考えてみていいのか。ルー
ブリックやポートフォリオでまず見ていくというようななのかなと。そこまで、ここでひとつネックになっているの
は、学年がそういう単元ごととか学期ごとに、ESDや SDGsの達成とかじゃあその子が 1年とか 2年
生。中学校ですね。3年になった時に、本当に SDGsの意識が高まっているのか。あるいは ESD、
SDGsの取り組みの意識が深まっているのか。これはなかなか。学年が入れ替えになっちゃうとか、がっち
ゃんこになっちゃう先生が変わるとか、いろんなことがあって。それで、長期的な視野で、、煮え切られてい
ないなというような傾向ではあるのかなと。 
 
（雑音） 
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市瀬：本当は、そういう SDGsの特性に、取り組むような児童生徒が育てられているか。学級の生徒
が、そういうことに対して立ち向かっていけるような、。強い言い方かもしませんけれども、そういう意識を持
って、生きていけるかどうかっていうのは、キャリア形成と関係があるのかなと思います。高等学校ですと、や
っぱり課題研究をやって、その課題研究の成果が生きて、そしてそれが進路指導とか、職業センターでつ
ながっていくと。そういう意識を持ちながら、資料選択をしているなということで見ていけるのかなというふうに
思います。ところが、小中学校でなかなか ESD、SDGsを学び▲（だとかどうなったんだ）というのを、こ
れはなかなか見取ることができないのかなと思って。ここを何とかすれば、次第と SDGsのをきちんと見て
いけないんじゃないかなというのがありまして。いいお知恵があればというふうに考えているところで。一応高
等学校ですね。課題研究をやっていますので。そういうところで高校生の進路についての考え方とか、気
質の中から、そういう影響を受けているなとか、そういったなというのがわかるかなと。ただ小中学校だった
ら、終端の形成とかですね。例えばエコな活動への取り組み、限られるようなということでは、評価できる
のかなというふうに思うんですけれども、なかなかその子が成長していって、その成長にほど寄与し、それは
また SDGsの目指すを寄与している。この長期的な視野が、って見ていくことは、生徒も変わってしまい
ますし、難しいのかなというふうに。これは去年の、今日来てくれている八戸工大の素晴らしい発表でした
ね。生徒さんがとてのですね。それを本当にどれくらいの時間でするのかということを調べたり、あるいはプラ
ンクトンの中にどれくらい体内に。はい、ます。どれくらい体内に、溜まっているのかというようなことを調べ
て、ですね。高校生の場合には、比較的それが子供の進路にどういくのかっていうところでいくことが可能
なのかなと。いろいろ言ってきたけど、何が言いたいのかということなんですけれども、今後非常に、これまで
の取り組みの中で、地域素材を活用しながら、SDGsの子供たちことはかなり成功してきているのかなと
いうふうに思います。各教科や単元で、どうやって ESD、SDGsを意識しながら活動したらいいのか。ま
た、各学校で先生の意識も一様ではありませんし、を、ふうに考えながら、ESD/SDGsを浸透、意識化
させていったらいいのか。それからあとは、長期的な SDGsの達成に向けて、長期的に生徒の変容をどう
捉えていけばいいのか。ここら辺が、私なりに考えている ESD/SDGsを深めていくポイントなのかなという
ふうに感じているところです。今の私のお話している時間はディスカッションということになっておりますので、
ここでご意見を頂戴できればと思います。それでは次に、宮城教育大学では今の学校教育現場の私も
一応実践者で、大学生に教えているわけです。教職大学院の方で、今年はいらっしゃって。先生の力を
お借りして、教職大学院の方でも SDGs、観点を取り入れた授業を考えていこうということで、いろいろと
実践をしているところです。本日は、だいたいうちの教職大学院生は、現職の方も含めて 8名でそういう
ことを考えると。特にそういったことを特化して、学校教育を特化したわけではない学校さんが 100％で
す。そういう中で ESD、SDGsをやられて、どんなことをお感じになったのかどうか。ちょっとお伺いしてみた
いと思います。これは初めてですね。ESD、SDGsに取り組む先生の事例です。ちょっとお伺いしてみたい
と思います。これは例えば、新任の先生とかが、先生方、これを一生懸命取り組まれている学校に来ら
れた時に、お感じになる原因部分とかなり共通しているのではないかなと思うんですけれども。それでは、
イタガキ先生、こちらにいらっしゃっていただいてもよろしいでしょうか。 

司会：はい、それじゃあご紹介させていただきます。仙台市立枡江小学校のイタガキサナエ先生です。よ
ろしくお願いいたします。 



 
 

 11 

イタガキ：はい、改めまして皆さんこんにちは。今年 4月から宮城教育大学の教職大学院で、現職派
遣教員として学んでおります。市瀬先生の授業を受けて、本校で実践している総合的な学習を SDGs

の視点で振り返った時ということで、まとめてみたジャムボードになります。これについて、今からご説明させ
ていただきたいと思います。まず上にありますけれども、私が在籍している仙台市立枡江小学校というの
が、仙台市の北部にあります。JR東仙台駅から西に約 1.5kmのところに位置しています。周囲は住宅
地が広がっていて、比較的市街地なんですけれども、学校の東側にはそこにあります、里山である枡江の
森。右側ですね。ありまして、西側には与兵衛沼っていう沼があります。大変自然に恵まれた環境になっ
ていまして、この枡江の森は四季折々の自然の風景を感じることができますし、与兵衛沼には冬になりま
すとハクチョウが飛来してきて。大変地域の憩いの場になっているような環境に立地しています。またこの
一帯は、枡江小が建つ以前に、窯跡や、竪穴住居が発見された場所で、与兵衛沼につきましては、江
戸時代、仙台藩士の鈴木与兵衛さんという方が、私財を投じて作ったかんがい用水路が沼になったとこ
ろということで、歴史的な価値も大変高い場所になっています。地域、保護者に関しましては、大変学
校に対しての理解がありまして、開校当時から協力的な地域であったと聞いております。一方で下にあり
ますけれども、最近では高齢化とか核家族化、共働き家庭の増加だったり、あとは 2年前からのコロナの
影響ということで、この 2年間は思うように地域との連携を図ることができなかったっていうのが現状であり
ます。この今までに申し上げました、特色ある枡江の地域素材を有効に活用したいっていうのが、学校
全体の願いでありまして。この魅力を子供たち自身が感じて、地域への愛着を感じてほしいというふうに、
学校全体では願っております。そして感性を、自然と触れ合いながら感性を働かせ、どのようにして社会
や地域、自分の人生をより良いものにしていくかっていうのを考えながら、友達同士で共同しながら、創
造していく力っていうものを育みたいなと思います。そのためには、やはり地域との連携、共同っていうのが
大事で。それを実現するには、総合的な学習の時間を核にした授業展開っていうのが望ましいのではな
いかというふうに考えております。今からご紹介するのは、5年生の総合的な学習の時間の、枡江の森の
再生プロジェクトについてです。ここでは地域の自然とそれを守り継ぐ人々との関わりを通して、身近な自
然への理解と愛着を持って、望ましい環境作りを願って、地域の一員として自分にできることは何かという
のを考えて、友達と共同しながら地域の良さを伝えようとするということを狙いとしています。また、このスラ
イドにありますけれども、他教科との関連ということも、大変意識しているところです。そう考えた時に、
SDGsの目標で言うと、11番に当たるのかなと。密接に関わっているのかなっていうふうに考えておりま
す。今申し上げたような総合的な学習の時間での狙いを達成するためには、やはり地域資源との共同っ
ていうのは欠かせないと思います。ここに示してあるような、大変充実した地域資源があります。市民セン
ターでしたり、枡江の森の魅力を発信する市民団体、あとは行政との関わり。私たちからは、積極的な
学校からの発信っていうのも、重要視しているところです。このような形で、SDGsの視点で振り返った私
の学校の実践を紹介したところです。 

司会：ありがとうございました。イタガキ先生、ありがとうございます。そうしましたら、イタガキ先生へお伺い
したいんですけれども、今まで SDGs っていう観点をそんなに考えてこなかったと。そして教職大学院に入
って、SDGsを学校教育に取り入れるようになった。この SDGsの視点で考えるということについて、どの
ようにお感じになられたでしょうか。お願いします。 

イタガキ：実践を振り返った時には、5年生の総合的な学習を中心に振り返りましたので、SDGsの目
標で言うと 11番かなということで、真ん中に 11番ということで提示したわけですけれども、学校全体のそ
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の実践を振り返りますと、他にも例えば 10番。人や国の不平等をなくそうとか、15番。陸の豊かさを守
ろうとか、あとは 3番。全ての人に健康と福祉を、等とも関連しているかなっていうふうに感じています。
SDGsはさまざまな問題が複雑に関係していますので、子供たちにとってはそれぞれの発達段階に応じ
て、自分なりの課題意識を持って調べたり、考えたり。あとは友達と共同しながら解決方法を見出すって
いうことができるのではないかなっていうふうに思っています。そういった意味では、総合的な学習の時間
が、SDGsの視点で行う教育というものを行うために、大変重要な役割を担っているのではないかなって
いうふうに感じました。はい。今正直、これまで SDGs というものを意識して授業を行ってきたことがありま
せんでしたけれども、やはりこれから予測不能な時代を生きていく子供たちにとっては、凄く SDGs という
ものが学習の大切な視点になるのではないかなっていうふうに、純粋に思いました。▲（財政事項）で
は、先ほど申し上げましたように、魅力ある地域資源がありますので、それを十分に活用しながら、学校
全体として、学年の縦のつながり。あとは教科間。横のつながりというものを意識しながら、年間カリキュラ
ムの中でどこにこう SDGsの視点が取り入れられるのかっていうことを考えて、意識していくことが大切だな
というふうに感じております。今回のこのセミナーに参加するにあたって、凄く先駆的な取り組みをされてい
る方々が多いっていうふうにお聞きしておりますので、学校全体としてどのような取り組みをしていけばいい
のかっていう辺りを、すごく勉強したいなって思っています。はい。以上です。 

司会：はい、イタガキ先生ありがとうございました。それではこの時間は、ディスカッションっていうことで、今
ちょうど 30分過ぎたところなので、あと 10分ぐらいございますので。10分もないですね、あとは 6分くらい
しかないんですが、もし私の提示している私の悩みと言いますか、でイタガキ先生が今これから取り組まれ
ること。何かお気付きな点とか、コメントがあったら、ぜひご自由にご発言いただければと思います。オンライ
ンでも会場でも構いませんので。何かございましたら、どうぞお気軽に言っていただければと思います。いか
がでしょうか。はい、お願いします。ナカマル様。 

ナカマル：只見町教育委員会のナカマルです。本町只見町でも、私は今、「ふるさと只見を愛し、誇り
に思う心を育てる ESD」ということで、実践を進めています。やはり只見町の広大な自然を生かした学習
をということで、始まった頃はやはり先生方が進めやすいようにということで、ストーリーマップですかね。
ESD カレンダーというものを作成して、どんなふうに進めたらいいか、なんていう見通しを持って進めるよう
にしてきたところがあります。やはりなかなか知られていないところもあるので、初めて取り組まれた先生も
多いのかな、なんていうところで、先生などが、役に立っているのかなというところです。また、やはり学校さ
んだけではなくて自治体、教育委員会とか、そういったところで研修を設けるなどして、やはりこう進めてい
くというところも必要なのかなと思いますが、学校さんだとなかなか難しいので、やはり学校の教頭先生が
ご理解いただいて、そういった研修なんかをしていけるといいのかなと思いながら聞きました。ありがとうござ
います。 

司会：ナカマル先生、優しくアドバイスしてくれて、ありがとうございます。そのほか何か、これは何か。よろ
しくお願いいたします。はい、大丈夫でしょうか。それではまた、コメントはもしあれば、そのシートの方に頂
戴するということで、イタガキ先生どうもありがとうございました。 

イタガキ：ありがとうございました。 
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2.東北地方各地域団体からの本年度前期活動のリフレクションと今後の予定について 

東北地方 ESD活動支援センター 小泉照 
 
司会：はい、では次の発表に移らせていただきます。先ほど大変 PowerPointが動いていなかったよう
で、失礼いたしました。今日はまず最初に、東北地方で ESDを支えている団体として、活動支援センタ
ーがございます。こちらの方の、今年度の取り組みについて、お話を頂戴しようと思います。今度はしっかり
と画面が共有されることを願っております。 

小泉：皆さんこんにちは。東北地方 ESD活動支援センターの小泉と申します。日頃より、東北地方
関係者の皆様と、ESD、SDGs活動支援センター、ESDセンターの皆さんが、大変お世話になっており
ます。今年度、東北地方 ESD活動支援センターの活動ということで、私の方から報告させていただきた
いというふうに思います。何回も ESDセンター、どういうものかっていうのをお聞きになった方がいらっしゃっ
たと思うんですが、今日初めての方もいらっしゃるかと思いますので、まず東北 ESDセンターとは何かとい
うところからお話させていただければなというふうに思います。ESD活動支援センターというものが、全国、
各地方 8 ヶ所にあるんですけれども、これも ESD活動支援センター、全国に作られた、設置されたのが
環境省と文科省が連携して、この ESD活動支援センターという組織を立ち上げております。現在、運
営に関しては、公益財団法人日本環境協会が運営を行なっておりまして、各共同でこの ESD支援セ
ンターというものが運営されていることになります。全国センターに関しては、所在が東京にありまして、開
設が 2016年に開設されております。この組織が作られた目的としては、全国的な ESDの推進というと
ころが一番の目的なんですけれども、ESD推進ネットワークというものを形成していく。この全国センター
が全国的なハブ機能を果たすっていうところで、活動をされているところです。続いて翌年、2017年にな
るんですけれども、各地方 8 ヶ所に ESD活動支援センターが設置されております。もともと各 8ブロック
に環境専門の中間支援方式として、環境省が設置した、東北環境パートナーシップオフィスというものが
あるんですけれども、ここがその ESDセンターも請け負って、活動していくということになっております。東北
に関しては、東北 6県を東北地方 ESD活動支援センターが活動していくという形で、2017年の 7月
に開設されております。東北地方 ESD活動支援センターの運営に関しては、環境庁の東北地方環境
事務所と民間団体、公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワークが協働という形で、運営をさせて
おります。先ほど、全国の方も官民協働という形でお話させていただいたんですが、各地方も、官民協働
ということで ESD活動支援センターを運営しているという形になります。私自身がこの右下の公益財団
法人みやぎ・環境とくらし・ネットワークの職員になりまして。ここから出向という形で、EPO TOHOKU

と、ESDセンターのスタッフとして、今活動させていただいているところです。東北 ESDセンターができて、
今年度で 7年目という形になるんですけれども、開設当時から、EPO TOHOKUの方もそうなんですけ
れども、我々が大事にしてきている平詰めの対話という言葉を我々は使うんですけれども、対話。実際に
現場に行って、対話によって現場の課題であったり、ニーズを把握するっていうところを、まず一番に大事
にしているところがあります。ここ、2年、3年。ちょっとコロナが拡大しているところで、なかなかここもできて
いないところはあったんですけれども、オンラインもうまく使いながら、各地域の ESD、SDGsに関する情
報を集めながら、今回活動を行っているところです。またひとつ活動の大きな柱としては、学び合いと交流
の機会の提供ということで、毎年フォーラムを年 1回開催しているんですけれども、そういう場所を作ると
いうところも、ひとつ大きな柱として活動をしております。7年目になりまして、いろんなところから東北
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ESDセンターを知っていただいて。ご相談をいただけるようになってきてはいるんですけれども、最近は観
光の分野であったりとか。後は、先日は旅行会社からもお話があったんですけれども、これまでは関わりの
なかったようなところからもご相談をいただくようになりまして。SDGs とはなんぞやというところの講演会があ
ったりとか、それぞれの活動に SDGsを押し込むようなワークショップというところも、我々なりの方で、応
援させていただけるというような活動を展開させていただいております。ESD活動支援センター、全国セン
ターの中に、地域 ESD活動推進拠点というのが、登録制度がございます。こちらが各地域、ESDを頑
張って取り組んでいらっしゃっている組織、団体を登録していくっていうような動きになりまして、各地方セ
ンターができた 2017年、登録がスタートしております。今年度、7月 13日現在では、全国で 164の拠
点に登録していただいていて、東北地方に関しては 16拠点登録をしていただいているところになります。
今回ご参加、このあともご発表される予定の気仙沼 ESD/RCE推進委員会であったりとか、只見町教
育委員会さん、あとは八戸工大第二高校さんにも登録していただいている形になっております。東北の
方では、拠点との連携ということも年々進めて、一緒に形を進めてきているところで。昨年度に関しては、
仙台ユネスコ協会さんの方と、気仙沼の鹿折小学校さんと一緒に、日本キリバス協会のケンタロさんとオ
ンラインでつないで。キリバス側と交流会、小学校をつないで、交流会をしたというような連携も生まれて
きています。この授業に関しては 3つですね。拠点が関わったというところで、我々の連携事例としても、
新たな事例になったのかなというふうに思っております。これが昨年度の活動になっております。今年度に
関しましては、会津ユネスコ協会さんとこれまでも何回かお伺いしていて、お話をさせていただいていたんで
すけども、講演会をする、SDGsの講演会を、本年度開催しようという形で、ずっと 4月ごろから会津の
方に行ってお話させていただいていたところだったんですけれども、8月 19日に開催の予定でお話をさせ
ていただいていたところが対象を小学校、中学校にしていたこともあって、コロナの拡大で中止になってしま
ったという現状になっております。ここまではユネスコ協会さんと会津若松市教育委員会さんの方にも話を
していただいて、これまでにないつながりの中で、この事業が進んでいたところで、とても残念なところではあ
ったんですけれども、引き続き、中止にはなってしまいましたけれども、会津ユネスコ協会さんとも引き続き
連携をしていくのかなというふうに思っております。続きまして、今年度の主な事業としてひとつは、数点的
にお話をさせていただければなと思います。昨年度からスタートした事業になるんですけれども、「ESD for 

2030学び合いプロジェクト」というプロジェクトが、昨年度からスタートしております。この事業は全国の 8

センターで取り組まれているものなんですけれども、背景としては昨年の 5月にスタートした、出てきた第
2期 ESD国内実施計画の中に、「テーマ別の学び合いの仕組み」というような明記があるんですけれど
も、この仕組みを作っていこうということで、このプロジェクトがスタートしたものになります。この学び合いプロ
ジェクトを通して、目的としては先ほどもお話した拠点であったりとか、あとは地域、ESD実践者が、地域
を超えて学び合いであったりとか、実践活動を通して、活動の向上を図っていくというところ。またはそれぞ
れの地域にある活動取り組みを全国展開していくというところで、このプロジェクトが進められております。
プロジェクトの進め方に関しては、ここの 8センターで、東京も含まれているというお話をしたんですけれど
も、それぞれ 8センターがテーマを設定して、11月末までに勉強会であったり、実践活動、実践していく
というような流れになっております。開催、各地域センターの開催に当たっては、開催の形態がそれぞれあ
るかと思うんですけれども、全国の地域 ESD拠点である実践者に参加を呼びかけて、開催していくとい
うような形になっております。最終的に、11月末までにそれぞれの地域で開催したこのプロジェクトの成果
を 12月、全国フォーラムで報告を行うというような流れになっております。昨年、東北の方が左下の方の
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写真に掲載しているんですけれども、今日ご参加の山形 ESD/SDGs研究会の皆様と一緒に、山形の
状況を考えるというような形で、プロジェクトを進めさせていただきました。各地域のテーマについては、東
北も載っているんですけれども、8地域のテーマ。全国センターのウェブサイトの方に掲載されている形にな
っており、ちょうど皆様にこちらもご覧いただければなというふうに思うんですけれども。ほとんどの地域が気
候変動という言葉を使っていて、気候変動教育、気候変動教育の実践、気候変動教育という言葉を
使っているんですけれども、全国の ESDセンターと各地方センター、今年議論が進められているところ
が、この気候変動教育というところが大きくテーマに議論されているところがあります。この状況で気候変
動であったりとか、脱酸素、ゼロカーボンっていうところが国の施策としても進められているところで。そこにど
う教育が入っていけるのかっていうところで、気候変動教育。この気候変動教育っていう言葉もまだ確立
されたものではないんですけれども、これをどういうふうにしていくのかというところを全国で議論されていると
ころになっているので、今回も学び合い教育のテーマでも、あとはセンターで気候変動教育っていう言葉を
使って、取り組みが進められている地域が多い形になっております。東北に関しては、今お話ししたとお
り、気候変動教育の東北モデル、プログラムを創出するということで、今年度、この学び合いプロジェクト
の方を進めさせていただいております。タイトルは東北モデルプログラム「ワールド・気候スタディーズ
ESD/SDGs」というタイトルではあるんですけれども、今回は秋田県の方で、このプログラムを展開してお
りまして、今日ご参加いただいているのかな。大仙市立大曲南中学校のシマダ先生いらっしゃっています
かね。ありがとうございます。シマダ先生はもしよかったら、後ほどお話をいただければなという点ではありま
すけれども。まだ中学校の方でやはり実際スタートしているところがいま。内容的には単発の授業ではなく
て、実演学習であったりとか、コロナ禍も含めて、プログラムを構築していくタイプの部分と。ただプログラム
を構築するだけではなくて、実践していくためにどういった連携があったりとか、外部からの支援があるのかと
いうところで、このプロジェクトで検討していきたいなというふうに思っているところです。このプロジェクト自体
には拠点にも関わっていただいておりまして、秋田市の地球温暖化防止活動支援センターのあきた地球
環境会議さんと、あとは仙台になりますが先ほどお話した日本キリバス協会のふたつの拠点に関わってい
ただきながら、このプロジェクトを展開している形になります。先ほどお話した、11月末までにプロジェクト
の、それぞれの活動をしていくという形なんですけれども、第 1回目と第 2回目はすでに終了しておりまし
て、第 1回目が 4月、第 2回目が先ほども申しましたように 8月 1日に開催した形になっております。
第 3回目と第 4回目は今後予定している形で、ちょうどお話したいなというふうに思います。第 1回目の
方は、4月 4日。大仙市の大曲南中学校の方で開会したものになるんですけれども、これが事前学習
という形の建付けになるんですけれども。キリバス協会のケンタロ・オノさんからキリバスのお話をいただいた
後に、ワークショップもつなげてやろうというような第 1回目の勉強会の内容になっております。東北 ESD

センターのウェブサイトの方に、第 1回目の開催の取りまとめが載っているので、ちょうどウェブサイトで見て
いただければなというふうに思うんですけれども、オノさんの方が、皆さんはケンタロ・オノさんご存じかなとい
うふうに思うんですけれども、キリバスの国の生活の仕方からお話をいただいて、それぞれ日本との違いを
話していただきながら、気候変動がどういうふうに国に関わっているのか。それに対して、SDGsがどういう
ふうに気候変動に関わってくるのかというようなお話をいただいたところになります。その後、講話の後にワ
ークショップという形になりまして、これはあきた地球環境会議のフクオカさんから、ペルソナワークというよう
な形で。もしもあなたが○○になったらというようなワークショップをしていただきました。このワークショップの
内容としては、ふたつ生徒に変身をしていただくというものになるんですけれども。1個目が、あなたがもし
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大曲南中学校の校長先生になったら、キリバスと大曲南中学校でどんなことができるのかを考えましょうと
いうもの。ふたつ目が、大仙市の市長になったら、あなたはどういうキリバスとの関係性を持ちたいですかと
いうふうなワークショップ、ふたつをやっていただいた形になります。実際にこの報告書の方に、生徒からそれ
ぞれ出た内容というものが書かれているので、後ほど見ていただければなというふうに思います。それを踏ま
えまして、第 2回目は実践者向け学習会というふうに書いているんですけれども、このプロジェクトに関わ
ってもらっている有識者の皆様に集まっていただいて。1回目の振り返りも含めて、第 3回目の交流会を
どういう形にしていくのかというような議論を行なった形になります。こちらは会場の皆様には、8月 1日に
行なった勉強会の取りまとめの方も配らせていただいております。ただ、ウェブサイトには掲載しておりませ
んで、8月の中旬にはウェブサイトの方に、こちらの取りまとめも掲載する予定にはなっております。会場の
皆様こちらでお配りしているものになります。すみません、オンラインで参加している方にはちょっと見ていた
だけないところがあるんですけれども、実際に今回は 1回目の施策で大きくポイントとなったワークショップ
まで、ただ話を聞いて終わりではない、ワークショップまでつなげたっていうところの効果として、やっぱり生
徒、今まで例えば節電、ただ節電すればいいんでしょって思っていた部分が、なぜ節電するのかっていうと
ころを考える変容が起きたっていうところは、この大曲南中学校の先生からお話をいただいていて、やっぱ
りそこがこの聞きっぱなしではないこの授業、講話っていうところ。講話からワークショップっていうところが、
大きな効果があったのかなっていうところでお話をいただいておりました。実際の生徒の声も、真ん中の方
に載せております。第 3回目と第 4回目というふうに続いていく形にはなるんですけれども、第 3回目が
実践活動、交流授業ということで、ここがまず本番という形になるんですけれども、大曲南中学校の 3年
生。約 30名ですね。あとはキリバス側の、今の予定ではセントルイスハイスクールっていうところの学校と
いうことなんですが、ここの中学校 2年生になりますかね。そこの 2年生と交流、オンラインで交流会をす
るっていうような形で、第 3回目を予定しているところです。ただ、ここも内容についてはちょっと検討中で
はあるんですけれども、大曲南中学校側が英語で話すのはどうかっていうところも含めて、当日の内容を
今検討しているところになっております。第 3回目の開催についてはオンラインで、皆さんにもご覧いただけ
るような形で開催したいなというふうに思っておりますので、開催の内容が決まりましたら、ご連絡させてい
ただければなというふうに思っております。第 4回目。先ほど市瀬先生からも評価という、自己評価という
ところのお話もあったんですけども、やっぱり大人側もやりっ放しではなくて、このプロジェクト自体がどういう
成果があったのか、今後に向けてどういう課題が見つかったのかっていうところを整理する機会として、第 4

回目、12月になるんですけれども意見交換会、振り返りの会を設けたいなというふうに思っております。ち
ょっとこちらの会が、オープンにするかどうかっていうところはちょっとまだ議論しているところなので、もしオープ
ンでやるってなったら、皆さんにご案内させていただきたいなというふうに思っております。ESDセンターの今
年度の今現状として、大きな活動が今の学び合いプロジェクトを展開している形になります。今後の予定
につきまして、もうひとつ ESDセンターの大きな事業として、先ほどもお話させていただいた東北
ESD/SDGs フォーラムの開催を今年度も予定をしています。昨年度は青森の方で開催させていただい
たんですけれども、今年度は仙台の方に戻ってきて、開催したいなというふうに思っているところです。ちょっ
とこれもまた、コロナが増えてきている状況なので、リアル開催を予定はしているんですけれども、基本はハ
イブリッド開催をしたいなというふうに思っております。まだ企画段階ではあるんですけれども、来年の 1月
から 2月ごろの土日、1日で開催したいなというふうに思っているところです。今年度の内容については、
こちらもまだ全然企画段階、案段階ではあるんですけれども、これまで取り上げたことがなかったテーマを
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取りあげてみたいなというふうに思ったところで、3つテーマを上げたいなというところを今、企画しています。
3つというのが音楽の分野と、芸術。伝統工芸なんかそういうものも含めた芸術の分野。あとはスポーツ
の分野を取り上げて、そこと ESD/SDGsがどうつながるのか。最終的には、それがどう学校教育につなが
るのかというところまで落とし込んだテーマ、設定にして、今年このフォーラムを開催したいなというふうに思
っております。まだまだ我々も取り上げたことがないテーマなので、何しろ本番も決まっていないところではあ
るので、ご相談させていただきながら、企画をすすめて参りたいというふうに思っております。もうひとつ、これ
は ESD東北センターの事業ではないんですけれども、先ほどお話した全国フォーラムの開催が、これに関
しては日程が決まっておりまして、2022年 12月 10日に開催される形になります。今のところ東京で、リ
アル開催で進めるというようなお話をいただいておりまして、内容についてはまだ、地方センターまで話が来
ていないんですけれども、先ほどもお話した ESD学び合いプロジェクトの、地域の成果報告を全国フォー
ラムで発表する、報告するというような内容になっております。例年であれば、分科会形式でそれぞれ分
かれてテーマごとに発表がある、報告もあるというような形にはなっているんですけれども、今年はまだ、どう
いう形になるかっていうのは決まっていないところではあります。日程の方は決まっておりますので、こちらも
ぜひ、興味がありましたらご参加をいただければなというふうに思っております。以上で東北 ESDセンター
の活動の報告、紹介になります。ありがとうございました。 

司会：何か聞いてみたいこととか、ございましたらお願いいたします。はい、様々な方面から、東北地方
の ESD/SDGsの活動、エンパワーメントしてくださって本当にありがとうございます。特に気候変動ですと
か、それからゼロカーボン、そしてまたセミナーの方では、音楽や芸術を中心にして、新しい趣向から、
ESDにフォーカスを。別な側面から展開していこうとされているということでした。はい、どうもありがとうござ
います。それでは小泉様、どうもありがとうございます。今のご報告が、東北地方の ESDを支えてくれたっ
ていう活動支援センターさんの方の報告でした。あとでもしご質問があったら、ぜひ直接お願いいたしま
す。それでは次ですね。今度は教育委員会さんからということで、気仙沼市教育委員会アサノ先生の方
から、教育委員会だけではなくて、メンバーの ESD/RCEの推進委員会ということで、全体の、今年度
の方向をお話しいただけると思います。アサノ先生、ご準備の方はよろしいでしょうか。 
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2.東北地方各地域団体からの本年度前期活動のリフレクションと今後の予定について 

気仙沼 ESD/RCE推進委員会 

気仙沼市・宮城教育大学連携センター 淺野亮 
 
アサノ：はい、気仙沼市のアサノです。聞こえてますでしょうか。大丈夫でしょうか 

司会：はい、大丈夫です。 

アサノ：はい。それでは画面を共有させていただきます。はい、いつも東北地方の皆さんには大変お世話
になっております。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。今日は気仙沼教育委員会、それから気仙
沼の ESD/RCE推進委員会というところの組織で取り組んでいる、その気仙沼市の ESD/SDGsにつ
いて、この 7月までの取り組みについて、ちょっと振り返りも含めて、ご紹介させていただきたいということと、
あと今後下半期に向けて、どういった計画を予定しているのかというところをお話しさせていただきたいなと
思っております。今、こう表紙の方に出ているこの写真なんですが、昨年度の気仙沼市が毎年度開催し
ている ESＤの円卓会議の様子です。昨年の 5月に第 2期の ESＤ国内実施計画が出されまして、
それを受けて 5つの行動分野の代表の方々にパネラーとして参加していただいて、気仙沼市の今後の
ESＤの方向性について議論をしたというところの写真になっております。長年取り組んできたこの開催し
ていた ESＤの円卓会議ですが、初めて市長さんにもパネラーとしてご登壇いただきまして、色々主として
の、そのガバナンスとしての色々ビジョンをお話しいただいたというところになっています。これがいい気仙沼
のひとつのきっかけって言うか、契機にもなったというところが言えるかなと思っております。これはちょっと小さ
くて見えないので、ちょっと拡大させていただきますが、今年度の第 1回の ESDユネスコスクール研修会
です。このユネスコスクール研修会も、気仙沼は年 2回、6月と 1月に毎年度開催しておりまして、市
内のユネスコスクールに加盟している学校のみならず、市内の幼稚園、小学校、中学校、高校の ESＤ
担当の先生が一堂に会して、宮教大の先生をはじめ、講師の先生から色々専門的な知見を教わりな
がら、自分たちの取り組みを振り返ると。そして今後に向けていろいろ議論し合うというふうな研修会にな
っております。ここのタイトル、上のところに書きましたように、今回の大きなテーマ。この 1回目の研修会
のテーマが、コロナが始まってもう 3年になりますけれども、ウィズ・コロナの時代においての ESDの役割、
それから方向性というのをもう一回、みんなで確認しあいましょうというところでした。色々体験活動も制
限される中で、じゃあ ESD としてこのコロナの中でどういったところを目指していったらいいんだろうというふ
うなところが大きなテーマでした。具体的なところでは、このワークショップ。先生方の話し合いの中では、じ
ゃあカリキュラムを探求化にしていくためにはどうしたらいいんだろう。それから、個別最適な学びっていうの
は言われているんだけれども、じゃあどういったところが個別最適な学びにつながるんだろう。じゃあ体験的
な学習だったり、協働的な学習っていうのがもう一回、その価値っていうのを振り返ろうというふうなところ
から話し合いました。いつも今日もご指導いただいていますが、市瀬先生から基調講話の形で色々評価
のことも含め、それから ICTを活用した個別最適な学び、そういったところも含めたご講話を頂戴いたしま
した。その後、具体的な取り組みの事例として、東京都の多摩市の連光寺小学校の關口校長先生の
方から、実際にその連光寺小学校で ESDの中で、どう ICTを効果的に活用されているかというところを
デジタルポートフォリオという子供たちの自身での評価振り返り。そして発表につながるようなところで取り
組んでいるというふうな事例もご紹介いただきました。こういうふうにロイロノートを活用して、子供たちがど
んどんこう学びを探求的に深めて、深掘りしていくというふうなことのご紹介もいただきました。またワークショ
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ップのところの全体コーディネーターをしていただいた宮教大の吉田先生からも、この個別最適な学びと、
あとは協働的な学びという、往還の部分がすごく大事だというふうなところのお話もいただいております。そ
のあとのワークショップで、色々な先生方から本当に率直な意見のやり取りが交わされたんですが、一つ
一つはご紹介できないんですが、大きくは先ほどお話ししたこの 3本柱の項立ての中で議論しました。
色々全体計画において学年系統は意識しているんですが、体験活動が増えたことで何について、一体
何のために誰に伝えるのかと。そういった精査も新たな課題として出てきているよと。特にこの ICTになって
オンラインでやり取りすることが増えてくる中で、よりそういうふうな課題意識が強まってきたというふうなこと
は話されていました。また小学校、中学校の 9年間を見通した高主幹。縦のつながりでのロードマップ。
これについても、小中一緒になって今研修を継続していますというふうなことも話されました。そういったとこ
ろで色々こう出された中で、本当に活発なやり取りが出てきました。後は生徒指導面でもこういった ICT

の活用の有効性が大きいというふうなことも、先生方の方から出されておりました。あと最後には宮教大
の田端先生の方から。学力スコアというところの客観的なデータサイエンスを踏まえながら、やっぱり ESD

による探究的な学びというのが有意な形で、子供たちの非認知能力を高めていることは、これは間違い
ないと。なので、数値的な認知学力だけではなくて、やっぱりこの非認知。意欲とかコミュニケーション力と
か、あるいはつながるとか、そういったところがやっぱりこの ESDでは大きく育める力ではないかというふうな
ことを話されました。それからこちらはもうひとつご紹介したいのが。気仙沼は、海と生きる町ですので、海
洋教育というのも ESDの一つの柱に取り組んでおります。これは 5月に行われた 1回目の海洋教育の
推進連絡会。これも海洋教育の方に取り組んでいる学校が一堂に会して取り組んでいまして。東京大
学の先生とか、笹川平和財団の研究員の方とかからいろいろご指導いただきながら取り組んできている
ものです。今回初めて、気仙沼の海洋教育連絡会なんですが、同じように海洋教育に力を入れて取り
組んでいる岩手県の洋野町の教育委員会の先生、それから今日も会場の方にお越しになっているよう
ですけれども、只見町の教育委員会ナカマル先生。そしてあと気仙沼ということで、この 3地域の今年度
の取り組みについても、お互いに紹介し合いながら、合同研修会のような形で取り組みました。講話は、
東京大学の海洋教育センターの田中智志センター長さんから、いろいろ哲学的なところも含めてお話を
いただいたところです。こちらは 2回目の推進連絡会になりますが、6月に行いました。こちらは東京海洋
大学の川合先生から海洋酸性化ということで、気候変動で、地球温暖化で、海の熱波とかいろいろあ
るんですが、そういったところとあわせて、その酸性化が急激に進んでいるというふうなお話をいただきまし
た。そういった中で特にカキ養殖とか、そういったところを気仙沼でも主産業になっているんですが、そういっ
たところにもこの酸性化っていうのは大きく影響しているというふうなところで、本当に遠い離れた世界のこ
とではないなと。余計目に見えないものなので、実感しにくいことなんですが、やっぱり着実に足元に及ん
できているというところを学んだ、2回目の研修会でした。これは先生方に対する研修になります。5月に
行ったんですが、今年度初めて、管理職の先生も含めてなんですが、初めて気仙沼に赴任されて、気
仙沼の学校で勤務された先生方を対象にした研修。それから新しく、本当に新規採用で先生方になっ
た初任者の先生方を対象にということで、2日間に分けてフィールドワーク研修を行ったものです。大きく
は海のことを中心にして行ったんですが、魚市場。水揚げの様子も見ながら見学をしたり、あるいは遠洋
マグロはえ縄のことについて、世界のどういったところで行っているのかというようなところ。それから実際にマ
グロ船に乗船をして、本当に餌とか何かの荷積みの様子もちょうどいいタイミングで見学をできて、そういっ
たところ。あとは東日本大震災の伝承館での防災の方の研修、それから美術館での研修、そして最後
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にはこの 1日の振り返りも含めて、先生方自身が生徒になった気持ちで、その探究的な学びのワークシ
ョップということで取り組みました。当日の様子がこういうふうに地方紙の方にも掲載されておりまして、本
当に ESD、あるいは海洋教育を子供たちに教える先生方自身がやっぱり学んでいかないと、持続可能
な学校教育 ESDの指導というのがなかなか難しいと。先生方の異動にもよって若い先生方。そういった
先生方も増えてくるので、やっぱりこういう機会も大事にしていきたいなと思っていたところです。後は地元
企業の方でも、教育委員会で作った海洋の副読本なんかを積極的に出前授業なんかでも活用してい
ただいて、企業とも一体になってこう進めていけるなと思っているところです。それから、これは海ごみ関係
なんですが、5月 30日に「5月 30日・ごみ 0」ということで、5月 30日だったんですが、WWFジャパン
とあと気仙沼市水産課、それから教育委員会。それから東京にありますが、港ラボという東大の先生方
が兼任されているところなんですが、その 4団体が共同で行ったものです。右側の方が、その時のキックオ
フイベントでのパネルの部分、そしてそういったことも含めて、これは面瀬小学校なんですが、地元でその
漁網を使ってジャケットとか、そういった学用品とか、リュックサックとか。そういったものにリサイクルしている
amu さんというところの方がおいでになって、子供たちに廃漁網の利活用というところで教わっているところ
の様子です。これは幼稚園の活動なんですが、気仙沼市に 5つの公立幼稚園があるんですが、その 5

つの公立幼稚園が今年度 5つ、全て海洋教育のパイオニアスクールプログラムに加盟しました。そういっ
たこともあって、5つの幼稚園が年長さん同士での交流ということで、その交流場所が海岸だったんです
ね。そこに集まって、一緒に園を越えて海に親しむ活動をしたというふうなところになっています。全国にも
例がないというふうなことで評価いただいておりますが、実際に子供たちが砂を掘って、水が湧き出るところ
を楽しみ、それを園に戻って絵に表すというふうなところです。この 5つの園の交流の前には、オンラインを
使って子供たち、年長さん同士で交流したりしていました。あと事後には、子供たちの方から東大の先生
の方に、事前に送っていた質問に対して答えていただく交流会というふうなことも行ったところです。幼稚
園でのその ESD海洋教育っていうのが、すごくこの情緒を育む面で、本当に非認知の一番のスタートに
なるところで、大切だなと思っているところです。ちょっと急ぎます。これは先ほど小泉さんの方からもご紹介
いただきました鹿折小学校とキリバスのWar Memorial小学校との交流についてです。昨年度の 11月
に、3年生から 6年生までが学年単位で交流をしました。それぞれ学年のテーマに基づいて交流した訳
なんですが、すごく充実した交流をさせていただきました。仙台ユネスコ協会さん、それから ESD活動支
援センターさん、それから日本キリバス協会さんと。いろんな方々のサポートをいただいての実現になった
訳です。そういった交流会を 11月にやった後に、さあ色々作品交流などもしようと思っていた矢先に、実
は交流したキリバスがコロナのためにロックダウンしてしまったと。もう一切何も送れなくなってしまったというこ
とを子供たちが新聞で知りまして、そのキリバスの友達のために何かしたいということで、募金活動を行った
んですね。保護者に呼びかけたり、先生方に呼びかけたり、地域に呼びかけたりして、たしか総額で 8万
円弱ぐらい集まったと思うんですが、それでマスクを買ってもらうお金に当てたり、あとはキリバスに物資を送
る船賃に充ててもらったりということでやりました。そういったところを、仙台ユネスコ協会さんに称えていただ
いて、先日 7月 9日に感謝状をいただいた時のものです。これは直接ケンタロさんに学校においでいただ
いて、その募金をお渡ししたところ。こちらが仙台ユネスコ協会さんから児童会の方にいただいた感謝状に
なります。本当に、子供たちもますます励みになった本当に良い感謝状で本当にありがたいと思っておりま
す。これは先ほど、一番最初に市瀬先生からお話があったと思うんですが、この ASPnetでアジア太平洋
における SDGs達成のための協働型アクションリサーチということで、本市から階上中学校が参加させて
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いただいております。岡山県の附属中学校、それから東京の第六中学校、そして階上中学校と、3中
学校なんですが、その国内の 3中学校が、先日岡山の方で報告会を開いた時の、階上中からちょっと
お借りしたプレゼンの一部です。階上中学校が防災に取り組んでいるのもご存じだと思うんですが、そうい
ったところと、探究によって着目しているコンピテンシーと。それを市瀬先生からもご紹介があったこのルーブ
リック。これを通して、どんなふうに身取るのかと。階上中学校の実態としては、こういうふうな事前事後の
変容が見られたということになっています。ぐんと伸びていたところ、おおむね伸びているんですが、いろいろ
成果が見られているなというところです。これは本当に先日、本当に先週は山形の方で豪雨災害があっ
たんですが、その前には宮城の方でも記録的大雨ということで。本当に大崎の方で、岩出山の方で大き
な被害が出ました。それも新聞に掲載されているんですが、同じ防災に取り組んでいる階上小学校の方
で、これを教材に捉えて、早速三連休明けに全校集会を開いて。そこでこの防災についてのお話、学び
合いをしたものです。気仙沼は津波被害が大きかったところなんですね。これまではどっちかっていうと、こ
の津波災害。自然災害の方がメインだったんですが、発生頻度からすると今はこっちが大きいということ
で、今後は気象災害の方にも大事にしていこうというところで取り組んでいるものです。いろいろ総合と
か、そういう子供たちの活動の中にも、気象災害の面をちょっと入れていこうというふうなところに変わってき
ているようです。これは今年度の大体の計画になっておりますので。これはこんな感じで進めていくことにな
っています。あとは、RCEの方では三陸ジオというのも入っておりますが、今年度ジオパークの観察会とい
うことで、7月には 2回、観察会を開いて。保護者、子供たちも一緒になって参加して取り組みました。
それから今年度、気仙沼市の RCE推進委員会に、水産課の方もメンバーに入っていただきました。生
鮮カツオを水揚げ 25年連続日本一の気仙沼なんですが、そこでカツオまつりが開かれた時の様子にな
ります。いろいろカツオの全国的な消費量がどんどん減ってきていると。それをどうするかというふうなことが
議論されたものです。土佐の方からもおいでいただいて、いろいろ賑わいました。 

動画：皆さん、こんにちは。 

アサノ：ああ、すいません。これは、今度予定しているプチシェフコンテスト。子供たちがオリジナルレシピを
地域の食材を使って考えて、コンテストをするというものになります。こちらはですね、予告なんですが、今
度は海洋教育の子どもサミットを 11月 25日に開催する予定です。今回はふたつのチャレンジがありま
す。ひとつは、これまでも発表とか話し合いをしたんですが、小学校は小学校だけでのグループ、中学校
は中学校だけのグループだったですね。それを今回初めてそれぞれのグループを小学生、中学生、高校
生が入り交じった。本当にハイブリッドなグループにして、どういう議論がされるのかというところをちょっとトラ
イしてみたいなと思っています。それから、もうひとつは、in 気仙沼なんですが、東北だけではなくて、全国
に参加しませんかというふうな募集を今かけているところです。今月いっぱいが締め切りになります。ちょっと
楽しみにしているものです。只見町からも参加していただきます。よろしくお願いします。あと、これは探究
活動ということで、気仙沼に探究学習コーディネーターというのを 4名ご協力いただいているんですが、そ
の方々が中心になって行っている、中学生を対象にした、これは授業以外の放課後とか土日を使ったプ
ロジェクト探究部での活動。こちらは、先生方を対象にした探究ラボというふうなところの取り組みをしてい
ます。今度あと、産官学のコンソーシアムっていうのも今、進めてようやく立ち上がったところですので、これ
から進めていくところになります。最後になりますが、今後の取り組みとして、こういうことを考えております。
とにかく学校教育を超えた気仙沼 ESDであったり、あるいは幼小中高の一体的な人材育成と。そういっ
たところを、市のガバナンス・ビジョンに基づいて、一緒になって進めていきたい。そういったところの一つの場
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として、この円卓会議というのも機能させていただきたいなと思っているところです。ちょっと長くなりました
が、以上で終わります。どうぞ今後もよろしくお願いいたします。 

司会：アサノ先生、ありがとうございました。100本ぐらい紹介いただいたような気がしたんですけれども。
本当に情報量の多い PowerPointに、大変れました。どうぞご質問の方、よろしくお願いいたします。誰
かございますでしょうか。お願いします。 

：八戸工大の方からまいりました、と申します。、大変勉強になりました。質問ということではなく、すごく
共感した部分は、やはり幼稚園から小学、中学と、やはり ESD としても、SDGs としても。たった今お互
いにどう対処していくかという、対処療法的なところは十分大事ではあるんですが、未来を支える大人をど
うやって育てて。やはりそこは、一番の重要なところではあるかなと個人的に考えていまして、すごく幼稚園
の生徒が海に行っていろいろ学ぶ。やはり継続するには、大人も子供も、やっぱり楽しくて、おもしろくて、
嬉しい。こういった体験とか記憶っていうのは、ものすごく大事なんじゃないかなと思っています。っていう
話、貴重な機会どうもありがとうございます。 

司会：他の先生いかがでしょうか。本当に楽しくて、思い出に残る活動。それが一番かなと。 

アサノ：ありがとうございます。 

司会：その他、何かご質問とか。はい、それでは浅野先生、どうもありがとうございました。 

アサノ：ありがとうございました。 

司会：本年度の活動も、大変楽しみにしております。そうしましたら、次はこちらも教育委員会さんの取
り組みですが、只見町教育委員会の、今日は会場にいらっしゃった。 
  



 
 

 23 

2.東北地方各地域団体からの本年度前期活動のリフレクションと今後の予定について 

只見町教育委員会 仲丸和宏 
 
明和小学校長 湯田和敬ナカマル：ありがとうございます。只見町教育委員会のナカマルです。よろしく
お願いいたします。只見からの発表ということで、していきます。只見町では「ふるさと只見を愛し、誇りに
思う心を育てる ESD」ということで、で進めているところです。この写真は昨年度の、明和小学校の子供
たちが海につながる川をきれいにしたいということで、ます。只見町では、パンフレットを改定いたしました。
原稿配布したところなんですが、学校教育初の ESDを社会教育全体に子供たちだけではなくて、町民
全体でこう、ESDに取り組んでいきたいなというところで、作っているものです。皆様の、参加されている
方のお手元には配布されているかな、何て思うんですが、只見町教育ポータルという所からダウンロード
出来ますので、もしよかったら、ご覧になっていただければと思います。それでは 3ページ目では、福岡県
の大牟田市で作成しています大牟田版 SDGs っていうのを参考にさせていただいたんですが、只見町
の特色としては、生涯学習の内容も加えて作ったというところであります。これも、やはり町民全体で意識
して、進めていきたいなというところになっております。只見町では、皆さんのお手元だと 4ページにあります
ように、第 7次只見町振興計画というところで、教育分野の取り組み、只見町教育振興基本計画とい
うのが展開されています。これを SDGsの観点と結びつけるというところからまず始めたところです。6ペー
ジに関連の見方なんていうのもあるんですが、まず一番上の枠が SDGsの観点になっておりまして、只
見町で重点的に取り上げるものについて、それぞれ。只見町では 3番、そして 11番から 17番を重点
的に取り組むということで進めているんですが、その下に只見町、特に目指していく SDGsのターゲットを
ふたつから 3つ、設定しまして、それについてです。その下の枠は、先ほど教育振興基本計画をもとに、こ
んな町民、これは子供ではなく町民でというところで、町民の、そして町づくりを目指していきたいという目
標。そしてそのためにつけていきたい力というところで、載せてございます。真ん中の枠には、ターゲットと関
連する教育振興基本計画の基本方針や、施策が載せてあります。施策については、5ページの方に詳
しく載せておりますが、。一番下の枠には、それに関連する各項の取り組みというのが載っています。生涯
学習の取り組みについても、オレンジ色の枠で載せておりまして。学校教育と生涯学習の連携した取り
組みということで、緑色の部分も載せてあるところです。それで、町民の方からは配ったところ、学校の取り
組みが紹介されていて良かったなんていう意見だったり、ESDの取り組みがわかった、なんていうことで好
評いただいているところです。こういったものを活用しながら町民全体に ESD、SDGsの意識が広がると
いいなと思っています。本町教育委員会としてさらに重点としたいのは、この 17番のパートナーシップとい
うところです。14ページに、昨年度の取り組みついては載せてあるところなんですが、昨年度から町の企
業さん、それから団体さんで、学校と一緒に ESDを進める上でのパートナーとなってくれるような所を声
かけて、パートナーになってくれませんかということで進めています。企業さんには、今後 SDGsが中心の
世の中になるよというところ、それから学校と協働しながら、学校の活動を一緒に行なったり、それぞれが
それぞれの取り組みを発信したり、企業価値も上がるというところで、SDGsの環境になるようにというとこ
ろで、声をかけているところです。地域の大人がかっこいいというところを子供たちに見せて、将来子供た
ち、光となるように、そして将来ぜひ只見町に貢献をしてもらえる子供が増えることを願っております。今
後、パートナー企業と団体と学校とで、締結式なども行なって、教育委員会としても学校と企業、団体
をコーディネートしながら、進めていきたいなと思っているところです。先日なんですが、生涯学習事業とし
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て、企業研修などをされている方に依頼して、計 4回の SDGs講座を実施しておりまして。第 1回が
開催されました。只見町に入っている企業さんであったり、銀行さん、それから農家の方。の学校教員も
含めて、行政の方といったところで参加。10名ちょっとぐらいですかね。そんなに多くはないんですが、参加
していただいています。基本理念等を学ぶだけではなくて、カードゲーム等を通して、違う業種の違う視
点、考え方を知る機会であったり、つながりの大切さを知ったり、それから誰一人取り残さない世界、そう
いったところの実感を持ってもらっているところです。最後、今後は只見町でどんな取り組みができるかなと
いうところまで、持っていきたいなと考えています。また生涯学習としては、地域全体で只見町の推進とい
うことはあるんですが、地域の人たちが子供たちだけではなくて、大人も只見町のことを知って誇りに思うこ
とができるように、只見学の講座や、検定に力を入れています。検定の方は、上中初級があるんですが、
只見の歴史や文化、それから自然などの問題が出されているもので。今までは小学校さん、全校参加さ
れていたのですが、昨年度から、中学校さんでも全校で取り組んでいただけるということです。これを大人
の方ということで、婦人会とかサロンと。そういったところに声を掛けて実施していただくようにしているところ
です。学校教育の方なんですが、学校教育は 15ページぐらいから載っています。今年度、学校教育の
方のグランドデザインを改定しました。そのポイントとしては、昨年度まで下での、下のところが海洋教育の
みだったんですが、海洋教育取り組みを進めてきたところだったのですが、その成果としては海とのつながり
を意識して、広い視野で物事を考えることができるようになってきた子供たちが増えてきた。そういった成
果があったんですが、、さらにその成果を生かしながら、只見町は、もともとユネスコエコパークに認定され
ておりますので、なぜそのユネスコエコパークに認定されているのか。只見町の自然や文化。その重要性を
再認識して、よりふるさとの誇りと、自分へのといったものを育めるような取り組みをして行きたいなと。そし
てそれを様々な機関と連携しながら、取り組んでいきたいというところから、ユネスコエコパークを通して学
ぶ。それから様々な機関と連携をするという柱を 3本柱に位置付けたところです。18ページからは、各校
の昨年度までの実践が載せてあります。小学校の、ところなんですけれども、各校の取り組みについてご
説明させていただきます。只見小学校さんですが、「ふるさと只見を愛し、多様な人々と共に持続可能
な未来を作る新しい児童の育成」というテーマに、ESDの中心である只見学の実践に力を入れてもらっ
ています。只見の人、もの、こと、ふれあいの学習を通して、自分に自信を持ち、地域への誇りを持ち、そ
して最終的に自己の目標が、夢に向かって着実に伸びていく子供の育成ということで進めているところで
す。学習以外にも、行事としてダム湖散策や、川遊び、それから登山体験を行なっています。これは田
子倉湖散策ということなんですが、残雪であったり、あとはダムのから、地球全体の水循環を学ぶ機会で
あったり、あとは身近なビオトープであったり川遊び。自然体験を通して、豊かな生き物の、海との違いを
学ぶなど。そんな授業をしています。また実際に海で、町との違いを比べたり、あとはふるさと登山というと
ころで、身近な自然を全身で感じるような、そんな授業もしています。今年度ですが、今年度については
新たな副主題として、生活、総合に生かす際に、各教科のこういった考え方を働かせながら、根拠を持っ
て表現できる子供の育成ということで、教科横断的な学びというところに力を入れて研究を進めるというこ
とでした。それは今まで他の教科とのつながりが弱いというところのアンケート結果からだそうです。今年度
はまず、各教科の学びの蓄積による実践の進化をさせて、それによって次年度、身に付けた見方や、考
え方をと関連させていきたいというお話でした。各教科の見方、考え方を整理して、▲（働かせる）授
業の充実、子供の声を生かした学習の展開や、関連向上の工夫。根拠をもとに証明するというところに
取り組まれるということでした。朝日小学校です。朝日小学校は、つながりの中の育み、学び合い。未来
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に向かって行動できる子供の育成をテーマに、只見愛を育てる。朝日小学校では郷土を愛する教育観
点だけではなくて、只見愛の中では、自分や家族にも自信や愛情を持つというところも含まれています。
授業の主体性を高めるための、ファシリテーション型授業、それから関連構想の工夫を今年度進めてい
きたいというところでした。昨年度もファシリテーションについては取り組まれていたんですが、のとして、主体
性が高まっているという結果。それからつながりを意識した主体的な学びが生まれたというような結果が出
たそうです。ただ、それには教師のコーディネート力の向上が必要であるという課題も生まれたということで
すので、今年度そういったところを中心に、研究されていくというお話です。ストーリーマップを作っております
ので、それによって見通しを持った一年にしていきたいというところから。低学年の方で、海とのつながりを
意識しにくい。中高と海洋教育。海とのつながりを意識させるような取り組みであったんですが、低学年
が、そこが弱いなということなので、低学年についても、海へのあこがれを持てるように、授業に取り入れて
いけるとな、なんていうことを。明和小学校さんです。明和小学校さんは、学び続けながら自立へと歩み
を進めていく子供の育成。教科横断的な見方で、深い学びへと導く ESD海洋教育ということで。昨年
度まで、多面的な見方を視野に、単元構成やコーディネートの工夫をされていたことだったんですが、そ
れが指導者中心のものだったということで、やはり教科を超えたところで、実生活と関連することを子供た
ち自身が認識するというところが、なかなか難しかったということでした。今年度は、教室内に常時ストーリ
ーマップを掲示にしたり、そういった活動内容を各教科のつながりを子供たちが書き込んだりしながら、そう
いったところで意識させたいというお話です。また、地域素材の可能性を広げる外部施設の活用というこ
とで。の全体協議会の中で、地域の施設である▲（村センター）の方、それから役場の方をお招きして
話を聞いてアドバイスを受けるなど、地域でということで、利用されております。ちなみにこれはストーリーマ
ップというところなんですが、Climbing Routes と明和小学校では呼んでおりまして、1年間の総合の流
れをこんな形で。これはあくまで例ではあるんですが、1年間これを改善しながら進めていくもので作って行
っています。只見中学校です。只見中学校は、持続可能な只見町を作ろう、自然からの発信ということ
で。令和 2年度、プロジェクト学習ということで、さまざま取り組んでいらっしゃいました。それが新聞紙エコ
袋であったり、SDGsバッジ作りであったりです。令和 3年度は、その活動の精選ということで、精選を図
って、今年度からカリキュラムを整えようということで、進めていらっしゃいます。1年間をかけてカリキュラムを
整えていって、次年度からということなんですけれども、ストーリーマップということで、14ページ目です。職
員室に掲示して、総合と教科で、横断的に取り組める物について、先生たちがその都度書き込んでいく
というをされています。また地域ネットワークの活動ということで、地域合同防災訓練、新聞紙でエコ袋を
作ろう、▲（ネット）袋の作成などを、地域の方に主に発信してもらったり、地域の方と一緒に作ったり。
こんな活動もしています。今年度新たにですが、これも皆さんの所にお配りしたマグネットがあるかと思うん
ですが、PET Free Monday という、月曜日はペットボトル飲料を飲まんデーという活動を進めているよう
です。ペットボトルに入っている冷蔵庫に、このマグネットを月曜日に貼って、ペットボトルを飲まないように
しようという。ペットボトル飲料を減らしていこうというような取り組みだそうです。ここに、上にキャラクターを
作って、この。今後、この LINEスタンプなんかもこれで作って。楽しみにしているんですが。取り組みがみ
んなに広がっていくということで。また、気候非常事態宣言ということで、本当に全国の中学生でもいち早
く非常事態宣言を出されたり、ゼロカーボンデーということで、。、一緒に取り組んだりしているということ
で、様々な活動をされています。また今年度は、▲（村センター）の館長、先ほど申し上げた▲（村セ
ンター）の館長や、町長をお招きして、講演会を開いてもらって、町の今後の未来について、考えていく
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なんていう ESDに取り組んでおります。あとは今年度、2年生が▲（産業ベース）で学習しているとい
うことで、教育の化ということを上げて、田んぼで米を作って。その米でを作れる。を作って、それをさらにサ
ービス業に生かしていくなんていう授業を考えたり、また、先ほど先生からもありました、生徒のキャリア教
育という視点で。やはり ESD/SDGsの学びと、キャリア教育っていうのは、なかなか結びついていないんじ
ゃないかという昨年度までの反省を生かして、▲（グリーンアップ）というものに取り組んで。自分自身の
夢と、ESDを結びつけながら考えていこうというキャリア教育の充実を図っていきたいということでした。これ
については、1年生と 3年生で取り組むということなんですが、1年生で描いた夢と、そして 2年生で、企
業体験等で、３年生でもう一度やって、夢の変容というんですかね。そういったことのと。こんな授業もし
たいということでした。それで、これら町の取り組みとして、昨年度もお話させていただいたんですが、やはり
この子供たちの自己肯定感。そういったところに ESDの成果が現れているんじゃないかなということがあげ
られます。これは全国学力・学習状況調査の物なんですが、全国の、「これは地域や社会をよくするため
に何をすべきか考えることはありますか。」自己肯定感ではなかったですね、すみません。というところでは、
全国では 17.8、福島県では 19.1に対して、当てはまるところ只見町小学校のものです。また先ほどいっ
た自己肯定感ということで、すみません。ここは自己肯定感ではなかったですね。自己肯定感について
も、80%ぐらいの子供たち、80％、90%の子供たちが、自己肯定感が高いと。自分のことが好きというよ
うな、自己有用感ですね。答えております。特に中学校の方では、結構自己有用感が下がっていくなん
ていう、子供が多いんですが、只見町の中学生は、本当に自己有用感を高く持って、学習、実生活
に、取り組んでいるということです。というのは、ESDを通して、やはり地域に関わって、地域や地球の課
題に向き合って、その解決を図ると。行動するところで、地域の方たちや多くの人に認められて、それがま
た次の学習に生かされるという、生のスパイラルというのができあがっているところかなというところで捉えてお
ります。只見町の教育っていうのは少子高齢化、過疎化という大きな課題から生まれてきた ESD。それ
を地域全体に広めて、只見町、ユネスコエコパークに暮らす町民全体が、ふるさとの良さというのを再認
識して、愛情と誇りを持ちながら、生涯にわたって心豊かに生きていく。そんなところを目指しております。
最後になります。多様なステークホルダー、それからネットワーク。そして町を超えたつながりで、ESDの取
り組みがさらに広がって、深まっていくことで、さらに只見の ESD広がって、深まっていくというのかなというと
ころです。学校はもちろん、地域全体で取り組んでいきたいなというところです。最後にですが、これはただ
み・モノとくらしのミュージアムというのが 7月にオープンしました。只見町では、自然環境、大変豊かな自
然環境ビジターもあるんですが、その中で豊かな生活を送ってきた人々が作った、そして使ってきた民具と
いうものが沢山出ておりまして。特徴的なのが只見町の人たちが集めて、その人たちが記録をして。カー
ドを作って。それが特徴的で、只見方式という収集記録の方法が生まれているんですね。それらのものが
認められて、国指定の重要有形民俗文化財 2,333点指定されました。それがこのミュージアムの中に
収容されております。なかなか見ることができない貴重なものが見られるということでありますが、こういった
ところも、本当に ESDにつながる、SDGsにつながるものなのかなと思っております。パンフレットにも。ま
す。また町では、今年度から薪エネルギー推進室というのが、役所内にできまして。ゼロカーボン、只見町
で本当にたくさん木材を使って、ゼロカーボンを目指した取り組みなんていうのも進んでいます。これも、子
供たちの ESDの中から、町民が気付かされて生まれてきたものなのかなと思っております。町全体で取り
組む、。私の方から以上です。只見中のメグロ先生、。ですが。 

司会：先生、ありがとうございました。、。お願いします。 
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阿部：ありがとうございます。山形 ESDの阿部と申します。今日はありがとうございます。只見町さんの
取り組みではすごいなと思って。私が住んでいる山形市では、できればな、なんて思っている所なんですけ
れども。以前お話を聞いた時に、ホームステイのお話。それが今どうなっているのか気になったので、教えて
いただければと思いました。 

ナカマル：ありがとうございます。只見高校の中に、山村留学の取り組みの中で、ホームステイ等がある
かなというところで、昔発表したことがあったかと思うんですが、今も山村留学ということで、只見町町内か
ら毎年 10何名ぐらいですかね。町外の中学校を卒業して、寮に入って、一緒に生活するというようなこ
とをしています。ホームステイというのは今、やっていないところなんですが、この高校生、今年度ももちろ
ん、いろんなところに出向いて体験をしたり、あとは町の方と関わったりするようなっていうところを、山村留
学のいます。米作りを手伝ったり。はい。そういった町以外の方が、どんどん町に関わってきて、最終的に
高校から町役場に就職したりなんていう子もいるので。ぜひそんなところでどんどん関わっていけるといいか
なというか。。 

司会：はい、その他いかがでしょうか。、、いただきました。斐太北小の飯塚先生ずっと熱心に聞いていら
っしゃいますけれども、何か雑音が。。斐太北小の飯塚先生いかがですか。 

飯塚：斐太北小学校の飯塚といいます。どうも、参加させていただきました。ありがとうございます。感想
なんですけども、非常に私たちの学校は、只見町さんの環境に非常に似た、どちらかというと過疎地域で
ありますので。色々なものを見させていただいたり、今お話させていただいたものを参考にしながら、私たち
ユネスコスクールの加盟に向けて取り組んでいるまだ段階でありますので、また色々教えていただきたいな
と思っております。よろしくお願いいたします。 

司会：はいありがとうございました。良かったらぜひ、仙台の方にもいらしていただければと思います。は
い。それでは次の発表は、山形の ESD研究会さんになります。はい、準備の方はいかがでしょうか。 
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2.東北地方各地域団体からの本年度前期活動のリフレクションと今後の予定について 

やまがた SDGs・ESD研究会 

新宮済、小関直幸、阿部大輔、阿部友幸 
 
阿部：私の方から発表させていただきますが、聞こえますでしょうか。聞こえますか。 

司会：はい、聞こえております。 

阿部：はい山形大学付属特別支援学校の阿部と申します。よろしくお願いします。早めに画面を共有
させていただきます。見えますでしょうか。私、やまがた SDGs・ESD研究会というところで活動しておりま
す。今年度前期活動のリフレクションと、今後の予定について紹介させていただきます。初めに日頃から
東北地方の ESD活動支援センターの方々には、実践発表の場を提供していただいたり、またご指導
いただきどうもありがとうございます。先に発表された 3つの団体と同列に扱って頂いて大変恐縮なところ
がありますが、紹介させていただきたいと思います。本会の特色としましては、教員のみの実践集団という
ところかなと考えております。本日ですが、これまでの活動、集団での活動。あとは個人での活動はいくつ
かありますが、3事例に絞らせていただきました。こちらと今後の展望ということでお話させてください。初め
にこれまでの活動に関してですが。今回ですが、奈良に住んでいると言うか、奈良に勤めている新宮先
生という方が、ESDを自分の地元、山形に広めたいという思いがありまして。そこから 2020年の 8月に
発足して、今年は 3年目になります。メンバーは、現在のところ 14名です。これまでの活動について概
略を説明します。1年目ですが、奈良教育大学、近畿 ESD コンソーシアム主催の ESDティーチャープ
ログラムというものに参加をしまして、SDGs、ESDの理論をここで初めて学んだ教員がほとんどでした。そ
ちらの方で指導案を作成したり実践の方を行って、1年かけて 7名が ESDティーチャーという資格の方
を取得しております。その次に 2年目ですが、ESDティーチャーを取得した 7名が、そのままその上のラン
クの ESDマスターという資格取得に向けて取り組みました。また、こちらの ESDマスターになる人がそれ
ぞれ新しい仲間を個別に募り、その新しく来た 2期生にあたる人が 7名。ESDティーチャーの方を取得
しております。写真の方は、奈良教育大学のナカザワ先生に山形に来ていただいて、ご講話いただいた
り。あとはナカザワ先生、オオニシ先生含めて実践の方を、指導案を見ながら検討している写真が載って
います。集団での活動ですが、前期活動というところですと、全員で検討したんですけれども、合計 3回
だけやっていたところがありました。1回目は 4月 22日にオンラインで夜行っています。こちらは、今年度
どの学年持ったかとか、どんな授業でどんな ESDの実践をしたいかっていう実践の相談が主でした。7名
参加しています。2回目ですが、なかなか対面で会えない中で 3名のみ、実践案の相談の方をしており
ます。3回目はつい先日ですが、8月 1日にまた夜オンラインで交流しまして、今日発表させてもらう阿
部大輔先生の経過報告であったり、あと私のこの発表についての相談であったりを 5人で行ないました。
それと別に、今回一期生の 1名が ESDスペシャリストを目指して活動していまして、あとは 2期生の 2

名が ESDマスターを目指して、ESDティーチャープログラムの方に参加しているということです。そして、
個人での活動の紹介に移ります。まずひとつ目ですが、本日参加していませんが、岡崎亮先生という山
形市立第三小学校に勤めているで、今年度は大学院の方で。 
 
阿部：岡崎先生ですが、昨年度の実践となりますが、小学校 6年生の児童に対して、「立谷川花さか
じいさんの思い」という道徳の授業を実践しています。そちらですが、立谷川の不法投棄をなくす目的
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で、河川敷の整備をする方の思いというものを小学 6年生の方が聞いて、自分の行動の変革の方につ
なげていくというふうな授業でしたが、そちらの方、昨年度の取り組みでもありましたが、5月に ESDティー
チャープログラムのセミナーの方で、優良実践として全国の先生の方に紹介しています。また、右下に写
真がありますが、5月に YTS という地元のテレビ局の方で特集を組まれ、放送されました。次に、本日も
後から実践計画発表する阿部大輔先生の活動に関してです。小学校 6年生の「総合的な学習の時
間を中心とした平和の学び」に関してです。詳細の方は後からお話しいただきますので省きますが、広島
市の平和教育に関心を持って、広島市の小学校とオンラインで交流したことが、6月に NHKで特集さ
れております。画像の方がこちらです。そして 3つ目。本日オンラインで参加しています。小関直幸先生
の活動に関してです。こちらは小学校 6年生の県の出前授業で、土砂災害について学ぶ実践です。小
関先生、今年は教務主任として勤めていますので、学級担任ではないんですけれども、実践されまし
た。寒河江市立醍醐小学校というところなんですけれども、敷地内の一部が土砂災害警戒区域に入っ
ているということで、学校の方で 6年生に防災の勉強させたい、誰かいないかというところで、小関先生が
手を挙げたそうです。県の出前授業の方に申し込んで採用されまして、土砂災害の仕組みとその危険
性の方を理解することにつながったそうです。7月にはこちらも YTSの方で特集の方が組まれて、放送さ
れています。ここで 3人の例を挙げたんですけれども、私も特集などはされてはいないですが、特別支援
学校の方で、飢餓に関する実践の方を生徒としていたりとか。あとは他の教員の方も個々の活動の方は
取り組んでいるところです。今後の展望に関してですが、それぞれ成果と課題の方をお伝えしたいと思い
ます。ひとつ目ですが、個々の教員の自主性を大切にすることに関してです。一人一人が各々の学校の
実態に合わせた ESD実践の方ができており、メディアとか研修会の方で発信ができました。ただ、教員
集団だけでは活動に限界があるということをすごく感じているところです。個々の教員の自主性を大切に
するっていうふうなところが、本会のいいところかなと思いますので、そちらの方を生かしながらも、他の教育
機関とか、あとは団体とのつながりが欲しいなというところを感じています。ふたつ目です。集団で学びを深
めることに関してです。これまで 2年連続で実践交流会の方を実施しています。こちらは年度末の 3月
に、指導案を書いて実践をしたものについて、一人ひとり発表するという流れで、ESDティーチャープログ
ラムの流れの中で行いました。ただ、今年度に関しては、まだ予定の方が決まっていない状況でして。メン
バーでも予定が合わないなどの理由から、定期的に集まれていないというのが現状です。あとは他にも
ESDに関心のある方とつながったりとか、もしくは関心がないけれども、関心を持たせたいとかというところ
で、交流の場を広げる場が欲しいなと考えています。3つ目が地域資源の発掘、共有化をするということ
に関してです。先ほど東北 ESD活動支援センターの方が見せてくださった地域資源の発掘に関してだと
思うんですけれども、山形にあまりこう矢印がなかったような印象を大変受けまして。それぞれの教員が魅
力ある地域資源とか、関係機関の方を見つけてはいるんですけれども、それを集団で共有したり、広げた
りっていうところまでは、まだできていませんので。そういうところまでできると、さらに教員個人だったり、学校
の方に ESDを根付かせていくことができるのではないかなというふうに考えていますが、こちらの三角をつ
けたところが、特に私たち教員だけではなかなか考えが及ばないところ等もありますので、もしそういったとこ
ろに関して、これからご指導いただいたりできれば幸いです。はい、すみません。短いですが、以上で発表
を閉じたいと思います。ありがとうございます。 

司会：三角のところについて、ありがたいですけれども。もうひとり、素晴らしい活動で、山形でも ESD し
たいなと。海藤さんどうですか。。教員集団で頑張っているんですが。。 
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海藤：られてしまいましたが。小中高大、いろんなところで現場の方に携わっておりましたが、やはり学校
の先生は忙しいので、私が今、こういうふうに学校で、総合の時間ですけど。事前準備とか、振り返りを
作ってあげるような。そういう人が学校にいると、先生としてもやりやすいのかなと思って、次のゴールを見な
がら。また次の年、またその翌年というふうに授業を組んでいって、実践。そのうち発表しているかもしれま
せんが、3年でぐるぐる回していくと。縦割り学習をしていく。その中で、共通の地域の宝を探していったり、
それを誇りに思ったり。ただ守るということではなくて育てるというような、そういう地域人材を発掘していくと
いうことにつなげていく。私の住んでいるところも、過疎の町でございますが、そういうところでやるやり方と、
先ほどお話がありました枡江さんですか。仙台であるといっぱい施設も、箱もありますし。そういうところを利
用する気になれば利用できると思うんですが、こういう小さい町だと、なかなかそういう、箱がないので。あと
は人をいかに引っ張りこむか。そういうことが大事で。学校もコミュニティスクールになったので、こういう体制
も見えてきていますので、そういうコミュニティスクール、そういう協議会、メンバーの人たちをまた引っ張りこ
むというような、そういうエネルギーがある人たちを各学校さんも見つけていくと、いい形になっていくのかなと
は思っています。只見さんは、地域の高齢者の方たちをうまくであったり、こういうことにいるので、やっぱり
地域の人が活躍できることと、学校の授業の観点の、先生は押し付けて、あとはお願いしてしまってい
る。そういう形で、いろいろとつながっていくのかなと思いますので、まずは先生同士の主体でやはり、一人
ひとりの子供が社会をどう捉えるかとか、各地域をどう捉えるかということを一番念頭に、教育。市瀬先生
がおっしゃったように、学びは社会にどう関連していくかと。その辺が一番大事なのかなと思います。只見さ
んも、キリバスとかとやっておりますが、国際理解ということで、今年もシンガポールと去年交流したんです
けれども、同じ日本人学校だったので、同じカリキュラムをやっているのに、何でこんなに、何でしょうね。自
発的とか、主体的とか。そういう発信力とか。そういうのも、やっぱり同じ日本人なのに、違うなんていうとこ
ろでびっくりしているところもありますので、そういう意味で、やはり子供同士がこういうふうにつながって、発
表していくみたいな。そういうところも、もっとやっていかないと小規模だったり、過疎地のところだと、地域の
参画で、なんとなく重いものを背負ってしまうので、同じ世代の関連、そういう前提の学びをやっていて、
現在どういうふうなことができるのかといったようなことも、そういう交流で学べるといいのかなと思います。市
瀬先生が言ってほしいことと違うことを言ったかもしれないですけれども、そんなところでよろしくお願いしま
す。私も七ヶ宿なので、山形近いです。。。ありがとうございます。 

司会：急にコメントをすみませんでした。最後言ってくださった自分たちと違うお子さんと交流するっていう
ことですね。子供の学びを飛躍させるっていうことは、このコンソーシアムの中でも何回か出てきたお話で。
大変ありがたいことを言っているかなと思います。はい、阿部トモユキ先生ありがとうございました。 

阿部：ありがとうございました。 

司会：ぜひそして活動支援センターも応援してくださると思いますので、今後ともよろしくお願いいたしま
す。 

阿部：よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 
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３.個々の教員による本年度の実践計画発表 

山形市立千歳小学校 阿部大輔 
 
司会：それでは最後に、今度は個別の教員が発表して、それに対してコメントをいただくということになっ
ております。はいそれでは今回はても平和学習ということで。大変興味深いテーマですね。阿部先生、よ
ろしくお願いいたします。 

阿部：山形 ESDの、山形市立千歳小学校の 6年生を担任しております阿部大輔と申します。よろ
しくお願いいたします。私は小学校 6年生の総合的な学習の時間で、先ほどもお話ありましたけれども、
ウクライナ、ロシア情勢というか、そういったところがあったので、今年度の総合では、16番の「平和と公正
をすべての人に」を。平和とは何かというところを子供たちと考えてみたいなというふうに思い、今 1学期を
終えまして、1学期までの実践と、これからどうしていくかというところで、皆さんに教えていただければなと
思いますので、よろしくお願いいたします。まず今回 16番ということなんですけれども、4番、17番も関係
しているのかなと、自分としては思っているところです。私事なんですが、先ほどお話があったように、山形
ESD として 2年前から学ばせていただきまして、まず 1年目に今持っている 6年生が 4年生の時なん
ですけれども、地域の伝統文化である田植え踊りについてを広めるということで学んだことを総合でやって
いきました。その中ではこの無形文化遺産の、アジア太平洋の方たちと関わらせていただいて、発表させ
ていただいたんですけれども、地域の田植え踊りというものがあって、それとどう関わっていくかということを子
供たちと考えて進めていきました。その時には田植え踊りの伝承者にはなれないけれども、サポーターには
なれるよねという学びをしたところです。これは地域の宝であるという、なかなか先ほどの只見町さんとか、
そういったところのように、地域の宝とか、地域について、なかなか子供たちも教員も、目を向けられない
部分もあったので、そこに目を向けさせて、いけたかなというふうに思っています。SDGs との関連としまして
は、11番の「住み続けられるまちづくりを」のところでした。昨年度、5年生の時には、食品ロスについて。
食べ物についての見方、給食がきっかけだったんですけれども、隣のクラスの先生が一所懸命残った残飯
じゃないな。まだ配っていない給食を、みんな食べろ食べろって配っているのを見て。何か僕が目指すもの
ではないなというふうに思って。僕はどっちかというと、子供たちが自分たちで、残さないように取り組もうと
か。そういう姿がいいなと思ったので、この総合の時間を通して学べないかなと思って実践したところです。
写真は、こういうふうに、子供たちが残った残飯を、丸缶っていう汁物を入れる缶に入れて。毎日どのぐら
い残ったかを調査して、これ保健室の体重計なんですけれども、それを記録化していって、自分たちがど
のくらい残したかっていうことを視覚的に捉えていくとどうなるのかなというところから始まったところです。いま
だにこれは 6年生になっても、今同じクラスを持っているんですけれども続いていて。食品ロスの勉強が終
わったわけではないんですけれども、子供たちの中では続いているようで。残すなとかそういうことではなく
て、食べられない人もいますので、極力、作ってくれた人の思いであったり、そういったところを意識できるよ
うになったのかなというふうに思っています。昨年度は、たまたまこういった会で出会いました沖縄県の中学
校の、北谷中学校も食品ロスについて学んでいるということでしたので、それだったらお互いに学んでいるこ
とを交流できないかということで、意見交換会をしてみました。そうすると、その時の冬、12月にやったんで
すけれども、沖縄県はその時 22度ぐらいあったんですかね。でも、僕たちは雪降っていますみたいな感じ
で。そういったオンラインによって、住んでいる地域について学んだりとかもできるんだな、なんていう新たな
発見ができました。その時に、中学生との交流だったので、私たちはすごく学びしかなかったんですけれど
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も、話し方であったり、スライドの使い方であったりとか、そういったところを学んだり。あとはなまっている。私
たちは山形弁で、あっちは沖縄の言葉でなんていうところもあって。そういったところも学びになりました。お
互いにこれからどう食品ロスに取り組んでいくかなんていうところもあって、宣言をしあったところです。これが
カリキュラムで作ったものです。12番に当たるところかなと。「つくる責任、つかう責任」について、学んだとこ
ろです。今年取り組もうとしたのが 16番なんなんですけれども、SDGsの項目で、私はどうしようかな、な
んて、子供にどうやって落とし込んでいこうかなと思った時に、内容が難しいなと思って。平和と言っても一
人ひとり、捉え方も違かったりするところもあるので、そこは難しいなと思いながらも、子供と学びを進めたと
ころです。最初は社会科の政治の学習があったんですけれども、そこで平和主義について触れまして、平
和な社会を作るためには、選挙っていうのも大事なのではないかなと私は考えていましたので。まず国民
主権というところで模擬選挙やったり、租税教室というところをに借りてきてやってみたりして、選挙に対す
る意識っていうところも、ずっとつけてみました。教科書に平和への誓い。ちょうどタイムリーに、今日の 8時
から、僕も見て入れたんですけれども、あったんですけれども、平和への誓いっていうのが、広島市の 6年
生がみんな書いて、それから選ばれた 2名ですかね。代表で今日もしゃべっていたんですけれども、そうい
ったのがあるなんていう話を社会でやりました。子供たちとは、総合の時間に今年何の勉強をしたいか
ね。去年、伝統文化であったり、食品ロスについて勉強してきたので、今年は何がいいかねなんていうこと
を板書しながら話を進めていきました。何回か話をしていったんですけども、子供たちから出てきたところだ
と、平和についてもっと知りたいなと。沖縄の人に話を聞けないかなということ。もう一個はウクライナ、ロシ
アのニュースとかもタイムリーでありましたので、それを調べ学習とかでやってきた。子供たちは、ユニセフとい
う言葉が出ていて。ユニセフってどんなものなのかな、実際にユニセフの人たちと話をして学んでみたいな、
なんていう声があったので、このふたつを軸に学習を進めていこうと計画を立てました。ふたつの柱で、右側
の赤い方は広島市の小学校との交流。これは私が調べて、原爆ドームが付近にある小学校に電話をし
て。ちょっとこういうことをしているんだけれども、ちょっと学ばせていただけませんかっていうことを言ったら、こ
の中島小学校さんの隣の小学校は、他の県からも平和学習について、修学旅行とかで来るようなアウト
プットする場がある学校だったそうなんですけれども、中島小学校さんはそういうことをしたことがなかったと
いうことで、ぜひさせてくださいということで話をさせていただいて、進めることができました。オンラインを通じ
て交流させてもらって。あとでスライドもご覧いただきたいんですけれども、どういう被害があったのか、あとは
広島パークとか、そういった復興の部分であったり、そういったところを教えていただきました。その後、どう持
っていくかっていうところで、やっぱり山形の平和についても学ばなきゃいけないんじゃないかなというところで
計画を立てました。もう 1個の方は、ユニセフとの交流ということで、ユニセフ協会さんに電話したところ、
山形市出身の大学生の方が、ちょうどそういうお話ができるということで、山形市の先輩として、ユニセフっ
てこういうものなんだよとか、あとは子供たちでも日々学習できなくて、水を運んで 1日が終わるような子
供もいるんだよ、なんていう話をしていただいて、そこから自分たちには何ができるのかというところを考えて
いければいいな、と思って進めました。広島の小学校とは 6月に交流させていただいて、広島の人たちっ
ていうのは、1年生から 6年生まで平和学習を当たり前のようにしているんですけれども、私たち山形で
は、もうちょっと頑張らなきゃいけないのかなと、私としては感じたところもあって、もっと学ばなきゃいけない
かなということに、学習を終えてなったんですが、実際にこんな感じで、オンライン交流をしまして、いくつか
の班に分かれて、あちらの中島小学校さんの 6年生が、私たちにプレゼンをしてくれました。この中で先ほ
ども言ったんですけれども、復興の場面で広島カープの優勝とか、そういったものがあるんだよ、なんて聞き
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ました。今日、広島市の小学生は、登校日ということもその時に知りまして。これが、今回代表になった
方もその中にいまして。あるグループは原爆投下についてまとめたグループは、広島市で落とされたらこのぐ
らいの被害があったけど、千歳小学校に原子力爆弾を落とされたら、このぐらいの範囲だよ、なんていうふ
うに、具体的に地図を使って教えてもらいました。その中で山﨑さんという方が、今日代表者として発表
して。これは今日撮って来たんですけれども、記念式典の中で、このふたり。中島小学校の山﨑さんがし
ゃべっていて。その中で、僕も平和についてちょっとぼやけているところはあるんですけれども、彼女が言う話
っていうのはすごく響いて。平和について、たくさんの人に伝えることを自分の周りの人も大切にして、互い
に助け合うこと、その思いを沢山の人に伝えること、自分も周りも大切にして、互いに助け合うことっていう
ところが、自分たちが訴えていきたいところだっていうことを、今日も言っていられました。実際にオンラインの
中でとっても印象的だったのは、私のクラスの子供が、広島の小学生に、皆さんにとって平和とは何ですか
って聞いた時に、この今日お話しした山﨑さんが、温かいご飯を食べられたり、暖かい布団で寝たりするの
が、当たり前だし平和だと思うって言った時に、私たちはシーンという感じで、何も言えなくなったというか、
考えされられまして。そのあとに、山形にとっての平和って何ですかって言われた時に、僕もそうですけれど
も答えられなかったということで。山形でも原爆について、地域の人たちに伝えてほしいっていうところと、あ
とは山形にとっての平和っていうのは何なんだろうっていうことを考えるきっかけになりました。その時の板書
ですけれども、としては、山形の人にとっての平和とは何だろうっていうことになりました。もうひとつのあちら
の方で、ウクライナの方なんですけれども、これは山形だと結構メインストリートっていうのが乏しくなっており
まして。イオンとかに子供たちはよく行くんですけれども、そこでウクライナの募金活動なんていうのもありまし
て。子供たちの言葉から、こんなことをしているよ、なんていう。あとは調べ学習でユニセフについて調べた
り、あとは募金。これからしていくかと考えているんですけれども、緑の羽根募金で、児童会活動でしてい
る。そういったところがつながっていくなと考えました。どうして戦争をするのだろうとか、あとは難民っていう言
葉が出てきたので、そういったところを聞こうということで、オンライン学習に進みました。それで先ほど言った
ナカザワさんに、いろんな動画とかを見させていただいたりして、結構話を聞いていると SDGsの話にもな
るな、なんていうふうに考えていたんですけれども、分かりやすく説明していただきました。各教科との関連
としましては、図工であったり、図工で、その平和についてイメージを描いてみたり、あとは国語。これは広
島の小学生からも言われたんですけれども、5年生で「たずねびと」という教材を学んで、6年生の教科
書の最後に「平和のとりでを築く」というのがあるので、ぜひ読んでみてくださいということで。読み物教材な
んですが、私は専門が体育科の表現なんですけれども、一昨年は「モチモチの木」っていうもので、去年
は「ごんぎつね」を心情表現。物語を捉える心情表現をやっているんですけれども、今年も表現をすると
いうことで、こういったものがあって。それを読み聞かせして、自分でイメージを持って、身体表現をすること
によって、また別の捉え方ができるんじゃないかなということを考えております。これがワードクラウド。テキス
トマイニングで、先ほどの物語文を読んだ後に、どういう。子供たちの書いた文章で、どう思っているのかな
っていうところがわかるんですけれども、こういったことを思っているんだなということで、ちょっと学級に返しな
がら、これから表現につなげていくという流れで。これは廊下にこういった掲示をしながら、日々意識できる
ようにしております。これからの流れなんですけれども、一学期の最後に教頭先生から「皆さん平和につい
て勉強しているみたいだけれども」っていうことで。毎年、私たちの学校では、春に桜の木の下で写真を撮
って、通知表の表紙にしているんですけれども、その後ろに実は、戦没者の慰霊碑がありまして。僕も全
然知らなかったんですが、それを紹介してもらって。そこを一学期の最後に調べまして。そうしたら、後ろに
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大東亜戦争とか、太平洋戦争で亡くなった人の名前がこうやってびっしり書いてあって。こんなものがある
んだということで、地域の素材ということを取り上げたかったんですけれども、学校の敷地内にこういったもの
あって。二学期はこの慰霊碑をしのぶ会場として、10月に毎年慰霊祭をしている地域の方々がいるとい
うことだったので、その人とコンタクトしまして。二学期はその人のお話をしたり、慰霊祭に子供と私とで、何
人かで参加をしたりとかして。今度は広島から山形の方にも目を向けて行きたいなというふうに考えていま
す。その他にも、霞城公園というところが山形市にはあるんですけれども。これは、僕の妹が山形舞子って
いうものをしておりまして、これ見に行った時のことなんですけれども、ここにもこういうふうに戦争についての
ものは残されているんだなというところ。私自身の意識、戦争に対する意識というか、そういったところも広
がって、見落としているところってあるんだなというところを学んだところです。ここの学習としてまとめますと、
まずは地域の戦没者に対する慰霊祭を行っている方と関わって、千歳地区の戦争をしていた時代につ
いて、学んでいきたいなというところ。あとは、今日の放送があったので、それを録画しているので、それを
子供たちに返して、また山形の戦争。まあ山形は、疎開とかっていうところがあったという話は聞いているの
で、そういったところも学んで、またオンラインで中島小学校の皆さんには申し訳ないですけど、もう一回関
わっていただいて、今度は私たちの方からプレゼンをするという形にしたいと考えております。あとは体育が
市の公開でありまして。来年全国の大会、公開なんですけれども、この中で表現のイメージを身体表現
して、具現化、表出して、学びを深めたいと考えております。この間、山形 ESDで話した時も、最後どう
いうふうに持っていくかっていうのはどう考えているんですかっていうお話があったんですが、そこは私の中でも
すごく悩んでいたり。一人ひとり子供たち、ルールを持ってはいいと思うんですけれども、今のところ私たちの
日々の生活は当たり前ではなくて、思いやりの心とか、感謝の気持ちを持って、平和を願ったり、色々し
ゃべったりすることが大切なんだというところまでいければいいなと自分の中では考えております。そういっ
た、日々悩んでいるんですけれども、今日の広島市長さんの話の中で、「他人の不幸の上に、自分の幸
福を築いてはならない、他人の幸福の中にこそ、自分の幸福があるものだ」というトルストイの言葉であっ
たり、あとは広島で開催する、平和主張会議の中であった、「幸せに暮らすためには、戦争や武力紛争
がなく、生命を危険にさらす社会的な差別がないことが大切である」ということがあって。色々と差別の問
題とかもいろいろ関わってくるのかなというところで、自分も平和について学びながら、子供たちと学習を進
めていきたいなというふうに考えているところです。最後にですけれども、七夕祭りがやられていると思います
が、花笠祭りも昨日から始まりまして、山形は。僕の妹が参加していたので行ってみたんですけれども、コ
ロナ渦でいろいろ人は集まれない中だったんですが、やっぱり人がこうやって集まって踊ったりとかっていうと
ころは、でしたので、ところを学んだところです。山形 SDGsも、というふうに思います。よろしくお願いしま
す。 

司会：どうでしょう。何かご意見、コメントをいただけるとありがたいと思います。じゃあナカマル先生、お願
いします。 

ナカマル：ありがとうございます。はい、貴重な実践の報告をありがとうございました。本当に、広島の学
校に声をかけたりとか、ユニセフに声をかけたりとか、本当に先生の行動力が、子供たちにいい学習してい
るなというところ、教科横断的に進められているなというところ、素晴らしいなと思って聞かせていただきまし
た。最後どうするっていうことで話があって。ちょっとそれに関わるかな、なんて思うんですが、やっぱり ESD

を進めていく中で、私自身、最後行動まで移せるといいな、なんていうところを思っているんですね。例え
ばですが、只見の。最初の頃、昨年度に実践したところだと、食品ロス、まさしくお話されたところで調べ
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て。全校生にやはり呼びかけて、掲示なんかして。これぐらい残ったということで、記録を取りながら呼びか
けていって。それを福島議定書というところで、福島県のところに発信して、賞をいただいて。それで子供
たちに自信持って。さらに活動につながったなんていうところもありました。発信というか、そういったところに
まで力を入れて行動をさらに進めていけるといいのかな、なんていうところを思ったところです。なかなか平
和だと難しいかもしれないんですが、いいかなと思います。ありがとうございました。 

阿部：ありがとうございます。 

司会：その他コメントございますか。海藤さん、お願いします。 

海藤：コメントではないんですけれども、これは活動支援センターの、。いわきユネスコ協会さんは、ユネス
コ平和作文コンクールっていうのをずっとやっていて。やはり入賞する児童生徒の、受賞する方たちは、や
はり親戚に広島の人がいるだとか、広島に実際行ってとかっていう、やはり自分ごとになっているという作品
が入賞するわけですね。ですから、先生の熱意が子供たちにどういうふうに伝わって、自分ごととして調べ
学習をしたり、今度の広島に連れて行ってぐらいの、こういう子供たちが出てくると、やはりそういう教育に
つながってきて、将来も期待できるのかな、なんて思っています。 

阿部：ありがとうございます。 

海藤：なので、いわきさんの。 

司会：ありがとうございます。では恐縮ですが、私の方からも。先生がやられた実践の中で、特に表現を
使われて。感性でわからせようと、こういうふうにわかってもらおうとされている表現が非常に、すばらしいな
と。そして今、地域で地元の文脈でもしている。のナカマル先生と同じなんですけれども、やはり子供がどう
変わっていくのかというところ、一番 ESDのしているところかなと思っているんですけれども、特に最初にの
話をされていましたよね。ESD っていうのは、自分自身が、子供たちが主体となって、世の中を変えていく
という部分があるのかなとです。今回平和についても、なかなか日本人の子供は弱いんですけれども、自
分自身が他人と話し合って、共存して、社会をより良い方向に変えていこうとするんだと。そういう姿勢
が、この平和教育の中から生まれてくるのであれば、学習は成功するんじゃないかなと。話し合って、一緒
になって、、、取り組んでいこうという。そういう姿が見えてくると非常にかなと思いました。。その他いかがで
しょうか。それでは、2時間半で予定しておりましたので、10分ほど過ぎてしまっているんですが、最後に
本コンソーシアム副会長であります、サイトウシュウイチ先生に全体を通して、、。 

サイトウ：はい。コンソーシアムのサイトウシュウイチです。今日は本当にご苦労様でした。こちらに来られ
た方、あるいはオンラインで参加された方、長時間にわたり本当に御礼を申し上げたいと思います。若干
時間をいただきまして、 
 
 
阿部：すみません、市瀬先生、会場の音声が乱れています。 

サイトウ：それから 4つ目は、先ほども最後に話がありました学びの才能をどうするか。この ESDの最高
の学びは、学んだことを行動に移す。市瀬先生から、社会変革をする力っていうお話がありましたが、全く
その通りで。学びと行動というのをどうするか。それから最後 5つ目。これは ESDや SDGsについての教
職員、あるいは地域の方々への意識化をどうするか。5点ほどまとめてみましたけれども、考えてみますと、
これはコンソーシアムの中で、年次計画としてやっぱり深めていく、取り組んでいく。そういうことも必要かな
というふうに思っております。それから 3点目は、ぜひ皆様方にお願いしたい。相談の電話をじゃんじゃんよ
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こしていただきたいんです。ひとつ目は東北地方 ESD活動支援センター。もうひとつは、宮城教育大
学、市瀬先生の所に。ぜひ、どうしたらいいんですかと。相談の電話をお寄せいただきたい。必ず解決策
が見つかると思います。それをひとつ、3つ目にお願いします。最後になりますが、SDGsを実現する人材
を育成することが、ESDそのものです。皆さん方も今日のような、一歩一歩の確実な実践が。悩みは多
くて、広くて、深くて、なんですけれども、ぜひ今後期待して、御礼の言葉としたいと思います。本当に皆
様方、ありがとうございました。感謝申し上げます。 

司会：はい先ほどちょっと違った音声が途切れてしまいまして、こちらの不手際で申し訳ございませんでし
た。それでは一応、公的な交流はすでに 13分過ぎてしまいましたので、こちらで終わりにさせていただき
たいと思います。本大会にご参加いただきました皆さんありがとうございました。しばらくオンラインも開けて
おきますし、会場もフリーでございますので、あとはどうぞご自由に交流していただいて、今後の関係性を
作っていただければというふうに思います。それでは一応、これにて終わりにさせていただきます。本日 2時
間半、お付き合いくださいまして、本当にどうもありがとうございました。 

（拍手） 
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1.ディスカッション：メタバースを授業実践・探究活動に活用する方法を考える 
 株式会社 メタバース・world ＆ NPO法人海族 DMC  代表 太見洋介 
司会：それでは始めたいと思います。本当にいい天気で、いろんなイベントがしている中、勉強会のため
に本日日中、お集まりくださいまして頭が下がる思いです。私は宮城教育大学の市瀬と申します。よろし
くお願いいたします。本日はですね。北は青森県、福島県。そして新潟県からご参加いただいております
が、SDGs、ESD を追求する勉強会ということで、コンソーシアムというものを形成してさせていただいてお
ります。本日なんですけれども、今年 2回目になるんですけれども、前回はかなり小学校、中学校に焦
点をあてて。そして東北地方の従前から活動されているグループ、あるいは教員の方々にご協力いただい
たところなんですけれども、今回ですね。ひとつちょっと焦点化したいことがいくつかございまして、まずは新し
い技法を学びたいということがございまして、やはり今のメタバースをどう学校支援に活用したらいいのかと
いうことで、情報提供をいただきたいなというふうに考えて。それからあと昨年、一昨年の実践の中で、や
はり気候変動教育。特に海洋プラゴミの研究が、取り組みが教員、そして生徒の間でも進んでいますの
で、それについてもちょっとこのコンソーシアムで深化させたらどうかなというふうに考えているところです。そし
てまた本日は、支援者、そしてこの実践者の皆様からの発表を用意しておりまして、いつもより 30分。
長い時間にはなりますけれども、ちょっと 4時まで、このいい天気の中勉強会の方にお付き合いいただけ
ればありがたいと思います。そしてお手元にコンソーシアムのこの振り返りシートがありまして。ちょっと時間
もないので、みんなしゃべりっぱなしで出ていってしまうと。いつもどうなのかなと思っていまして、ぜひこのコメ
ントを書いていただいて、各団体の先生方にいただけると、ますますの展開につながるんじゃないかなと思
いますので、お手元のこのセミナーですね。で、このアンケート用紙の方に一言でも、聞いた部分だけでも
書けるところだけでも構いませんので、何か書いておいていただけるとありがたいと思います。それでは、ぜひ
皆様のご意見とかを賜りながら進行させていきたいと思いますけれども、本日最初はちょっと、メタバースに
ついて私の方は何の知識もなくて、本当に恥ずかしい限りでなんですけれども、方でもすでに、いつか実
践が進んできているようです。株式会社メタバース・ワールド、NPO法人海族 DMC の太見洋介様にご
発表いただくよう、ご準備いただいているところです。今、PowerPoint を入れさせていただきます。 
太見：（…他国語…）こんにちは。日本語でいいですか。はいありがとうございます。このあと、私の方
で 30分ほどお時間をいただきますので、せっかくの機会なので ESD を学んで、お帰りいただければと思っ
ています。限られているので、ざざっといきますね。株式会社メタバース・ワールドとあと今、私が、両方とも
私が今代表を務めているんですが、NPO法人海族 DMC というんです。Dの Dはデベロップメント、M
はメタバースカンパニーということで。何しているのって話なんですけれども、メインの仕事は今 B&G財団。
皆さんの町、地域に海洋センター。カヌーとか、SUP とかを体験できる施設がもしかするとあるかもしれま
せんが、そこを今、宮城県亘理町というところで町から受託して管理しています。今日もカヌー体験、
SUP体験。うちの社員が、現場で子供たちに海の体験をレクチャーしています。メインはそこなんです。た
だ一方で、ちょっと私自身のざっと紹介までなんですけども、元々最近私パラリンピック招致委員会を担
当しました。今、いろんな意味でオリンピックって話題になっていると思うんですけれども、私は結構ホワイト
の中でやらせてもらっていましたので、この人もかなり影響力がある方だと思うんですが。メタバースを始め
たきっかけというのが、まさしくこの招致委員会に入っている時なんですね。足が不自由な方がマリンスポー
ツを体験したいと、あるいは直射日光を浴びると肌がただれてしまう子供さんですとか、自然体験をしたい
っていう方に、じゃあどうやったら自然体験できるかなって。あるいは、その海の中に海洋プラスチックゴミが
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どのような形で、じゃあ深海 300 メートルっていうところに、その深海の生物と一緒にどんなふうな形で
今、海の底はなっているのかとか。そういったものを、やっぱりなかなか現実的にできない。VR で体験がで
きないことを仮想空間でできないかっていうところが、この招致委員会っていうところで一つの大きなきっか
けをいただきました。ここから先は僕の色々な紹介話になっちゃうので、OK です。あとは結構テレビで、ち
ょっと大阪でテレビ番組の司会者をさせていただいたりということで。今日、昨日はあちこちでテレビ出させ
てもらえたりとかして、さまざまな活動をしています。宮城県で行くと、仙台育英高校の教員、非常勤教
員をやっています。優勝して、須江監督ともよくしていただいて。育英高校が優勝した時に、バックヤード、
ベンチ裏に私も控えていて。あの感動を味わったりということで。とにかく色んなことやっています。元々三井
不動産という会社で。何でこの話をしているかというと、三井不動産という会社は、三井アウトレットパー
ク、ららぽーとっていうショッピングセンターを海外で作る仕事をしていたんですね。僕は三井不動産上海っ
ていう会社で働いていて。更には、それから 10年独立するんですけれども。その時私は、ウクライナに行
ったんです。ウクライナって軍事産業。まさかこんな戦争になるとは思わなくて。2013年から、ウクライナの
キエフでまさしく仮想空間で、土地の売買。不動産屋だったので、だったりとか、あるいは今だから言える
んですけれどもベラルーシという国とちょっと、戦争まで行かないですけれども、いろいろいざこざがある中
で、ベラルーシに対して、その兵士の訓練を仮想空間上で訓練ができないかとか、そういう研究開発をさ
せていただくきっかけがあったりして。そんな活動もしていて、元々メタバースに入る俎上があったというよう
な形になります。ここからちょっとリアルな話になっちゃうので、ここはもういいですね。しっかり今日は皆さん
の学びに繋がるような話をしていきたいと思うんですけども。脳みそがつながっちゃっている子供ですよね。
生まれてきて。これブラジルだったのかな。イギリスかどこかのヨーロッパの先生が、ブラジルの先生、なんか
逆かもしれない。ごめんなさい。その技術ですね。医療技術を VR上で、そのメタバースの空間の中で、
手ほどきを受けて。実際に手術して成功したという事例です。ここまで来ています、今。ただ、もう時間が
限られてもいるんですけれども、私はよく、いろんな今会社さんからメタバース、どうしたらいいのか。この
前、生命保険会社。メタバースの仮想空間の中で、イベントをやって。例えば個人情報が漏洩した。
NFT。いろいろと通貨関係にリスクが生じた時の保険を、今保険会社が考えているんですよ。その保険を
どういうふうな仕組みにすべきかというところまで出来たんですが、僕はあれを形で言うんですけれども、お
伝えするんですけれども、絶対にメタバースは手を出さない方がいいと言っています、今。リスクだけが、僕
のメタバースを進めているって思われがちなんですけれども、どちらかというとリスク管理をしっかりしてください
っていうことを徹底してお伝えしています。もう本当に仮想空間ですし、平たく言うと SNS上で子供がい
じめにあったりっていうように、想像し得ないような、さまざまなこともありますけども、プライバシーの問題もそ
うですよね。なのでこの後、具体的にじゃあ私たちが海洋世界に遊びに来る子供たちに、そのメタバースを
体験させる時も、こういったところをしっかりとフォローしながら、我慢しながら実施しなきゃいけないんです
ね。これってじゃあ今どこの会社がどこまでできているかっていうと、みんな手探りなんですよ。この前、某大
手の通信会社さんで、メタバースの部署が出来上がったんですね。全員素人です。50代以上の部長、
何なのメタバースから始まります。誰も知らない。特に僕は、日本人は絶対やっちゃいけないって言ってい
ます。わかりますか。やっぱりヨーロッパ、欧米がものすごいスピードで、メタバースで進んでいるんです。なぜ
ならば、みんな英語で話せるからなんですよ。プラットホーム全部英語です。ソース、あとはそのプログラミン
グ、全部英語です。日本人は、申し訳ないけれども、彼らには敵わない。英語を話せないから。だからどう
するかっていうと、彼らがしっかりしたものを作る。web3.0、NFT、ブロックチェーン。いろんな話の会話の
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単語が飛び交いますけれども、多分分からないと思うんです、皆さん。web1.0、web2.0、web3.0 の
違いがわからない。NFT もわからない、ブロックチェーンもわからない。その部署の部長も知らなかったで
す。なので、今でもすごいスピードで海の中を体験するプログラムとか、VR というゴーグルを掛けて、それを
海外にも作られていて。逆に我々は、うちの会社は海外で作られたものが、ちゃんと今の日本の子供たち
にプライバシーだったり、こういったサイバー攻撃だったり詐欺だったり、そういったところから安全性を担保で
きて、訴求できるかっていうところをチェックしたりしている。今そういう段階です。なので、メタバースって本
当に聞くと、すごく何て言うのかな、新しい話ですし、興味、関心があるんですけども。こと日本人の大多
数の人は、企業で立ち上げた部署の人たちも何をしていいかまだ分からない状況なんですよね。これはは
っきり言えます。色んな相談を受けています、今。じゃあそこで、今日の本題ともつなげていけたらなという
ふうに思うんですけれども。そうですね。まだここは予定ではあるんですけれども、全国のいろんな会場でも
メタバースのこういった勉強会。移動してやってきたのが今、VR体験というところ。ここですね。私たち今、
中学生の修学旅行、高校生の修学旅行を受けるんですけれども、海に来てもらってマリン体験します。
カヌーを体験したり、カッターボートっていうボートを 7、8人で一緒に息を合わせて漕がないと、真っすぐ
進まないんですよ。これ人生と一緒だよっていう話をしていてチームプレーって大事だよねって話をしてい
て。そこにプラス VR体験を今、付けています。VR って大体 1台で 5万円くらいは今するんですね。今
度、今ソニーさんの方で、また新しいバージョンも出たんですけれども、それもやはり、7、8万するんです
よ。5個揃えるだけでも、かなり高価ですよね。しかも、この中で VR体験されたことのある方っていらっし
ゃいます。ありがとうございます。どうでした。うまくできましたか。 
会場：気持ち悪い。 
太見：気持ち悪いですよね。気持ち悪いんですよ。あとはほとんどうまくコントロールできないと思います。
VR上で物をつかむ。卓球でボールを打ち返す。ものをつかんで、板で、指で打つとか、いろんな動作があ
るんですけども、まずこれ言葉選ばないと、私たちが今までいろんなイベントをしてきているのは、60代以
上の方は、なかなかできません。これはなぜか。あまり言及しませんけれども。何でかって言うと、じゃあ子
供達はどうかって言うと、子供達はゲーム慣れしてるので、ある程度使いこなすものの、船酔い状態になっ
たり。そもそも物も高価で、そこまで取り揃えられないっていうところもあるので、体験できることを体験でき
ない。体験して耐えられないっていう方がいらっしゃるので。今我々は VR に関しては興味のある生徒さん
に体験してもらって何をするかというと、やはりなかなか海の中に潜れないので、海の中に潜って、その
SDGs につながるような勉強法ですよね。海洋プラスチックもそうですし、環境問題もそうですし。そういっ
たものにまず興味、関心を抱かせるというところで、リアルなマリンスポーツと、バーチャルな、デジタルな。そ
ういった体験。このセットが今のものすごくいろんな全国の学校から問い合わせをいただいている状況で
す。なかなかここまでやっているところがない。今我々はじゃあ、わざわざ亘理まで来てもらわなきゃいけな
いかというとそうではなくて、我々が出張しに行って、できれば海を用意していただいて。あるいは川でも、
川はちょっと流れがあれば危険だったりするんですけども。そういった環境の中で大事なのは、リアルとバー
チャルをセットにするということですね。そうすると子供達ものすごい興味を持ちます。さっきも船酔いという
か、気分を悪くする子供もいるっていう話をしましたけれども、大多数の子供達はもう特に小学校 6年
生この前触れ合ったんですが、もう目を輝かせて。面白い、面白い、またやりたい。その勢いがじゃあ、
SDGs って何だろうっていうところの切り口だったり入り口になるので、我々としては、そういった方向に今
結びつけたいというふうに思っています。特に、何て言うんでしょう。ひきこもりだったお子さんですとか、クラ
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スの中ですごく静かだった生徒さんが、そういったバーチャルの中でものすごく自我というか自分を出せると
いうかというのを我々は見てきて。そういった、何かコミュニケーションのきっかけだったりになれたらいいなとい
う。でも、そこも今手探りですね。まだまだ手探りです。いずれこうした形で、いろんな身近な地域課題の
解決を探るっていうこと。そのためにリアルとバーチャルっていうところをうまく掛け合わせて、当然我々、私
は会社の経営者なので、新しいビジネスモデルを創出していく、今活動をしているような状況であります。
ということで、ちょっとかなり早回しといいますか、進めてきたんですけれども、今そうですね。色んな企業さ
んとコラボレーションをして、私も東日本大震災で自宅が津波で流された、私の近しい人も亡くなっている
ので、元々そうですね。海族を立ち上げた時には、自分で水中ドローン、これは 400万位するんですけ
れども買って、船も自分で買って。宮城県の沿岸部を中心に、震災行方不明者の捜索活動を、最初
はスタートしていました。今は月命日。11日には必ず出港しようということで活動しています。ちょっとお話
しそれますけれども、震災から 10年以上経つ中で、水中ドローン。高性能な水中ドローン沈めて真っ暗
闇なんですけれども、結構ソナーがしっかりしていて。今電波をパーッと出すんですよね。何に使う人がいる
と思いますか、今。この前南三陸町でも水中ドローンを沈めて、震災から全く手が付いていないと言われ
る水深 10 メートルぐらいですね。結構陸から近い、流されて引き波でバーッと流されていて、まだ何かい
ろいろ下にあるんじゃないかっていう中で、一番見つかるものは何だと思いますか。ちょっとお隣の方と。何
が見つかると思いますか。実は、一番ソナーで反応しやすいのは、あるいは水深 10 メートルぐらいの、ま
だ太陽の光が日中明るいと、よく我々も目視でも確認できるのは金庫なんですね。金庫。金庫も流すぐ
らい力があったということもあるんですけれども、金庫って角張っているので、ソナーでも反応しやすくて。当
然我々引き上げることができないので、警察にここにこういった物が沈んでいますとの報告をして。だったら
漁協の方に協力してもらってサルベージするんですけれども、金庫がよく見つかるっていうのと、あとは墓
石。お墓の石。一番我々が驚くのは、子供の体操着。台風で海水、かき回されるじゃないですか。そうす
ると、そのヘドロの中にあった、衣類の中でも特に体操着の地獄なんですよね。子供の。それが 10年以
上経っても何かに引っかかって揺らいでいたりするんですよ。ただ、ゼッケンとかは、やはりもう文字とか読み
取れないし、どこの学校かっていう特定は難しいですけれども、そういったものがいまだに見つかる。それを
子供たちに、震災を知らない子供たちに、こういうこともあったんだよ。いまだにこんなものが見つかるんだよ
っていうことが、震災に対して、あるいは津波が起きた時に自分はどうすべきか。その時何があったのかって
いうことに、興味、関心を持ってもらえるんですよね。皆さんもよくご存じだと思うんですけれども、学びっ
て、勉強しなさいって言ってやる人間はほとんどいないじゃないですか。ほとんど何もWhy, why 
Japanese people.ですよ。why. なぜ、何でこんなこと。How とかWhat よりもWhy ですよ。なぜ
だと。なぜにこう、子供たちの心にすっと突き刺してあげると、みんなものすごい勢いで興味を持ってもらえ
るんですよね。それもそういう意味ではやはりメタバースとか、今ゲーム世代、スマホ世代の子供たちって、
そういったところを切り口に、リアルな体験、リアルな勉強につなげていくことを、私たちは今現場で実践し
ています。こういった活動が海上保安庁からも認めていただいて、マリンレジャー安全活動団体認証という
ものをいただくんですけれども、これは亘理町のヤマダ町長と海上保安部の方ですけれども。被災した沿
岸部をマリンレジャーでにぎわいを創出・復活させたということです。そういうふうな評価をしていただいたと。
あとは、海といえばやはり釣りというところがあるので、今年も間もなく来週から亘理町でこうやって亘理町
長杯という形で、釣りのイベントを行いますが、そこにもバーチャルでワールドを作って、メタバースでもってい
うふうな形で準備を進めていたんですけれども、ちょっと相方のヤマキくんっていう人が今忙しくて、なかなか
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そこまで行けないんじゃないかと思っているんですが、やはり釣りもリアルとバーチャルというのをうまく融合さ
せた形ですね。あとは障害者の方に対して、本当にいろんな体験会を今行っています。なかなか障害
の、その方の度合いにもよるんですけれども、やはり危険なんですよ、すごく。これは自閉症の子がもう面
白すぎて海から出たくないって言って、船から降ろすんですけれども、また水に飛び込むみたいな形で。そ
れをずっと繰り返してね。その時にたまたまこちらの VR のキットがあったんで、もうこっちの方が面白いよな
んて言って、VR で疑似体験をしてもらってですとか。今そんな形でも運用はしてきました。あとは SDGs
教育旅行ということで、今宮城県。宮城県庁の方とタッグを組んで、ちょっとこれ見づらいんですけれども、
水上バイク体験。私が水上バイクを運転したり、うしろに子供。これちょっと実は、今の外国観光客向け
なんですけど。あと子供たちがカヌー体験をして。そこに気候変動に関する海や川についてですとか、あと
は海ゴミですよね。海洋汚染防止について学ぼうとか、いろんなプログラムを行っています。もう予約が来
年のゴールデンウィークまで全て埋まっているくらい、ものすごい今ニーズがあるんですけれども。コロナで、ち
ょっと学校でクラスターが出ちゃってなんて、キャンセルもたまに入るので、ぜひお問い合わせいただければと
思います。ちょっとなりましたが。はいということで、いろんな活動をしています。私今、多賀城市というところ
から起業創業支援の事業も受託しているんですけれども、やっぱり今大体自分で会社を興したいってい
う方の 8割が、ウェブ系ネット系、メタバース。そういった関連が非常に多いです。そういう時代なんでしょ
うね。ということで、私の方からは一旦ここまでにしたいと思います。基本的にはリアルと繰り返しますがバー
チャルというところをしっかり融合させるっていうことが、これからの子供たちの興味、関心、学びの一つ入り
口になっていくのではないかなと思いました。ただ繰り返しますが、まだまだ日本の大企業、大手さんでさ
え、手探りの状態ですね。よく GAFAMなんて言って。Google、Apple、Amazon、Facebook あと
は Microsoft さんも。世界でも一極集中して、色んなプラットホームを開発し、皆さんも普段使っている
スマートフォンのアプリもそういったところがギュっと牛耳ってきたところに対して、メタバースというのはそこを分
散化して。各個人でもそういった開発ができたりとか。そういった今、世の中の流れと、GAFAM に負ける
なみたいな動きもあったりして、ぜひ、皆さん今日をきっかけにメタバースとかバーチャルとか、もしかすると子
供たちの方が詳しいかもしれません。ぜひ、自分で今日をきっかけに積極的に学んでいただければと思い
ます。私の方からは以上です。ありがとうございました。 
（拍手） 
司会：今日はメタバースの話を頂戴したんですけれども、これから 10年、20年、30年経つたびに、確
実にリアルとバーチャルのミックスというのが教育現場で進んでいくっていうことは間違いないというふうに考
えているところです。本日ですけれども、どうしてこの機会を持ったのかと言いますと東北大学のタニグチ先
生が、こちらの科学研究費の方から、シップとか、知見とか地域創造に、このメタバースをどう活用したらい
いかっていうところをお考えでしたので、タニグチ先生、少し時間がなくてお帰りだということですので、少しご
意見とか、賜ればと考えているんですけれども。 
タニグチ：すいません、今日はこっそり来て、こっそり帰ろうと思っていたんですけれども。いや、本当に大概
こういう話をすると、いやうちの学校はって言うんですけれども、やっぱり色んな GIGA スクール構想なんか
もありまして、だんだん整っていますので、ぜひとも挑戦してみようかなと私も思っています。私はその、先ほ
どの 50代ですので。分からないなりに頑張っています。ただ、今お話があったように、ハンディキャップを持
ったお子さんに体験を広げるとか、あとは引きこもったり、心に傷を持ったお子さんがいわゆる顔出しじゃな
くて、アバターっていう。自分とは違う人格でより広げられたりですね。例えば、男性が女性に、女性は男
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性になって、いわゆるその違った視点から見るとか。学校の心の教育の中にも、いけるんじゃないかなと思
っていますので、ぜひとも太見さんをつかまえて、いろいろ質問してください。以上でございます。 
司会：ありがとうございます。そうしましたら、太見さん、後ろに戻られてしまいましたが、せっかくいらっしゃっ
て、専門家でいらっしゃいますので、もし学校現場の方で疑念とか不安とか疑問とかあったら、率直なご
意見として出していただければと。もしも質問があれば、よろしくお願いします。いかがでしょうか。会場から
でも、オンライン上からでも構いません。メタバースの活用ってことですね。何かありますか、先生、お願いし
ます。じゃあマイクをお持ちします。 
質問者 1：青森県から来ました、東北のです。よろしくお願いします。 
太見：青森ですか。こちらこそありがとうございました。 
質問者 1：活動の中で、実践になるのが体験と、メタバース。は、ちょっと違う、これを組み合わせるメリッ
トっていうのは。 
太見：そうですね。海はいやだっていう子供が来ます。そういうのは OK ですね。あと中には、やはり親が
震災を体験されていて、海に近づけたくないという。それが何かこう伝染してしまって、子供さんが海に行
きたくないって言って。メタバースを含み誘客できるっていうところが大きなひとつのですね。はい。 
質問者 1：つまりその入口を下げるためにですか。 
太見：そうですね。入り口ですし、後は今までと同じことをやっていたら、会社も成長しないですし、その
地域も成長しないので、じゃあ今やっているのは何に投資すべきかっていう話だと思うんです。その中で
今、世界の潮流というか、この仮想通貨、ブロックチェーンなり、NFTなり、色んな中で、一企業として投
資すべきはそうだったっていうところですね。 
質問者 1：なるほど、ありがとうございます。 
太見：ありがとうございます。青森はどちらですか。 
質問者 1：八戸です。 
太見：八戸ですか。八戸、せんべい汁おいしいですよね。 
ありがとうございます。 
司会：はい、そのほかいかがでしょうか。何かご質問、それではお願いします。 
質問者 2：福島県只見町の、サイトウと申します。 
太見：ありがとうございます。私も福島出身でございます。僕は福島市です。 
質問者 2：大変興味深くて。バーチャルという言葉を聞くと、私なんかは避けて来て。アバター何て言わ
れると、何が何だかわからないぐらいの。今日お話を聞かせていただいて、とても大事なことなんだと逆に思
いました。そんな中で、私どもは山間地域なんですね。それで、ESD とか SDGs の取り組みながら、やっ
ぱり地域を担う人材を育てる。そのためには、やはり只見で新しい事業のできる、そういうものを起こしてい
けるぐらいの人材を育てないと駄目だというふうに私は思っておりました。そういう中で、今海を素材にして
のメタバースとかですね。そういった将来、自分の山間の過疎化の中で、新しい仕事を起こしていくため
に、メタバース。いきなりではちょっと答えにくいかもしれないですけれども、何か活用の模索する方向とか。
そういうことがもしあれば、ちょっとお話しいただければ幸いです。 
太見：そうですね。本当に今、少子高齢、過疎の問題があって。子供たちもバーチャル、要はゲームで。
外であまり遊ばない。それで、大都市圏にある意味集中する局面にある。ここは変わらないと思うんです
よね。その中で、私は実は海に限らず、里山トレイルランニング。要は里山で、マラソン大会をやったりして



 
 

 43 

いまして。そこは多分仕掛け次第だと思うんです。その仕掛ける人間。私もそうですけれども、多分その古
い概念を上手に継承しながら、やはり今私は 46 という歳ですけれども、20代の子供たち。若者、青年
が、主役になれるような活動って何かなとなると、すぐすみません。答えは出ないんですけれども、やはりメ
タバースだったり、バーチャルだったり。そういったものがよく耳には届きます。リアルとバーチャルの体験。里
山トレイルランニング、マラソン大会、キャンプ体験。実際に今、私のまた違う会社の社長さんが取り組ん
でいるのは、古き良き田舎をドローンで空撮をして 3D化して、そこの町を再現して。その町の中に、もう
廃れたシャッター街があるんですけれども、そこのシャッター街にメタバース上でお店を出したいという方が、
世界中にたくさんいらっしゃるんですね。しかも、そこのお店を賃貸として貸し出すこともできるんですよ。そ
れが地域の税収になったりもするんですね。ただ、そこのプラットホームもまだ日本は全然整っていなかった
ですので。まだまだ、今いただいたご質問に対しては、私も的確なことが言えません。ただ、今そこに新たな
商売の芽、あとは交流人口の拡大。地方創生に向けて、20代 30代の若きベンチャーの人間たちが、
そこにフォーカスしているって、その情報を僕も吸い上げながら、何かいい情報があればお伝えしていきたい
っていうところになります。すいません。 
司会：はい、ありがとうございます。そのほかいかがでしょうか。では私から質問なんですけれども、今の間
で本当に、必要かということで話をしていますが、今のコンテンツ作りにどう関わったらいいかという。教えて
いただければと思います。 
太見：そうですね。今専門学校さんは、専門学校でそういった技術を学んでいる生徒さんたちと連携し
て、そのワールドといういわゆる空間ですね。先程空中ドローンで 3D化して、その地域をメタバース上に
表すっていう話は、専門学校の生徒さんと一緒に。そういった形でコンテンツの開発は、これまでは大手の
企業さんにお願いするのが通常だったんですけれども、一個人に対してその仕事を発注するような形で進
んでいますので、一応説明会の方で何かそういったコンテンツを開発する機関、あるいは個人、生徒さん
がいらっしゃるのであれば、ぜひコラボレーションする機会をいただければというふうに思います。 
司会：社内、手間のかかる作業。 
太見：そうなんですよ。ただ、昔はアプリを一つ作るのに、企業じゃなければ作れなかったという時代が
今、個人でも簡単にアプリを作ってしまうので。そこは徐々にそのデジタルだというか、スピードを待つばかり
というところでしょうか。ご質問いただいたことに関しては、スローガンでも綺麗ごとでも、何とでも言えるんで
す。でもそれを言ってしまうと嘘になってしまうので、先程の答えは本当に現状として、まだまだ我々も答え
が出せない発展途上ということで、ご理解いただければと思います。 
司会：ありがとうございます。質問を、メタバースが。 
太見：それもですね。本当にできるかどうかっていうのは全くまだ手探りです。さっき言ったその、セキュリテ
ィの問題もありますし、特にやはり 60代、70代の方は新しいことに対して恐怖心があるので。ここの空
間、この地域を 3D化しますなんて言っても、何するんだお前、みたいな感じで。そこからだったりしますの
で。 
司会：ありがとうございます。みんなしてからみたいなものですから。から、ました。ありがとうございます。そ
のほかご質問ございますでしょうか。もしなければ、これにてちょっとまた太見さんと連絡をしていただいて、
進化するメタバースに追い付いていければと思いますので。 
太見：そうですね、呼んでいただければ行きますので。私、福島に帰ったついでにすぐに行きますので。ぜ
ひ、ありがとうございます。 
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司会：ぜひよろしくお願い申し上げます。 
太見：ありがとうございました。 
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２.講演：学校実践において海洋プラスチックごみへの取組を深める 
 「海洋プラごみゼロプロジェクト実行委員会 気仙沼市立条南中学校 谷山知宏 
司会：そうしましたら、少し切り替えの時間を頂戴します。次は、よろしいでしょうか。先ほども申しました
ように、気候変動教育、海洋プラごみ。今一番関心が強まっているところで、東北地方ですね。こちらの
方の研究きております。今日は、谷山先生の話を聞いて、少しレベルを高めたいと思っておりますので、
谷山先生、どうぞよろしくお願いいたします。 
谷山：皆さんこんにちは。気仙沼から参りました谷山です。ちょっとハードルが上がったので、どうするかと
思ったんですけれども、お付き合いください。気仙沼市海洋プラスチックごみゼロ・プロジェクト実行委員会
っていう組織を立ち上げて、そこで行なっている活動。それから私は退職して 2年目になるんですが、今
学校づくりコーディネーター役ということで、気仙沼市の条南中学校、それから九条小学校に行きまして、
そこでの学校実践も加えて。前任校の面瀬小学校でもやっていたこと、気付いたことなどをお話ししてい
きたいなと思っています。まず気仙沼市の取り組みのことをお話しします。海洋プラスチックごみの問題につ
いても、積極的に対応している市です。2019年 5月、対策推進会議を設置して、同年 9月にアクシ
ョン宣言を発表しています。海洋プラスチックごみに関する研修会も、同じ年の 8月に私も参加していた
んですが、市の海洋教育連絡会。それから気仙沼市の教育委員会が主催をして開催しました。ただ、
継続的にこう学びたいなという思いがありまして、翌 2020年度には実行委員会というものを立ち上げ
て、継続的に研修会を行っています。任意団体ですが、このようないきさつがあるので、気仙沼市というも
のがついています。市の生活環境課と市の教育委員会の後援を受けながら、3年目の活動に取り組ん
でいます。この実行委員会は、海洋教育の推進をまず中心に、指導者研修会などを開催しています。
また、座学だけではなく、海浜実習、浜調査なども行っています。昨年度は研修会や実習の機会をまと
めまして、海に学ぶという冊子を作ることができました。会場にも持参にしておりますので、後ほど手に取っ
て見ていただきたいと思います。この海浜実習について、ここからお話ししたいと思います。海洋プラスチッ
クごみに長年取り組んでいる一般社団法人の JEAN さんという団体さんから学ぶことを考えまして、事務
局長の小島さんに来ていただいて、勉強しているところです。国際基準の ICC国際クリーンアップという
手法を紹介していただき、実践を重ねています。回収時間が 20分から 30分。集める時間は短いんで
すが、集めたものを分類して、指定品目ごとに個数を数えて。統計処理しながら、どこから来てどんな形
で漂着したのかっていうことを考えていくような活動になります。実際の場面ですが、波は到達した場所
に、さまざまな漂着物を残していきます。台風や風で運ばれたものは、浜の奥の方の草むらにも点在して
いることになります。そして、集めた漂着ごみを分類しながら、どこから来たものかということを考えていきま
す。私たちが使っている日常のおなじみの生活雑貨も見るんですが、何に使うものなのかわからない謎の
物体というのも、よく出てきます。中国語やハングル文字の容器を見つけることもあります。先月はコロナ
渦ならではだったと思うんですが、抗原検査キットが見つかってびっくりしました。何なんだろうと思ったんで
すが、こういうものも出てきます。この表は、2020年の 10月と、2021年の 8月に大島の田中浜で行
なった時の ICC結果の一部をまとめたものです。品目をご覧になっていただくと、ロープ・ひもというのはす
ごく多いなと。そしてまめ管っていうものがありますが、これは漁具の一つで、カキを育てる時にカキの稚貝
をホタテ貝に定着させるんですが、そのホタテ貝の間にスペーサーを入れると。そのスペーサーが、そのまめ
管っていうプラスチックになっています。こういった養殖が盛んな地域ですので、生活用品よりも多いなとい
う印象があります。この田中浜で定点観測をしていこうとした昨年度、2021年度も新型コロナウイルス
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の間隙を縫って実習しました。ところが、NHK の朝ドラのロケ地になったっていうことで、観光客が大勢押
し寄せてきたということがあります。これはちょっと漂着ゴミよりもポイ捨ての方が多くなるんじゃないかなとい
う心配をしたんですが、あにはからんや、様々な人が浜清掃にまめに訪れて、浜のごみもなくなり、観光
客の方もマナーがよくてごみがない、きれいな浜になっていたと。そういうことで、定点観測するにはちょっと
この複雑な気持ちをしながら、場所を借りたということになります。ということで、10月の研修会の方は、
鳴り砂で有名な十八鳴浜の方に行くことにしました。仲間の先生方の方も、震災以降行ったことがない
っていうので、じゃあぜひ行ってみようと。歩きが長い浜なので、ちょっと大変なんですが頑張ってやってきま
した。田中浜同様、漁具が多い。こういうところなんですが、よく見ますと発泡スチロールがすごく多く。引
き寄せられる場所なのか、そういったものが田中浜とちょっと違っていたなと。これは、何回も取って行かな
いとよく分からないんですが、そういう印象がありました。それから赤瓦。瓦の破片が 5、6枚見つかりまし
た。ここは神社から相当離れているので、これはどうしたものかと。恐らく東日本大震災で流失した家屋か
ら落ちたものが、ここに流れたんだろうなと。このように、ICC の手法の場合では、漂着ごみの出自を考え
て、他の浜との違いとか、経年の変化を知ることができる手法だなと思っています。次に、一般の海岸クリ
ーンアップと、ICC の違いということで、やってみていろいろ感じたことをお話ししますが、一般のクリーンナッ
プは、大勢の人が集まってゴミの回収に当たると。これ以上海洋プラごみを出さないためには凄くいい方
法だし、スッキリ感がある、達成感がある。非常にいい活動だと思います。最近は、実践する団体さんが
気仙沼の方でも増えてきて、凄くいいなと思っています。一方 ICC の方は、回収時間は短時間なんで
すが、浜のゴミを全部片付けられる訳ではありません。また、チェックしながらということで、多少面倒くさい
と思う方もいるかもしれませんし、スッキリ感もそこまでいかないという、そういう感想もあるんです。ただ、品
目をカウントすることで、その浜の特徴や変化が分かり、流出すると、あるいは漂着するといったところへの
意識が高まるっていうことは、期待できるかなと思っています。ということで、私たちは行ったにどうしようかっ
ていう相談して悩んだこともあったんですけれども、この ICCは継続しながらデータを取っていくと。そして一
般の海岸クリーンアップと併用していくっていうのが一番いいんじゃないかなと考えています。また、学校の
子供たちに使うという場合には、ちょっとデータの表も項目が多いかもしれませんので、簡略化するなど多
少の工夫が必要かなと思います。続いて海洋プラスチックごみの問題の方に入っていきたいと思います。
今、ご覧になっているように、海洋プラごみと言えば、カメ・アシカ・海鳥が写っていますが、野生動物の被
害が本当に報告されています。右下の画面では、魚よりもプラスチックの方が多いと。深刻な海が色々な
ところでこう見られるということです。改めて、その問題というものを見つめてみました。まず何といっても大き
いのが、大量のプラごみが流入しているっていうことじゃないかなと思います。ただ、さらにですね。これだけ
問題視されているのに、その量が減らず、さらに飛躍的に伸びているっていうところが恐ろしいなと思ってい
るところです。また、先ほども画像で紹介したような海洋生物の深刻な影響がある。そして、いつまでも分
解しないで、際限なく小さく砕けて拡散していくという問題があります。食物連鎖の中に取り込まれて、ど
んな影響が出てくるかもわからないという怖さがあります。すでに人間も摂取しているっていうことが確認さ
れていますし、大きいところだと 1週間にプラスチックカード 1枚取り込んでいるんじゃないかという報告も
あるということです。プラスチックごみそのものもあるんですが、削減にあたっての問題があるのかなと思って
います。3R運動っていうのは皆さんもご存知だと思いますけれども、リデュースという言葉はあまり知名度
がなくて。やってはいるんですけれども、その辺の意識がなかなか上がってこない。便利な生活っていうの
は、行動変容しにくいものだということで、心を納得しなきゃいけないのかなと思っています。そのリデュース
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の一つなんですが、マイバッグ運動っていうのが定着してきたかなと思うんですが、店舗によっては自然由
来のプラスチックを入れているので配っているというところもあったり、足並みがそろっていないなという印象
があります。私が一番恐れているのは、膨大な量、急激急速な増加ということで、ちょっと圧倒されてしま
って。一生懸命頑張っていても、くじけてしまう人が出てくるんじゃないかなと。そんな思いもしたりしていま
す。私たちの団体の活動も小さな一歩でしかないので、何かこう壮大な夢と成果があるといいなと思って
いたところです。そんなところで、オランダの Boyan Slat さんっていう人がオーシャンクリーンナップっていう
活動しているという。高校生ですかね。プレゼンをして、世界中の人たちの心を動かして、クラウドファンデ
ィングで 200万ドルを集めて事業をということです。色々試行錯誤しながらだったので、回収装置の改
良を重ねて、現在では 2040年までに結構近いですが、ごみの 9割を回収しようというすごい目標を立
てて、太平洋あるいはたくさん流れてくるような河川にこういった船を浮かべて回収に当たっているということ
です。その動画から拝借した画像ですけれども、ものすごい量のごみが回収されていて。どうしようもないな
と思っていたところで見たので、凄く心が洗われて、光も差したような気がします。それから、海洋プラごみ
の削減上の問題ということで、幾つか問題、課題があると思います。各地方自治体、気仙沼もそうです
けれども、アクションプランを元に動いていく。あるいは国の方も資源循環促進法を持って、さまざまな活
動に取り組んでいる訳ですけども、規制の厳しい国々に比べると、まだまだ枠組みを恐れていたり、徹底
継続させなければならない部分が多いと言われています。また、利害関係がつきものですので、持続可
能な世の中に向けて合意形成っていうのがやはり必要になってくるんだろうなと。困難な世界を生き抜く
力とここにありますけれども、学校でもよく子供たちに使う言葉なんですが、実はこれは私たち大人こそ必
要なんじゃないかなと思っています。東日本大震災の時もそうでしたけれども、手を付けられほどの困難。
それから混乱があっても、その目は臆病、手は鬼という言葉をご存じでしょうか。目は臆病。つまり見た時
は足が立ちすくんでしまうんだけれども、一つ一つ手でやっていくと、意外と片付くと。震災の時によく聞い
た言葉で、ちょっとずつ前に、不安で立ち止まらずに前進していかなければいけないのかなというふうに思っ
ています。ここからは、これまで海洋教育に携わってきた中で、子供たちの学習で深まってきた事例。ある
いは広がり、あるいはつながりが見えたなという事例を取り上げて、海洋プラスチックごみに関する指導の
工夫について考えてみたいと思います。まずこの写真は 2019年、台風 19号。東北地方もかなり被
害が出たんですけれども、私はその時面瀬小学校に勤めていて、気になったので学校に行ってみました。
するとご覧になって分かるように、茶色い部分が川から流れてきた流木やヨシ・アシのもので、港が埋まっ
ている状態です。よく見ると、そこにプラスチックのボトルであったり、ビニール袋が混じったりというような状況
がありました。そしてその脇を見ると、NPO の団体さんが船で取り除いているんですが、聞いてみると水面
に浮いているんじゃないよと。3、4 メーター下までびっちり入っているんだということで、取り除くまでには相
当な時間が掛かっただろうと思います。同じ年、ワカメの種はさみ。養殖体験をするんですが、漁業の方
はこういう中でも続いていくわけで。この時体験に行った子供たちが、海岸に打ち上げられた漂着ごみがど
うしても気になると。先ほどのヨシやアシ。それから流木などと共に、ペットボトルなどプラごみがあると。これ
を集めてきている写真です。何でこんなにとか、何とかしたいなと思うのは、本当に自然のことでした。その
後海洋ごみについても調べ、広く学んでいくことになります。海洋生物への被害、あるいは分解しないで
小さく砕けていくことなどの問題も知ることになります。そういった学習をした後、今度はプラごみが川や排
水溝を通って海に流れ込むんだっていうことを知った子供たちは、自分たちの地区、あるいは自分たちの
川はどうなっているのかなと。意識がそちらに向かっていきます。そうすると、ポイ捨てをしている人がそんな
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にそんなにいる訳じゃないのに、何でこんなにあるんだと。風で飛んだりするんじゃないかとか、雨で流れる
んじゃないかとか。そういう可能性があることにも気付いていきます。また見て見ぬふり。ここにありますが、
海洋プラスチックごみになってしまう危険性を理解していない人が多いのではないかなと。そういうふうに思
う子供たちも出てきます。その当時でまだ河口域が防潮堤工事で、子供たちが簡単には近づけなかった
んですが、子供たちの意識は海に流れていっちゃっているんじゃないかと。川の河口の方に意識がどんどん
集まっていくって言っていました。これは海洋教育の発表の時の写真ですけれども、海岸に漂着していた
プラごみが、川を通って流れ着いたとすると、さて、どういうふうに流れて行ったのかっていうのは、子供たち
の関心が集まりました。漂着ごみのことを尾崎の漁港で働く漁師さんに聞いてみたり、この海洋教育の発
表会に向けて模型を作ってみたりしながら、ごみの経路を考えていったということになります。こういう模型
にすると、逆にもっともっとこう知りたくなるような、いい模型だったなと思います。実はその模型が、教師側
の方にもスイッチを入れて。もっともっと知りたくなってきた。森は海の恋人。これは有名ですけれども、赤い
線がその大川から流れていって、丸で書いてところが、水山養殖場がある舞根湾の湾なんですが、そこま
で流れて、栄養が届いているよっていうお話だと思うんですが、青で書いたところが面瀬川です。こちらから
も当然行っているんだろうなと。どういうふうに流れていっているのか。その経路についても興味が湧いてき
たそうです。そういうふうに思っていると、協力する研究者が現れて、塩分濃度調査に行くことができまし
た。河口までのところは歩きながら機械を入れて測り、漁港から先は大島のカキ漁師さんの船をチャータ
ーして川の水が流れ込んでいるであろう範囲を調べてきました。そのカキ漁師さんのカキ養殖場は、こうい
う感じなんですが、そこに川の水が表層を流れながら、流れ込んでくると。森の栄養を運んで。こういうこと
が、調査することによってより具体的な形で理解できたと思います。そして、また汽水域という言葉はよく
聞くと思うんですが、川の水と海が出会って混じり合っている。私もすっかりこう混じり合っているイメージで
言っていたんですが、塩分濃度調査をしてみると、先ほどお話ししたように、川の水は海の水の上を滑る
ように広がっていって。簡単に混じっているものではないということ。それからもう一つは、海の水は塩水くさ
びという形で、川の水の下に潜り込んでいる。この部分に海の生き物が来て、ちょっと行ったり来たりしてい
る所になっている。こういうことも分かってきました。この海洋プラスチックごみからちょっと離れるんですが、そ
の海と川というところを考えていく時に、こういったものが教師側に回ると、学習を広げていく時に役に立つ
のかなと。話の方を戻しますが、子供たちの海洋プラスチックごみへの関心ということですけれども、大量の
プラスチックごみが流入していること。それから海洋生物への深刻な影響。そして分解せず、拡散すると。
怖い。どうしたらいいんだろうと。もちろん、そういう不安が出てくると思います。2020年の 5年生は、この
ような関心をもとに、海洋プラごみを減らすプロジェクトということで、不安じゃなくて、自分たちが何かでき
ないかというふうに、方向性を持って取り組んでいきました。海洋プラごみが、意外な場所から川を通って
流れ込んでいるっていうことを研究者の方から聞くことができ、プラゴミを減らすアイデア、エコバックが広まっ
ていないという現状は何とかできないか。それからゴミがあふれて拡散してしまうことを防ぐ方法はないかと。
こういったことをプロジェクトとして、子供たちが考えていきました。例えば、エコバックについても、それを持た
ない大人の人たちに向けてのアイデアを考えたり。あるいはアンケートで大人の人たちに尋ねて、うまくいっ
てない理由を尋ねたりということをしました。また市の担当職員や、グッズ販売をしている起業家の方々を
招いてプロジェクトのプレゼンを子供たちが行い、大人の人が真剣に聞いてくれるっていうことに非常に感
動しながら、活動したのを覚えています。自販機の使い方を提案したグループでは、ステッカーを作ってい
たんですが、それが市役所職員の方の目に留まり、持ち帰っていただいて。市役所の自販機に、じゃあ貼
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ってあげっからということで、貼ってくれました。この間行ったら、まだ立派に貼ってあったので、子供たちの呼
びかけが続いているなと思って、うれしく思いました。また実践での気付きと、あとこれからこう考えているこ
とについて、お話ししたいと思います。昨年度、中学生の探究学習での事例になりますが、中学生もこう
調べていって、プラごみ。気仙沼湾ではどうなっているのかな。気仙沼湾の広がりの様子を調べたいという
ことで、先ほども出てきた NPO法人の方を紹介して、生徒がアポを取って聞き取りをしていたと。相当流
れ込んでいるに違いないという形で行った訳です。そうすると、実は NPO さんの方からは、流木やアシ・ヨ
シが多いんだと。プラごみは意外と少ないよという話を聞くんですね。ここで終わってしまっては、気仙沼で
はプラごみが少ないという結論にいってしまって、これはちょっと違うと。ミスリードになってしまうので、そこの
意味づけ、あとは地域の実情などについて、やはりサポートすることが必要だということでコメントしたりしま
した。そして、NPO の方から聞いてみると、他の方に問題があると。流れてくるアシやヨシ、流木について
も、他の方に問題があるんだということから、複合的な問題として捉え直しをして、人の暮らしとの関係の
方に学習が進んでいくという事例になっています。フィールドワークの経験の積み重ねっていうものが、すご
く大事になってくるなと思います。気付きを生かして、しっかりした学びを進めていくっていうサポートが必要
なのかなと思っています。それからこの写真です。このごみは初めて研修会を行った 2019年 8月のもの
です。今見るとものすごい量だったなと思います。漁具が圧倒的に多いなという印象です。短時間でこれ
だけのゴミが出たということです。すごいことだなと思っています。この研修会の時には、養殖業を営んでい
る小学校の PTAの役員さんたちも、午前中の座学に参加してくれました。ありがとうございますと挨拶し
て、途中でちょっと用事ができたからということで、退席したんですね。何かあったのかなと思って午後浜に
行ってみたら、その理由が分かったんですね。朝あったはずの大きなフックとか、ロープとか、あるいは瓦とか
が片付けられていたんですね。私たちも漁師さんのせいにしたくなかったっていろいろ配慮はしたつもりだっ
たんですが、中学生も参加した研修会だったので、ああ恥ずかしいんだよねっていうことだったんですね。そ
ういった気遣いっていうものも、もっともっと考えながら進めていかなければいけないと思ったエピソードです。
綺麗にしたいのは皆同じですので、また会を重ねる中で来ていただいて、話し合いをしたいなと思っている
ことです。ここまでの海洋プラスチックごみの指導実践について振り返りながらお話ししてきたんですが、悲
惨な状況から入らなければいけない場合も時にあるのかもしれませんけれども、やはりさっきのくじけてしま
うようなことになりやしまいかという思いがありますので、やはりあの豊かな海であるとか、美しいであるとか。
そういう体験を大事にしたいなと思っています。子供たちにそういう活動させることで、利害関係のある調
整であったり、あるいは合意形成を促して、巻き込んでいくといったところにも、役立ってくるんじゃないかな
と思います。夢を持ってチャレンジしているような事例。こういったものを子供たちと共に学ぶっていうことも、
すごく大事だと思っています。兼務で行っている九条小学校の子供たちと、7月に岩井崎行きました。ア
マモがもう回復して、ものすごく生き物が豊かになっていました。待ちに待った体験活動です。写真にある
ようにアメフラシとその卵ですね。オレンジ色のものがあったり。あるいはカレイを捕まえたり、ワタリガニを網で
捕まえたり。さまざまな活動ができました。原体験っていうのはすごく大事だなと思ってきました。そんな中
で、やはり漂着ごみが目について、集めてきた子供たちもいます。少数ですけども、感想に書き込んだ子
供もいました。どこかの段階で、共通の体験として想起させて、学習素材として扱っていきたいなという思
いを持っています。これからのところになりますけれども。体験をした後、今度は理論知識的なところなんで
すが、研究者の方をお招きして、寒海性の生き物と、暖海性の生き物が入り交じる三陸の海の豊かさに
ついてお話をしてもらいました。いつもだとそこで終わるんですが、ちょっと海流に踏み込んでお話してくださ
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いっていうことで、お話ししていただきました。潮目ができるので良い漁場になる、で大体終わるんですけれ
ども、何で潮目ができるとプランクトンが湧いて、魚が豊富なんだっていうあたりも分かりやすくお話ししてい
ただきました。一回の話ではなかなかっていうところではあるんですが、社会科でも水産業を学んでいるの
で、サンマがなかなか取れないという気づきの所と、合わせて深めて、総合的な学習のところでも、海水
温分布図というものを使って、学習をしてみました。サンマというのは、12度から 20度の水域を好むと。
入れて、当てはめてみると、もう北海道にも届かない。8月末の図だったんですけれども。じゃあ相当涼し
くなって寒くなって、海が冷たくならないと寄ってこない。それからサケもさっぱり上がらないって言っているん
ですけれども、更にこの図に入らないぐらいの北にいるんじゃないかなと、こういったことも海流、あるいは海
水温の勉強でつながってきます。これは windy っていうソフトですけれども、これを使っていくと海流の様
子も分かります。このまま直接まだ子供たちには預けていないんですが、教師側の勉強にということで、今
使っていますけども、海流の学習をもう少し整えていくことで、さまざまな学習ができるかなと思っています。
特に寒流によって海洋ごみが集積されていること、東日本大震災のがれきもそこにあるんじゃないかという
ことですね。ここにある黄色い浮きは、南三陸町の慶明丸っていうレストランの看板として使っていたもの
なんですが、5000 キロ離れたアラスカで見つかり、2年後レストランのオーナーの元に戻って。レストラン
を再開したというエピソードがあります。それから、右側の気仙沼市の魚市場のポリタンクですけれども、こ
れは逆に 10年かかって沖縄の方に流れ着いて、波照間島に流れ着いて、見つかったということです。こ
のような拡散と集積を繰り返している、この海洋ごみというものにも目を向けていくためには、海流の学習
が大事なのかなと思っています。ということで、実行委員会で行ってきたこと、それから学校実戦で気付い
たことをお話しいたしました。これからまた、実践も続けていきますので、またお話しできるような形になれば
いいなと思っています。ご清聴ありがとうございました。 
（拍手） 
司会：ありがとうございました。本日は 60枚も PowerPoint を用意してくださいまして、海のごみを、今
まで考えていた中で、単に海岸を清掃するということだけではなくて、海洋プラごみをテーマにすると、こん
なに広がりと深まりがあるんだということを、私は感じることができました。また、もしその思いますが、ご質問
をいただければと思いますけれども、何かありますでしょうか。はい、じゃあお考えの間、私の方から。私はこ
の海洋プラごみの教材についてお話を聞いて思ったのは、プラスチックごみっていうところに焦点化されてい
るんだってことですが、実は流木であったりアシやヨシ、、人間の生活そのものがにプラスチックごみに出され
ていると。それを子供たちもですけれども、逆に言うとその、流木、アシやヨシ、自然物は自然物だけれど
も、やっぱり人間の生活とかで出たと、そういう認識でよろしいんでしょうか。。 
谷山：流域で暮らしている年配の方に聞くと、昔鎌で刈って、色んなところに使っていたと。今のようにぼ
うぼうに生えていたわけではないんです。それが枯れて、その新しい芽が出てくる時に残っているんですね。
それが、大水が出た時にそのまま流れていくと。刈り取って脇に置いていたっていうのもあるかもしれません
が。管理の問題がかなりあるんじゃないかなというお話でした。ですから、暮らしの中で使っていくようにしま
しょうというのは、なかなか難しいので、この辺は相当時間が掛かる課題になっているんじゃないかなと思っ
ています。 
司会：はい、それではいかがでしょうか。メグロ先生お願いします。 
メグロ：ありがとうございました。ひとつだけ、教えていただきたいんですが、海に学ぶっていうものをさせてい
うか、現在気仙沼市の、もしくはどのように使っているのかと。お願いします。 
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谷山：私たちは助成金をいただいた形で作ることができましたので、市内の小中学校、幼稚園に配布を
して、また研修会に参加した先生方、あるいは行政の関係者の方にお渡し。またプラスチック関係の活
動でしたので、気仙沼市のプラスチック関係の協議会のメンバーの方、大学関係から教務職員の方、さ
まざまな団体の方にもお届けしていますね。ちょっとこういう形の冊子なんか、もうちょっとこの見開きしやす
いものにできないかとか、あるいは教材化できないかとか、話が出てきているので、今後また使いやすいも
のにして行きたいなと思っています。 
メグロ：ありがとうございます。 
司会：その他いかがでしょうか。もうひとつぐらい。はい、お願いします。 
：申します。ありがとうございます。この海洋プラスチックごみへの取り組みで、子供たちというのはどんなふ
うに変わったのか、ありましたらお聞かせいただきたいなと思います。 
谷山：中でお話しした、2019年と 2020年の小学校の子供たちの場合は、自分たちでプロジェクトを
起こして、あるいは発表会で発表してという形ですから、外にこうアウトプットできる環境があったので、自
分たちの思いを色んな方に届けるという形でこう満足度を得て、また次の活動につなげることができたと思
います。今務めている九条小学校で、これから見られますので、非常に考えているタイミングを測りなが
ら、わざとらしくどんと持ってくるんじゃなくて、先ほどお話したように、アクションの流れのタイミングでこういうの
もあったよね。このことについてどう思うっていう形で、子供たちの話し合いをベースにして、インプットできる
ような知識体験っていうものをくっつけようかなと考えています。担任の面瀬の先生と、今話合いをしてい
るところ、ぜひそういうことが、学生ができることになっているところです。 
司会：はい、ありがとうございます。八戸工大さんは、まだでは、。お話頂戴できればと思います。 
 
質問者 3：（聞こえません） 
 
谷山：小学校から中学校への学びっていうことで、自分今ちょうど小中連携の学区に行っているので、そ
こはひとつの課題だと思います。ただそのジャンル的なこう、領域的な扱いとして、プラごみによって考える
と、やはりすごく難しくなってくるんじゃないかなと思うんです。先ほどのお話にありましたように、プラごみの学
習を通して、どんな学びを知っていくのかっていうことだとつながっていくんじゃないでしょうかね。探求的に調
べていくんだとか、あるいは外部の人とつながっていくとか。学び方を積み重ねていくフィードバックをしながら
進めていくような体験があると、それらは発表会に行って発表したとか、そういう体験があると中学校へ行
ってもどんどん活躍できるだろうし、高校は更に探求の時間っていうところでつながっていくんじゃないかなと
思います。それらの小、中ってつながっているところの話で、やっぱり総合的な学習で学ぶとなると、他の学
校、地域の所に行くと一般化するものではないので、その辺は気仙沼市だったら気仙沼市で、どういう学
習をしていくかっていうリテラシー的な話し合いが必要になってくるのかなというふうに思います。 
質問者 3：ありがとうございました。 
司会：はい、ありがとうございました。それでは谷山先生、本日はたくさんいただきまして、本当にどうもあ
りがとうございました。 
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３.東北地方各地域団体からの活動リフレクション 
 自然環境・地域文化をテーマとした探究学習と国際協働学習 
 「蜘蛛の巣を飛び回る蜘蛛になる」 
 尚絅学院大学総合人間科学研究機構客員研究員 海藤節生 
 
司会：それでは少々切り替えの時間を頂戴します。 
海藤：市瀬先生聞こえますか。 
司会：海藤さん、聞こえます。PowerPointはどちらでしょうか。 
海藤：PowerPointは共有でいいですかね。 
司会：こちらで操作しますか。 
海藤：これ共有画面ですか。 
司会：まだ共有にはなっていません。今から PowerPoint を共有させていただきます。 
海藤：これでなりましたか。 
司会：見えています。 
海藤：じゃあ、そちらがよろしければ。勝手に始めちゃいます。 
司会：はいお願いします。 
海藤：はい皆さんこんにちは。こういった集まりでお話しするのは、とても久しぶりです。市瀬先生、今日
はご招待いただきありがとうございます。この道 20数年で感じていることを、単にタイトルとして付けただけ
ですが、忘れがちなので肝に銘じています。そしてここに書いていないんですけれども、とても大事なのは誰
がやったのかではなく、何をするのかということです。ここにお集まりの皆さんは、さまざまなネットワークに関
わっているはずです。そのネットワークをしたたかに活用する、持続可能な社会形成のために学び合って、
もう 20年以上になりますが、この明確な目標に向かってみんなが頑張ってきました。皆さん、現場をお
持ちです。今日の学びを明日の現場でスピード感を持って具現化する。そんなお役に立てればいいなと
思います。これまで多くの学び合いの場に参加し、世代・分野を超えた人との交流の大切さ、感覚、感
謝、持続可能性と複眼的視点、この 5 つに重点を置いて活動してきました。自分のこれまでを振り返る
意味で、自己紹介から始めさせていただきます。その後、時間の許す範囲でリフレクションさせていただき
ます。私の名前は海藤節生と申します。市瀬先生、45分まででよろしかったですか。 
司会：どうぞお話しください。 
海藤：はい。昭和 33年 3月 3日、仙台市中心部に生まれ、大学まで進学。この後、ご覧のような
道を歩んできました。職業、職種、自営、運転手、営業職、技術職、管理職。さまざまな立場で、もの
やサービスがどのようにつながり、社会の中で関係性を持っているのか。こんなことを学んできたような感じ
がします。2001年、その転機となったのが政治との関わりです。行動しなければ変わらない、変えられな
い。選挙期間中、この言葉を繰り返し、それが今に続いています。その時、市民活動と出会い、時間が
かかりがちの政治に反して、課題に対し直接行動する市民たちのスピード感に取りつかれていきました。
世の中のおかしいを変えたい。当時イベントごみは全て、燃えるゴミとして焼却処分されていました。イベン
トで発生するごみを分別し、適正にリサイクルの流れに乗せていこうという、そういう取り組みを始めまし
た。行動すれば変えられるという信念が社会を変える自信となりました。仙台にワケルくんが登場し、現
在はプロ野球楽天やベガルタ仙台など、スポーツスタジアムにリサイクルステーションが当たり前に設置され



 
 

 53 

ています。こういった活動がマスコミ等に取り上げられ、やがて学校現場や講演会に招かれるようになりま
した。ちょうど ESD の 10年がスタートする時期と重なり、仙台広域圏 ESD/RCE の運営委員として、
今日参加していますスズキ先生をはじめ、国内の RCE とも関わるようになりました。宮城教育大学東
北地域 ESD活動支援センターの ESD コーディネーターとして学び合いを重ね、さまざまなシーンで
ESD を実践してきたところです。今までの関わっている、今も関わっているいろんな人たちを並べてみまし
たが、一番最初は 1 ミュージシャンとして市民活動に触れ、感じたことをそのまま歌にしました。一番右の
上ですね。2001年作った曲です。2番の歌詞のところに、本当の豊かさを守り伝えよう。どこかで貧しさ
に苦しんでいる命を自分のことのように感じていきたい。20年以上たった今も、変わらぬ想いです。あれ
から 20年、この歌の思いを世界が引き継いでくれました、と私は思っています。2015年、SDGs が採
択され、SDGs ウェディングケーキモデルが示すように、全てのベースとなるのは地球環境です。都市部に
暮らしているとなかなか見えてきませんが、山の中で暮らしていると見えるものが違います。この図は、地
球の限界と呼ばれるプラネタリー・バウンダリーというもので、9 つのプロセスを示しています。地球温暖化
はもちろん重大なリスクですが、すでに不安定な領域を超えてしまっていると言われる、生物多様性、絶
滅速度のスピード、またリンや窒素が本来の生物による循環システムを破壊していると言われておりま
す。さらに今後心配されるのが土地利用の変化です。グラフ的に見ると、気候変動よりは少ないんですけ
れども、私たちのこれからの方向性によって、かなりリスクが高まると思っています。太陽光、風力発電の
設置場所、森林、農地。いろんな利用の仕方があって、それが地下水、さらなる温暖化の進行、生物
多様性への影響など、複合的な環境影響がとても不安な材料となっています。持続可能な開発目標
は、どれも全て欠けてはいけないサスティナブルな未来への要件です。左の下に移りますが、宮城県で重
要な水がめ、七ヶ宿町。少子高齢化によって人口減少、そして農地や山林が手つかずに放棄され、自
然が荒れ放題。そんな不法投棄が後を絶ちません。地域活性も視野に 2007年、森林の活用、地域
の旬の食材利用、交流の場として石釜ピザ屋の経営を始めました。翌年、この地域から現代社会の課
題を直接解決する持続可能な未来を目的に掲げた NPO法人を設立し、ごみの 0 エミッションや体験
活動を開始しました。2011年から七ヶ宿で森林体験授業をやっており、今年はオンラインでタイと気仙
沼市の公民館と七ヶ宿町、参加者をつなぎ、地域や文化の違いを交換しました。気仙沼の子供たちが
海まで、タイではどのくらい時間がかかりますかという質問をしたところ、海まで 14時間かかります、海を見
たことがありません、行ったことがありませんという答えが返ってきた。そういう声に、気仙沼の子供たちは地
域の自然環境は本当に素晴らしいんだと。海も山も近くにある。そういう環境に感謝する。そんな学びと
なったと思っています。自分たちができる方法で活動しており、もちろん東日本大震災では復興支援に
汗を流しました。これからに向けて、左上の写真ですが、これは▲（シマノ）先生ですけれども、学び合
いセミナーも集会所で行い、これからの学校地域というものについて、みんなで話し合いをしました。白石
ユネスコ協会の会員として縁が生まれ、数年前から小中一貫校の総合的な学習の時間を担当していま
す。5年生から 7年生が毎年テーマを変えて、水、森、土について学びます。地域の自然からそれぞれ
のつながりを知り、大切にする心を育みます。当時この小学校、ミヤザワ教頭先生という女性の先生がい
らっしゃいました。何日もかけて先生何時に学校来るって言ったら 7時前には来ていますというようなこと
で。朝の朝、早朝からですね。何日もかけて作り上げた総合のカリキュラムです。それを今も実践していま
す。昨年、小原の 5、6、7年生です。7年生は、シンガポールの日本人学校と交流を行いました。お互
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いの学校紹介、授業の紹介などをしたところです。これは動画が動けば皆さんに見ていただきたいなと思
いますが。 
（動画再生） 
司会：海藤さん、音が出ていないんですよ。見えてはいるんですけれども。 
海藤：見えてないですか。 
司会：見えてはいるんですけれども、音が聞こえてなくて。 
海藤：このまま終わってしまうので、また元に戻りたいと思いますが、よろしいでしょうか。興味ある方は、
私携帯番号を乗っけていますので、そちらに連絡していただければと思います。聞こえますか、市瀬先
生。 
司会：とてもクリアに聞こえています。どうぞ続けてください。 
海藤：はい。また白石ユネスコ協会では、ユネスコ世界文化遺産。和食をテーマにユネスコスクールの学
習支援をしています。また、昨年度から教員と地域がつながり、共同していくために、会員と教員の交流
を始めました。本年度、日本インド教員招聘プログラムに白石から先ほど紹介した小原小中学校、そし
て白石中学校の教員が代表として参加します。11月 6日の開会プログラムでは、日本の文化紹介と
して私の森からですけど、ACCU の 50周年記念ソングの発表、そして白石の子供たちによる日本舞踊
が披露されます。私はまた、専門学校と短大で教員として地域文化ボランティアという授業を担当してお
り、昨年度からタイの高校生たちと交流を行っています。このことで、私自身が国際理解の必要性を強く
感じました。また、現地の先生方とつながりを持つことができました。チェンマイの高校の学校紹介の動画
ですが、音声が出ないということなので、それでも許せる範囲かな。皆さんすごく日本語が堪能です。チェ
ンマイってタイのこの辺にありまして、聞こえないんですね、音声は。 
司会：音声は聞こえてないけれども、画像はクリアに見えています。 
海藤：聞こえないですね、音声。 
司会：音は出ていないですね。 
海藤：はい。色々交換した動画とかもたくさん持っているので、興味ある先生いたら、向こうの学校紹介
とかもお送りすることができますので、連絡いただければと思います。そして第 2次世界大戦で戦地となっ
たこの高校にも、日本人の慰霊碑があったりということで、平和に対する意識が高いということを、逆にタイ
の高校生から教えてもらったりするという学びにもつながりましたので、国際理解っていうのはすごいなと改
めて思っています。今年は、今年の 8月ですけれども、実際タイの交流校にお邪魔して授業を行いまし
た。日本語の教室があったり、色々と合宿もあったり、600人以上の高校だったので、大分いろんなこと
がありますが、先生方に見ていただきたいのは右下なんですけれども、これが教員の部屋なんです。こんな
に広いところで教員の方が授業の準備をしたりしています。なので、学校に行くと、皆さん書類に囲まれて
仕事をしているのが可哀想に見えてきます。さらに、林業を学ぶ高校生に対して、一から実習指導、また
山から家になるまでを実際に見学するインターンシップも毎年行っています。私自身も森林、林業につい
てここで教えながら、学ぶ時間となっています。また普通高校ですけど、総合的な学習の時間、90分
17回担当して 15年になります。色々な農林の経験を積んで、子供たちの興味のあること、結構機械
に興味があったりですね。同じことを続けていくことが苦手なはずなのに、こういう機械とかになると一生懸
命というのが不思議な感じもしました。まあ、15年やっていますが、無償でやっております。20 ヘクタール
の森林に囲まれた大学の森づくりを 7年前に提案し、尚絅学院大学ですが、里山プロジェクトを立ち上
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げました。現在もオブザーバーを続けており、学生たちに森林体験の機会を作っています。来週土日にイ
ベントがありますので、宣伝を載せさせていただきました。一人ひとりの気づきと行動が持続可能な社会を
つくるということで、理事を務める環境会議所東北。こちらは企業を中心とした環境 ISO の事務作業を
行うのが主な仕事ですけれども、環境甲子園という高校生対象のアワードを 22年実施しております。ま
た、東北 6県の高校に対し、SDGs出前講座を無料で行っております。昨年度は結構応募がございま
して、仙台第二高等学校から、あさか開成高校であったりですね。青森山田高校と。いろんなところにお
邪魔したり、オンラインだったりで講演をしました。今年は金足農業高校ですか。こちらだけしか今のところ
応募がないんですけれども、学年ごとにテーマを変えて話をしてほしいということで、1年生、2年生、3
年生。1年生は SDGs全般、2年生は国際理解的 SDGs、3年は住み続けられる町というテーマで
SDGs をという講演でございました。タイに行くので質問とかオンラインやりますかということですが、時間が
合わなかったので、タイの調べ学習をしているチームの質問を持って、タイに行って色々と調査をしてきまし
たので、今後 11月にオンラインでタイの報告会をやる予定にしております。今日、今、私定禅寺ストリー
トにおりますが、私自身音楽をやっていた経験もあり、使用済み弦のリサイクルシステムを試験的に開始
したところ、多くの賛同を得ております。4月に開始して、9月末で 30 キロぐらいの弦を回収しました。ア
コースティックギター、皆さん何となく想像してみてください。アコースティックギターの 1弦から 6弦までで、
20 グラムもあります。たった 20なのか 20 グラム。これが積もってですね、30 キロのステンレス、銅、ニッ
ケル、スズ、リン。こういうものが集められました。これが SNS をひとり歩きして、今東京、岐阜、大阪、九
州まで飛び火していて。ちょっと処理に困っている状態でございます。グリーン購入の普及を目的に、お買
い物で未来を変えるライフスタイルで未来を変える。先ほどのお話にもありましたが、プラスチックを減らすに
はどうしたらいいか。お買い物でも減らせますが、ライフスタイルでも減らせます。そういう普及啓発活動も
行っております。また、事業所見学会、先進事例をみんなで見て歩く。そのような事業も行っています。こ
れは先日、一番町で開催された SDGs マルシェへの出展ですが、会員企業が様々な取り組みをしてい
る。さらにモノを作っているということが、やはりグリーン購入ネットワークの会員さんたちの、実践発表の場
となっています。今日は先生方が多いと思いますので、エシカルちゃんと一緒に考えよう。宮城エシカルドッ
トコム。こちらを検索して見ていただくといいと思いますが、身の回りの気づきを探求し、漫画チックに紹介
しています。例えば、カップラーメンひとつに 15 ミリリットルの油がありますよと。そんなに使われているんで
すよとか、その油はどこから来るんでしょうとか、パーム油の問題に触れたり、認定パーム油の話があった
り、そういうことも載せていますのでぜひ、いろんな種が、そこに授業に使える種があると思いますので、宮
城エシカルドットコム。こちらを覚えていただいて、後ほど見ていただければいいのかなと思っています。一生
懸命頑張っている方が、もう身近にも遠くにもたくさんいて、ここにはクモの巣が張られている。勝手に消え
たりすることはないと思います。自分のそのクモの巣の中で、獲物をじっと待つのではなく、ネットワークを飛
び出してみてください。飛び回り行動してこそ、ネットワークは生きてくる。これは私自身がこれまで感じてき
たことです。大切なのは、思いを胸に動き続けることだと思っています。明日の現場は未来に続いていま
す。これまでにとらわれず、創造力を発揮して、頑張りましょう。ご清聴ありがとうございました。 
（拍手） 
司会：ご講演ありがとうございました。海藤さんの言葉に、持続可能な未来に向けてのエンパワーメント
をいただいたところです。一回ちゃんとお話を聞きたいと思いまして、今回長く時間を取って、ご準備いただ
いたところです。それでですね。本当にいろんな切り口があって、市民社会、地域社会。我々の身の回り
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の社会で色々と集めている力で変えられるという信念を持って取り組まれていて。その中にいろんな要素
がたくさん入っていたんですが、海藤さん学校教員、我々から見ると学校教員なんですけれども、その支
援者との立場からいろいろな情報をご提供いただいたところです。はい。もしせっかくの機会ですので、こん
なところ聞いてみたいなとか質問してみたいなということがあれば、お願いしたいと思います。いかがでしょう
か。では私からお願いします。海藤さん聞こえますか。 
海藤：ちょっともやもやっていう感じで、はい。 
司会：私は国際理解とかが出発点なんですけれども、チャンギ校とかチェンマイの学校さんとか、みんな
つながりたいなと思っても、なかなか日本人学校でもチャンギ校って大きな学校ですよね。そういう学校が
うまくつながれて交流したって、ほとんどケースとしてはないんですよ。どうやったらその関係を築いていけて、
そういう機会を持てたのかっていうところを教えていただければと思いました。よろしくお願いします。 
海藤：チャンギ校に関しては、一番最初にゲストティーチャーで呼ばれた仙台市立立町小学校の教員
でありましたツツミ先生という方が退職後に行っていまして。それを聞きつけて、直接交渉して現実化させ
たという（流れ）です。校長先生の提案により、直接の学校紹介よりは、事前に動画を交換した方が
いいです。時間的にもいいんじゃないかということでお話があり、事前に見てその状態の中での質問交換
をしました。ちょうど冬だったので、小原は雪に囲まれているということ。でも、シンガポールではもちろん雪が
降らないので、その雪を見るだけで大騒ぎでね。そんなところがとても、びっくりしたところです。タイの方は、
市瀬先生もご存じで、皆さんもご存じとは思いますが、ユネスコスクールの事務局、国内の事務作業をや
っておりますユネスコ・アジア文化センターACCU という団体がございまして、去年 50周年を迎えました
が、こちらに、そちらにお願いしたんですかね。無理矢理お願いして、それで向こうも忙しいので、時々ほっ
ておかれるので。ほっておかれる時に、やはり今 Google翻訳とかいろいろありますので、そういう中で実
際の先生につないでもらって、あとは自力でやっていったという中で、今年の現地訪問であったり、現地か
らの日本へのオンライン授業であったり、気仙沼の交流であったり。そういうものを作り上げていったという
形です。ですからまあ、したたかにというタイトルで書きましたが、もう関係性をしたたかに利用すると。何の
ために、持続可能な未来のために、世界の平和のためにっていうことかと思っております。皆さんも同じだと
思うので、したたかに市瀬先生を利用して、せっかくこういう集まりで面識を持てば、必ず達成できると思
いますので。思いを胸に頑張りましょう。ありがとうございます。 
司会：ありがとうございます。今、さらっと言われたけど、多分この関係をキープして、こういう展開にしたの
は、随分ご苦労されているんだと思いました。今のお話の中から汲み取りました。いかがでしょうか。何かご
質問がしたいこと、頂戴できると思います。海藤さん、今からライブなんですか。 
海藤：はい、ちょうど定禅寺で、3時からライブなので。ぴったりの時間で、今から音をチューニングしたり
するので、ちょうどいいかなっていう感じですね。 
司会：ライブ前でもそんなリラックスされてるってすごいですね。あと 15分ですよね。 
海藤：まあ、すぐですので。 
司会：さすがプロフェッショナルでいらっしゃる。あそこ、弦の方はぜひ回収して、また使っていただける。あ
れは価値があるんですか。金属として回収して、価値が出る、生まれるものなんでしょうか。 
海藤：そうですね。岩手の企業が、スズと銅を取る加工場がありますので、そちらの見学に、こういう人た
ちと一緒に見学に行って、実際そういう回収があるんだというようなことを知っていただくようなことをしていき
たいなと思います。 
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司会：ありがとうございます。今、今日は仙台駅前も歩行者天国をやっているんですけれども、あそこの
木材とか、回収していないみたいなんですよね。無駄だなって話をさっきしていたんですけれども、ちょうど
海藤さんの今日のお話を伺えて、本当に良かったです。じゃあ時間になりましたので、ぜひライブのほう、
頑張っていただければと思います。ありがとうございました。 
海藤：ありがとうございました。失礼いたします。 
司会：それでは少しだけお休みいただいて。 
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４. 教員による本年度の実践発表 
 ホールスクールで ESD に取り組む―妙高市立斐太北小の実践 
 妙高市立斐太北小学校校長 飯塚教裕・佐藤仁 
 
飯塚：それでは続いてなんですが、斐太北小学校のどのような状態か地図を見ていただくと、どのような
ところに位置するかのイメージなんですけれども。ご覧いただくように周囲には田畑が広がっている状態で
す。校区には矢代川というのが日本海につながっております。そして、私もここに赴任して初めて知ったん
ですけれども、この斐太県民休養地っていうのは毎年数万人の方が訪れて、山登りや自然観察等をさ
れるということでありますし、この鮫ヶ尾城。先ほどトップ画面でありましたけれども、旧城跡があるところな
んですけれども、ここも多くの方が訪れています。そして、この勝福寺というのは、上杉景勝、上杉景虎の
関係で、上杉景虎の供養塔があって。毎年、私も知らなかったんですけれども、歴女の方が毎年多くの
方が訪れて、ここでいわゆる法事と言いますかね。毎年決まった日に上杉景虎の供養をされているという
ことを、初めて知りました。ご覧のように、自然と歴史あるいろんな環境の中である斐太北小学校でありま
す。さて私たちの斐太北小学校なんですけれども、ESD教育の推進に向けて、私自身が赴任にした中
で、3 つの基本的な考えということで、にも示しながら、話をしながら進めていきます。1 つ目は価値づけ、
位置づけであります。これはみらい学習。これはもう推進してきた教育でありましたので。これまでの教育
活動を ESD教育に落として、自分たちのこれまでの活動は、このような良さがあるんだということを理解
し、それを継承しながら新しく発展していこうということを話しております。2 つ目は自校化であります。先
進校の取り組みを学びながらも、自分たちの子供、自分たちの教育活動の実態に合ったものになるよう
熟議して、それを実践しようということで話をします。3 つ目は、連携、発信、交流であります。私自身、
子供が成長する上で、他者、大人と関わる体験や、経験を通して、子どもたちが違う景色を見て、感じ
てほしいなと考えています。また校長として、一方では働き方改革も視野に入れなくてはいけないと思って
いますので、前例踏襲、前年度の踏襲。これも熟議をした上で、考えながら働き方改革を視野に入れ
ながらも話をしていきます。では実際に、具体的にどのような実践を行っているか。学校全体で行っている
かをお話させていただきます。最初に価値づけ、位置づけですね。前述しましたように、生活科、総合的
な学習の時間を「みらい学習」と呼んでいます。画面はみらい学習の 1年間の単元構想表です。毎日
学級担任が、1年間の活動を、見通しを持って作成しています。これをもとに、ESD教育を通して子供
たちが身につけたい力、SDGs の 17 の目標、どこと関連するかなということで考えています。ちなみに、単
元構想表なんですが、年 3回見直しを行っているんですが、それに各学期なんですけれども、この見直
しにあたっては学校運営協議会、14名いるんですけれども、委員の方がみらいトークというものを開催し
て、その専門的な立場からこうした方がいいんじゃないかとあの時はこうだったじゃないか、こんな活動を取
り入れたらいいんじゃないか。こんな人材があるよということもアドバイスをいただきながら取り組んでいま
す。画面に示したのは、チャートカレンダーというものを今年度から作りました。見える化ということを図るた
めにですね。年間の授業は、教育活動を SDGsの 17 の目標との関連性がわかるように作成しました。
17 の目標を縦軸、月を横軸として、各学年の活動を色分けしながら落とした。こちら、今年度から作成
しましたので、まだまだ改善点がたくさんあると思っています。まだバージョン 1 の段階で先ほどのみらいトー
クですね。学校運営協議会の委員の方との話し合いも含みながら、徐々に変えていこうということで、確
認をしております。続いて、自校化における取り組みを紹介させていただきます。ESD教育における 6 つ
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の視点、7 つの能力・態度は皆さんもご存知のように、このようになっております。ただ、これは文字にする
とこのようになっているんですが、職員、そして子供たちは、なかなかこれはやはり分かりにくい。どういうもの
なのかと。全員が同じレベルで理解する方がいいだろうということで、これを斐太北小学校ではこのように
しましょうということで、このようなイラストも入れながら、表現を変えてみました。作成にあたっては、令和 4
年度から校務文章上に ESD部会というものを設けましたので、子供たちの実態を踏まえながら作成し
ました。左部分が 6 つの視点、右部分が 7 つ能力・態度ということで。各教室に掲示をして、1年生で
もわかるように。表現であったり、ふりがなを付けるなど、そのようなことで取り組んでおります。また、授業や
単元を終えた後、SDGs との関連や学びを、子供たち自身が振り返ることが必要だなということで、名前
はマイカードと呼んでいるんですけども、マイカードを作りました。こちらも先進校のものを色々見させていた
だく中で、自分たちの学校にどういったものがあるのかなということで、低中高と、学年に分けて作成しまし
た。一つ説明させてもらいますけれども、1年生。これなんですけれども、今日勉強したことはどれと関係
あるかなということで、1年生はそこをまず判断からでき、そして感想、記述をするというようなカードになっ
ております。次に連携、発信、交流です。子供達の成長、そして子供たちが違う景色を見ることができる
ように、私自身、この 3 つの活動を大切にしたいなと考えています。連携は他者、大人との連携を積極
的に設定しています。学校運営協議会の委員を中心に、たくさんの地域の方々、学校教育活動に参
画していただいています。特に今年は 5年生のコメ作り、そして 2年生の畑等でも、農業法人、地域に
ある農業法人と連携させていただいて、専門的な知識だとか、専門的な器具だとか、方法だとか。そんな
ことも指導いただいています。この写真なんですけれども、この写真は先ほどあった県民休養地を訪れる
方に、地域のガイドボランティアの方が説明をするんですけれども、この地域のガイドボランティアの方々と
一緒に県民休養地に行って、子供たちが県民休養地の歴史や良さ、自然等について学んでいる写真
になります。発信に関してです。自分たちの活動を保護者、地域、市内の他校に PRするため、今年度
より ESD だよりというものを作成して配布しています。市瀬先生からもご指導いただきながら作成したも
のであります。たよりの中身としては、活動の概要、ESD教育との関連、子供たちの学び、振り返り等を
紹介しています。当校のホームページにも掲載していますので、今後見ていただければと思います。最後
の交流ですが、ここは今私たちの弱いところ、ウイークポイントかなと思っています。今後、改革して、先進
校もそうですけれども、他校の児童との子供たちの発表の交流だとか、意見交換だとか。そんなことができ
れば、子供たち、さらには職員にとっても良い学びの機会になるのかなと思っています。今回の発表も、交
流の場の開拓の礎となればというように考えています。それで、ここからは具体的な活動に移りますので、
発表佐藤の方からお話します。 
佐藤：では、斐太北小学校の佐藤と申します。よろしくお願いします。私の方からは、みらい学習を中
心とした活動について、具体的な活動についてお話をさせていただきます。まず、全校での取り組みなん
ですが、最初に全校で取り組んでいる活動についてです。全校の活動として、子供たちが地域を理解
し、地域に愛着を持てるような活動を行っております。令和 3年度につきましては、初めて全校児童で
鮫ヶ尾城跡まで登りました。皆さんの小学校であれば、どこの学校もわりとあるかなと思うんですが、縦割
り班の活動として行って、全員が頂上まで行けるために声を掛け合ったりとか、支え合ったりしながら協力
することの大切さを経験するという形で、頂上を目指して活動することができました。また、途中にある県
民休養地などの自然に触れることで、ふるさとの良さを実感するっていうような機会にもなりました。令和
4年度につきましては、今度は鮫ヶ尾城ではなく、校区の児童がいない地域っていうのを散策するウォー
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クラリーを行ないました。色んなところにチェックポイントを設けて、地域の人から子供たちの活動の様子を
見てもらうっていうふうな形で、地域の人と一緒になって活動を進めました。子供たちが普段訪れることの
ない地域を訪れたっていうこと、訪れたりとか、あとは地域でなかなか子供たちが行かない名所なんていう
ところにも触れられることで、子供たちにとってもとても良い経験になったのではないかなというふうに感じて
います。このような活動を通して、SDGs の目標、11、17 の達成を目指しました。続きまして、各学年
の活動を紹介します。まずは昨年度の 4年生の実践です。4年生は、学校近くに矢代川をさっき紹介
したんですが、もうひとつ本当にすぐ近くに内川っていう川もあります。そこを題材として川で遊んだり、生き
物を捕まえたり、内川の源流体験を行ったりして、川の楽しさを体験する活動を行いました。ただ子供た
ちは遊ぶ中で、中心の写真にあるような川の中にブロックがあるよとか、左の写真のように岸が護岸されて
いるよ、なんていうところで、何か川ってどんな場所なんだろうな、ただ遊ぶ場所じゃないんじゃないかな、な
んていうことに疑問を持つようになりました。ここで、国土交通省の高田河川事務所の方を講師に招い
て、川の持つ働きや役割について学びました。また、子供たちが川の環境が海の影響にもつながっている
ということを知り、川を知ることは海を知ることにもつながるということも実感できました。そこから自分たちが
関わった以外の川っていうのは、どのようになっているのかっていうのを気になって、それを確かめることにしま
した。 
いくつかの河川に出掛けたりとか、川を活用した活動を展開している NPO団体の方に教わったりして、
川の色々な利用の仕方を調べました。調べていく中で、川の環境を維持できるように活動している人が
いたり、川やその周囲を汚さないように活用しているということも知ったりして、SDGs の目標、12、14 が
意識されているんだなということを子供たちが実感するようになりました。子供たちは、このようなさまざまな
川の活用の仕方とか、楽しみ方を知って自分たちの近くにある内川でも川に入る以外の楽しみ方ができ
るんじゃないかなということを考え始めました。そこで、内川に沿って歩きながら、他の川で見つけた活用の
仕方を生かせるポイントがないかというのを探し、内川との新しい関わり方を考え、動画にして発信するっ
ていう活動を行いました。それと同時に、内川の生き物について詳しい市の理科センターの先生から、内
川の生物の多様性、希少性を教わったり、世界の水事情を調べて、世界的な水不足が心配されてい
るようになってきていることを知ったりしました。これらの活動を通して、川や水を大切にしながら、多くの人
たちにも内川を楽しんでもらいたいっていう思いを子供たちは持つようになりました。そして子供たちは目標
11 の住み続けられるまちづくりっていうことを意識して、妙高市の SDGs フォーラムというものがあったんで
すが、そこで発表しました。発表することを通して、子供たちは川に対する自分たちの思いや考えを明確
にするような姿が見られました。続いて、今年度の 3年生の実践です。先ほど紹介した県民休養地を
舞台に活動しています。斐太北小学校の近くにはその県民休養地なんですが、希少な植物がありま
す。例えば白いカタクリの花が咲くっていうのがありまして、その時期に探しに行ったりとか、先ほどの鮫ヶ尾
城なんかもそこの一角にありますので、長い歴史を有する史跡もあります。その場を訪れたようなことのあ
る子供たちはたくさんいるんですが、その価値はまだ理解できていないっていうところもありました。自然や
文化財の価値や、魅力を知ってもらおうという思いを持って活動するボランティアガイドの方々と連携し、
繰り返し一緒に活動する中で、子供たちは県民休養地の良さや魅力を感じていました。その中で子供
たちは県民休養地を大切にしたいと。もっと知ってもらいたいという思いを強くし、教わる側から教える側へ
と景色の見方を変えて、共に活動しようとする目標 17 への意識が芽生え始めてきたように捉えていま
す。子供たちは教えてもらったり、自分たちで見つけたりした県民休養地の良さや魅力を伝えたいと考
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え、自分たちが感じた喜びや感動を味わってもらうにはどうしたら良いか。そして大好きになった県民休養
地が、これからもこのままあり続けていくためにはどうしたらよいかという課題意識を持つようになってきまし
た。2学期に入ってからの県民休養地の散策は、これまでとは視点が変わり、自分たちの立場から捉え
直した良さを、どこでどのように伝えるかというふうな視点に立って散策するようになりました。そこからは県
民休養地の魅力がいつまでも持続し、魅力ある地域であり続けることを狙った目標 11 に結び付いて活
動する姿ではないかなというふうに考えています。続いては 5年生の実践です。5年生は地元を支える
重要な産業のひとつである米作りに取り組んでいます。単純な栽培活動ではなく、米作りを行うことの必
要性や米作りが抱える問題、米作りを発展させていくために地域の人達が取り組んでいることを学びなが
ら、自分たちの立場で出来る米作りを行いました。自分達だけでは分からない部分に関しては、地域の
農業法人の方から教えを受けたり、具体的な作業については、米作りを長年行なってきた学校運営協
議会の方々に学びながら、子供たちの目指す米作りというものを進めていきました。米を作ることにより、
作り方、収穫した米の使い道、地域との連携等、様々な要素と、目標をつなげながら自分たちの活動
の価値を今見出そうとしながら活動を進めています。今度は 2年生の実践です。2年生は雪が降るま
での間、その時期ごとに合わせた野菜作りに取り組んでいます。地域の方々が行っている野菜の栽培方
法を教えてもらい、継承しながら地元に合わせた野菜作りを学んでいます。野菜の苗も地元に種苗店が
あるんですが、そこに自分たちで買い付けに行って、地元に密着した野菜作りを行っています。当地区に
おいては、各家庭において野菜を自家栽培することも生活する上では重要な意味を持つものであって、
妙高の特色を生かしたまちづくりや、生活のあり方を学ぶきっかけとなっています。また、育てた野菜の使
い道を考える活動として、目標 12 につながる栽培したものに対しての責任、収穫したものを使うことへの
責任を意識できるように、活動を進めております。最後に 6年生の実践です。6年生は SDGs につい
て学んだ際に、自分たちの立場からできることはないかということを考えました。そして、実際にいろんな取
り組みを調べてみると、ペットボトルのキャップを回収してワクチンに変えている県内の企業であるとか、家
庭で不要になった服を集めて、発展途上国の子どもたちに贈る支援をしている企業があるっていうことを
見つけました。なかなか自分たちで直接支援するっていうのは難しいね、なんていう話をしていたので、企
業の活動に賛同することで、間接的に支援できるっていうふうに考えた子どもたちは、各企業の方から活
動の仕方を教わり、それぞれの活動を進めました。そこには目標 17 をはじめとしたいくつかの目標を意識
した姿があったのではないかなというふうに感じています。また、理科の学習と結びつけて、学校の緑化を
推進することで、目標 13、15 を達成できるのではないかと考えて、花いっぱい運動を計画し、全校に
働きかけていく活動をしました。最後、そのような活動についての評価についてです。これらの活動を行
い、先ほど紹介したマイカードの他にも、左側のような当校で設定したルーブリックを基にしたポートフォリオ
を作成し、活動ごとにカードを使い分け、自分と SDGs がどのように関わっていたか、自分が意識できた
目標は何だったかっていうことを子供たち自身が振り返り、認識できるようにしています。評価やポートフォ
リオに関しては、たくさんの改善の余地があるかなというふうに考えております。昨日も面瀬小学校さんと
か、宮城教育大学と気仙沼市の連携センターのアサノ先生からお話を聞いてきた時に、評価の難しさっ
ていうのを感じていますが、また子どもたちの学びの自覚をより促せるように、我々の方でも ESD部会っ
ていうのを設定しているんですが、そこを中心に改善に努めていきたいと思いますし、また皆さんからもいろ
いろご意見いただければなというふうに思っております。これで斐太北小学校の方の発表を終わらせてい
ただきます。皆様よろしくお願いいたします。 
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（拍手） 
司会：ありがとうございました。本当にきちんとたくさんご準備くださいまして。妙高市ということで、今日は
新潟からいらしていただいたんですけれども。 
第 2 の只見町、あるいは気仙沼として、SDGs が活発になっていっていただきたいなと考えているところで
す。せっかくですので、学校の先生の皆様から、いろいろアドバイスがいただけると、せっかく来た甲斐もあ
るかと思いますので、ご意見等を頂戴できればと思います。よろしくお願いします。はい、お願いします。 
イイダ：福島県只見町の明和小学校のイイダと申します。今日発表ありがとうございました。一歩上の
自分へというスローガンを旗にして、子供たちと共有されていたり、学校運営協議会と ESD を連携させ
て取り組んでいたりと、大変素晴らしいなと思って何かこう、目から鱗が落ちたような気持ちでいます。それ
で、ちょっと教えていただきたい、もう少し聞きたいなというところがあって。その学校運営協議会でのみらい
トーク。そのことについて、すごく私は興味を持ったので、もう少し詳しくお話をいただけたらなと思いました。 
飯塚：はい。3回行なうんですけれども、それぞれの回でちょっと違っていまして、最初に 4月に行なうん
ですね。その時は、担任も新しく転入してきた職員もいますので、今年 1年間総合ではこんなことをやり
たい、生活ではこんなことをやりたいんだって言った時に、学校運営協議会の方は、もう複数年勤めて経
験されていますので、反省も含めてこんなのがあるんじゃないか、こんな人がいるんじゃないかとか。担任は
必ずしも、毎年全て同じではありませんし、思いが変わっているのもありますから、そういうところを話す時に
アドバイスを伺って、スタートをきると。2回目は 8月に行なうんですけれども、1学期を終えてみて、当
然まずいところもあるので。修正をかける時に、担任はこういうふうにしていきたいと言った時に、学校運営
協議会▲（の人と、こういうふうにやる）という話でしょうかね。それで 3回目。私が来る前は年に 1回
だったんですかね。2回だったかな。年 2回。去年は 3回やりましょうと。要するに、締めをやりましょうとい
うことで、2月とか 3月ぐらいにやるんですね。いわゆる最後の回ということで。終えた時、今年度はどのよ
うに成長したかとか、どういう良さがあったとか。来年は、でもこんなことを改善だよねっていう話はするんで
すけれども、必ずしも担任は持ち上がりではないので。そこで最後反省、振り返りというようなイメージの
思います。 
司会：はい。ありがとうございます。よろしいでしょうか。 
イイダ：ありがとうございます。 
司会：学校運営協議会、非常に特徴的な地域かなというふうに思います。そのほかいかがでしょうか。
はい、メグロ先生お願いします。 
メグロ：福島県只見中学校のメグロと申します。よろしくお願いします。非常に学年に分けて、すごくいろ
いろな活動をされているなということで、すごく参考になりました。ありがとうございました。2点質問あるん
ですが、1点目は地域の方にたくさん入っていただいているということを見させていただいて。地域の方の
変容なんかも。地域の方自身の変容がもしあれば、教えていただきたいなっていうのが 1点です。それか
らもう 1点が、今度は生徒、児童なんですが、児童の自発的な行動について、もうちょっとお聞かせ願い
たいなと思いました。例えば、内川という川のことについて動画を発信したということなんですが、これはどの
ような子供たちが、言動が、先生たちが、どのように支援されたのかとか。それからペットボトルのキャップの
ことなんかもあったかと思うんですけれども、これも子供たちの話の中でこういったのが出てきたのか、それと
も先生方がこういうのあるよっていうふうに紹介されたのかどうかということなんかも、もうちょっと詳しくお願い
します。2点よろしくお願いします。 
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飯塚：それでは 1点目は私の方からお話させていただきますけれども、私も 2年目なので、昨年との違
い、その前との違いを学校運営協議会の方と聞く。私自身が体験したことでお話させていただくんですけ
れども、昨年よりもいろんな活動に、保護者や地域の方が来ていただけるっていうのは明らかであります。
例えば、2年生の畑のやつも学校運営協議会とか、地域の方だったんですけれども、もう保護者が本当
に来てくれて、一緒に子供の様子を見ながら、苗植えとかやっていただいていますし、保護者じゃなくて
も、祖母の方が結構来てくれるんですね孫の姿を見に。それはすごく感じているところではあります。あとは
ESD だよりを回したので。各、毎回出るたびに各町内に回覧で見ますので、町内の方とか、そういう方た
ちからは活動をやっている様子に関してはお声がけいただくことは増えているかなと思いますし、非常に本
当にどちらかというと、ずっと自分も、親で言うと、子供も孫も斐太北小学校という方がすごいので、そうい
った面で、応援していただけているのは感じております。 
：ありがとうございます。先日実は、階上小学校さんに私、行ってきたんですが、その中で自治会長さん
がいらっしゃったりだとか、素晴らしいなというふうに思いました。私たちの所はそういうところ足りないので、
参考にさせていただきながら、これから学び続けていきたいと思います。 
：すみません、2点目の児童の自発的な行動ってっていうことで、こちらは私の方からお話させていただこ
うかなと思うんですが、内川の紹介をしておりました。去年私担任していまして、とりあえず何て言うか、子
供たちも経験からしか入れなかったので、とりあえずいっぱい体験させました。いや、色んな事させて、結局
川ってどんなところかって言ったら、こういう楽しみ方ができる、ああいう楽しみ方ができる、こういうのができ
るよって話したときに、ああ、そっかって。そこってやっぱり内川とはつながっていなかったので、それって内川
は見ているの、なんて話をしたら、わからないって。どうするって。見てみたいっていうから、ずっと歩いてそこ
でこういうことができそう、ああいうことができそうだって言った時に、方向としては今まで出てきたような、ポス
ターにするとか、マップにするとかだったので、ああそれもいいね、なんて言いながら。でもさ、あなた方の気
持ちが未来に伝わる方法って他にないっていうと、とかって。ああもいいね、なんて言って。ちょっと誘導的
な感じがあったんですが、できるだけ子供たちが自分達の表現でも伝えるような形に、少しずつ話をしな
がら、整えていくような。そんな感じで。そしたら何か動画にすればみんなに見てもらえるね、みたいな最
後、誰かが誘導してちょっと何か仕立てたようなところはあったんです。そういう感じで、子供たちが考えて
していたところでした。ペットボトルキャップの方に関しては、それも私の今年担任している学年なんです
が、そっちで言うと、正直こっちは子供たちに何かできるかねって言った時に、やっぱり何もないところだった
ので、なかなかこう生まれませんでした。それで、ので、そこにいろんなところ散りばめたよとか、、この中から
なんかできそうなものある、みたいな感じで考えた時に、やってみたいけど、これってできそうだねって言うん
だけど、だけどこれを集めてどうするのかな、なんて話をしたから、じゃあそれだったら聞いてみればいいよって
いうふうな形で、いくつかの選択肢の中から選ばせるっていう方法をとって。こっちはかなり、こっち主導でや
ったかなっていうところが、正直なところでした。まずは教えるっていうことも必要なのかなというところで進め
たところでした。 
メグロ：ありがとうございました。すいません、もうひとつお願いというか、最後のスライドの、具体的な実践
の（3）評価の学習シート、大きく見せていただけると。もしくはデータとか何かいただけると。ちょっと私、
目がだんだんと見えなくなってきて。これ見たいなというふうに思ったので時間あれば、見せていただけるとあ
りがたいなと思いました。 
：この評価、左側のやつですよね。 
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メグロ：左側のやつです。はい。 
：市瀬先生に、評価についてご相談させてもらった時にルーブリックの資料として、それを基にばーっと作っ
たんですけれども、なんかいろんなものがなんかが、自分たちの中で処理しきれなくなってしまったので、もう
少し何かつながるものないかということで、ESD の 3 つの視点の 7 つのってありますよね。それに合わせ
て、ルーブリックを作れないかっていうふうな話をして、それをまず、これができたらいいねっていうのを職員に
話しながら、ルーブリックを作ってみたんです。更にその中で、子供たちが自分たちで認知できたらいいねと
いうものを、更にそこからピックアップして、子供たちに考えてもらったらどうだっていうことを実験的に試して
みたのがこのシートなんです。ですが、実際やってみると、なかなか難しいなっていう。やっぱりそもそもこの
評価っていうものが合っているいかって、評価方法がどうなのかということと、あとは評価の基準がどうである
かということ。子供たちと、本当にこれは適正な評価ができるか。適正な評価っていうよりも、子供たちが
これを見ることで意識できればいいかなっていうふうな気持ちもちょこっとありながらやっているところがあるん
ですが、そういうふうにして考えたところがあります。なので、そこがもし必要であればデータを送っても全然
構わない。 
：今年から 7月ぐらいで、、最新ではなくて。 
：とりあえず子供たちの変容を重ねていくことが大事なんじゃないかなというので、その上の部分は選択式
で、下の方に言葉として子供たちの変容が見られるといいなと。記述式っていうふうな 2段構えでやった
ら、子供達の変容を積み重ねで見られるんじゃないかっていうふうなのでやってみたんですが。今話した通
り、まだまだちょっと改善の余地はあるので、ぜひ送らせていただいた上で、ご指導というか、本当にいろい
ろとご意見をいただけるとありがたいなというふうな思いがあります。 
メグロ：ありがとうございます。。以上です。ありがとうございました。 
司会：はい、ありがとうございました。それでは斐太北小学校飯塚先生、佐藤先生、ご発表どうもありが
とうございました。 
（拍手） 
司会：最後の発表に参りたいと思います。皆さん、お疲れだと思いますが、最後は、今日は高等学校か
らご発表いただきます。はい、ちょっとパソコン切り替えさせていただきます。失礼いたします。 
 
（2:27:14～2:30:36：無音） 
 
坂上：…校、兄弟校です。全日制普通科、男女共学の高校です。平成 30年に附属中学校を開
校いたしまして、現在中学校 1年生から、高校 3年生まで 518名生徒がおります。非常に女子の割
合が多くてですね。6割、7割ぐらい。女子の生徒が在籍しています。卒業生の進学の状況は、大体 1
割から全体の 6割の生徒が、4年制大学に進学します。3割の生徒が短大、専門学校。残り 1割の
生徒が就職するような学校です。進学指導を強くやっている学校です。普通科ですけれども、3 つのコー
スを備えておりまして、難関大学、それから、進学コース、それから普通の進学、それから就職を目指す
総合コース。それから高等学校では大変珍しいんですけれども、美術専門に学習します美術コース。あ
ります。美術コースは昨年、一昨年と現役で東京芸大に合格者を出しておりまして、卒業生の中には有
名なイラストレーター。ちょっとこれは名前を出すことはできないんですけれども、右下の猫のイラスト有名
な方なんですけれども。活躍しております。本校は、2019年から ESD を本格的に取り入れまして、活



 
 

 65 

動をしてきております。ユネスコスクールの認定を目指して活動しておりまして、2020年の 9月には活動
推進拠点として、登録していただいています。つい先月、市瀬先生のご指導もありまして、ユネスコスクー
ルのキャンディデートに承認をされております。ユネスコスクールの認定を目指して活動したことで、色々校
内が整理されたというメリットがありました。本校はもともと、ボランティア学外学習、それから国際交流も
積極的に行ってきた学校ではありましたけれども、どちらかというとてんでばらばらに、色んなことをやってい
たというのが、ESDで共通理念ができたことで、目的とか着地点が明確化されて、色んな活動の横のつ
ながりがはっきりしてきたなと感じております。ちょっと分かりにくいんですが、左上の写真は、工業大学で。
姉妹校なので、いろいろ実験しているところで。右の大きい写真がフィリピンとのオンラインで交流している
ところです。本校が長年取り組んできた活動に、観光ボランティアというのがありまして、八戸市内の観光
地で、高校生が観光客の皆さんにガイドするっていうものなんです。もうこちらがですね。10年ぐらい続け
てきた活動なんですが、コロナでガイドどころではなくなってしまいました。そこで今、生徒たちが八戸の魅
力を発信する動画を作っています。こちらを発信することで、八戸の良さを知ってもらう、自分たちも知
る。また観光客を呼び戻したい、地域の活性化につなげたいという思いで活動しています。今、まだ完成
品ではないんですが、作っている動画をご紹介したいと思います。音が出ないこともありますかね。 
司会：大丈夫だと思いますよ。 
坂上：大丈夫ですか。ではちょっと行きます。 
 
（動画再生中） 
 
坂上：はい。完成しましたら、ホームページの方で公開する予定ですので、時間があればぜひ、本校の
ホームページの方もご覧いただければと思います。またですね高等学校では、小学校中学校さんもそうだ
と思うんですけれども、総合的な探求の時間というのが今、令和元年度から行われております。本校では
2年生からゼミという形に分かれて、ここの ESD と関連させて、活動をしております。教員が一人ひとつゼ
ミを開講しまして、その中で生徒たちが興味のあるものを選択して、活動するということになっております。
さまざまな活動がうまくさまざまな教育活動の流れにのって、生徒たち、うまくその自分のキャリアと学びを
結び付けられた生徒たちもおります。それと２人のグループ例を紹介したんですが、一人は保育士希望
の生徒でした。子供が好きで、何となく将来保育士なのかなという感じだったんですけれども、学童保育
のボランティアですとか、教育振興のボランティア、小学生対象のもの。NPO の方などをやっている中で、
集団に馴染めない子供たちの存在に気が付いて。ここからの障害児保育ですとか、児童保育に興味を
持って、、だいぶおります。次ですね。最近歴女、歴史好きな女の子なんですが、探求学習の中で民俗
芸能「えんぶり」。えんぶりの調査を行っておりました。ここでもそうだと思うんですけれども、はっきりした資
料というものが残っていなくて、全部だいたい口で伝わってきているものだったんですけれども、これは書面
に残している活動で、明治時代からの新聞を読み解いて、えんぶりの歴史を探って活動してきました。そ
の中で、やっぱり民族芸能とか伝統芸能っていうものが、戦争とか景気とか、伝染病によって、幾度と廃
止されるような危機を乗り越えてきているということに気が付きました。ちょうどこの頃でも、コロナでこのお
祭りとか、えんぶりとかが中止になっている地域でもあったので、その辺りを絡めて、検討していって。今第
一世代さんにも、すでにかなり、な地域になっていた。コロナがこの町の地域のえんぶりとか、その他のお祭
りを中止にしているというところで。世界の動きが、地方の動きにもつながっているんだなっていうのに気付く
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ことができました。この子はもう、歴史にはまってしまって。えんぶりが、えんぶりは祭りなのか、聞いたら山形
にもあるっていうのを発見して、何かつながりもあるっていうので、今山形の大学行って歴史の勉強をして
います。高等学校になりますと、やはりこのつながりっていうのが出てきて、いい形でここにつなげていければ
いいなって思っているんですが、ただ実際、こういうふうにいい形でつながっていてもっていうのは、本当にご
く少数しかいなくて。実はこれ、正直なところ非常に珍しい例です。大成功例です。実は大部分の生徒
は成功しないんです、なかなか。大部分の生徒は、SDGsは大切だとは思うけれども、便利な生活も大
事だよと。何か世の中のためになること、地球のためになることをやりたいけれども、それが何か分からない
し、誰かが考えてくれたらやるよと。そんなところです。正直な話。これ生徒のに気付いたのが、生徒会役
員の子たちと対話をする中で、今着きました。のマイクロプラスチックの研究をやっている子たちがいるの
で、その、何をからめて只見町の中学校さんのエコ活動があって、ペットボトルをこうなんかどうかする活動
ができないかなって、生徒の前で話したら、そうしたらわかる。気持ちはわかる。海洋ごみを減らすのも大
事だ。マイクロプラスチックも良くない。でもペットボトルがなくなったら困るから、それは嫌。マイボトルを持っ
てくればいいのはわかる。忘れてきたらどうすればいい。じゃあ缶ジュース買えばいいよね。でも缶ジュースっ
て、一回開けたら蓋閉められないよね。どうすればいいかはわかりません。。、いいことは言っても、本音の
部分はそうなんだな。逆に勉強する主体性が育っていない。先生が言うからやる。教科書に書いてある
からやるみたいなことなんだなって感じました。そこで、今の主体性を育てたい一方で、SDGs研究会って
いうのをちょっとずつさせてやっています。生徒の中から興味がある子たちをつのって、プロジェクト学習です
ね。ちょっとやってみたいなと思って、今やっています。今、ただ希望者が 4人しかいないんです。でもみん
な、何やらそういう部署がないで、やりたいって言ってくれた 4人を集めて。この辺のテーマに活動していま
す。今の段階では、いろいろ外部員を入れて、いろんな方の話を聞いたり、言及をしたりしているところで
す。この後、いろんなところで勉強してきた知識を集めて、プロジェクトを動かしていこうというところで、動い
ています。生徒の主体性を育てるっていうのが、だいぶ難しい話なんですが、それ以上に、教員の意識を
高める、実はすごく難しいなと思いまして。結局教員自身が、そこまで SDGs とか ESD にのめり込めてい
ない。理解や準備が十分ではないという現状が個々にあるかなと思っています。ただ、これは他の教員の
悪口を言いたいっていうことでは全くなくて。正直日常の業務が忙しすぎて、全員が高い意識で何かを達
成する。しかも新しい SDGs、ESD を達成するっていうのは、現実的に非常に難しい話になっています。
高等学校は今入試改革で。高校一年生から新課程が始まって、2年後には新課程入試。、センター
試験とはまたぜんぜん新年度の違う入試が行なわれています。知識があるだけでは何もできない。でも知
識がないと何もできないみたいな。していまして、対応ですとか、その他いろいろ部活動の問題とかもあり
ますし。今、ただでさえやることが多い先生たちに、もっと一生懸命やってくださいって言うのも、これでは言
えないという状況です。いろいろプログラムを組んでみたりですとか、計画的にやっているんですが、するって
いうところまで、まだ発展しきれていないという状況です。ただ、その意識を変えるとか、時間はかかるもの
だとは思っていますので、時間をかけつつ。例えば校内でできないなら、地域の人に巻き込まれながら活
動しました。左側の方、これは卒業生の方で、先ほども出ました鹿児島にいるウミネコを研究している方
がいるんですが、こういった方とコンタクトを取りまして。ウミネコの生態調査を今年から行なっています。だ
いぶウミネコの数が今年減っているっていうので、調べていったらキツネの数が増えたからっていうのがわかり
まして。キツネが卵を食べちゃうんですね。何でキツネが増えたかっていったら、結局その人間の事情で、わ
なをかけるための予算が細くなったとかっていうので、普段よりも罠をかける時期が遅くなったら、キツネが
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増えすぎてしまって。卵が食べられて奪われている。結局、人間の生活が、そういう自然環境にも多大な
影響を与えているっていうのがわかってきました。右側、「せ」と書いた T シャツを着ているのがあるんですけ
れども、これは実は、先ほどのせんべい汁の話を出していただいて嬉しかったんですが、B-1 グランプリって
皆さんご存知ですか。B-1 グランプリを主催している八戸せんべい汁研究所の所長、木村聡さんもここ
の先生でして。そういったところからのつながり、たどっていって、生徒たちがボランティアでいろいろ参加して
います。本校が八戸工業大学っていう学校、59年ですけれども、大学の先生方とも連携をしまして、今
ドローンをプログラミングで動かすっていうのをの生徒たちがやっています。分かりにくいんですけれども、これ
体育館のところで、赤い丸で囲んだハエ、セミみたいなドローンです。生徒たちがプログラミングで作って、
動かして、飛ばしています。これ自体はなんかが簡単なやつなんですが、この先 python っていうプログラ
ミング言語を用いたもので、をして動かすっていうものでやっています。実現できるようになりますと、特定の
特徴を持つものをドローンに発見させて、それを追跡するっていうのができるようになるわけです。災害現
場への救済ですとか、何かこう自然災害の何かなのかよくわからないですが、そういうものにも使えるんじゃ
ないかと。前に、また動画なんですけれども、python を用いてプログラミングしたドローンで撮影した動画
を、ちょっと紹介したいと思います。途中で映像がありまして、それを動画にした様子です。こういうことを言
ってはあれですが、生徒が勉強用で使っている安いドローンなので、映像がだいぶ、きれいではないのです
ので。参考程度に見ていただければと。音楽は私が自分で付けました。音楽がないと酔ってしまうので。
途中から見ながらで。はい。 
 
（動画再生中） 
 
坂上：はい。こんな感じです。ESD とかって、ESD の取り組みを始めて 3年ぐらいしか経っていない。本
当にまだ、右も左もわからないままで進んできた学校です。他の学校の方々の、先進的な事例があっ
て。いや、本当に素晴らしいなと思って。いろいろご意見いただきたいなと思っていました。その生徒の主
体性をですとか、学校の中の意識をたんです。どういうので先生方が組み合わせているのかっていうところ
ですね。もし今日よろしければ、ご意見いただきたいなと思います。タイトルがマイナスから始めるっていうこ
とになっているんですが、何でこのタイトルにしたかっていうと、恐らくこの生徒の意識の中にあるプラスの子
たち、マイナスの子たち。教員の中のプラス、この。0付近のものっていうのを全部平均化した時に、まだ
0 に行っていないんじゃないかなと思うところがあって。マイナスから始めるっていうふうに、タイトルをつけさせ
ていただきました。色々ご意見をいただければ、大変ありがたいと思います。本日はお疲れのところ、ありが
とうございました。 
（拍手） 
司会：いいお話をありがとうございました。まさにこういうことを議論するために、こういう場があるのかなとい
うふうに思います。本当に皆さん、そういうふうに思っているんですね。そのことについて今日、皆さんと議論
を戦わせる、情報交換できるかと思います。いかがでしょうか。今日は本音レベルでお話ししてくださったん
ですが。別に、特に焦点は、意識が高くない生徒がたくさんいて、その主体性を育むにはどうしたらいい
か。そしてまた教員の方の課題ですね。これについてどう考えるのかということでした。はい、いかがでしょう
か。はい、お願いします。 
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質問者 6：発表ありがとうございました。意見というよりも、ちょっと教えていただきたいなということ、先生
方がひとつひとつのゼミを開講して、というような形で、もうスライドにももちろんあったんですが、それから高
校の先生がそういうふうにできるんだな、なんて思ったんですが。このゼミの設定って、毎年テーマが変わっ
て行くのかなというところがひとつ。何か、それは先生方がそうやって、何ができるかなと考え始めて。要する
に、さっき言った職員の意識と変わるのかな、なんて思って話を聞いていたんですが。もうひとつ、聞き逃し
ていたら申し訳ないんですが、SDGs研究会で、気候変動をテーマにしてやっていたと思うんですが、その
活動って、その子たちがどこかに発信したとか、波及させていったみたいなとかって、そういうのってあるかな
と。もし、教えていただけたらありがたいです。 
坂上：はい、ありがとうございます。探求のゼミなんですが、これ今年で 3年目になります。1年目はもう
完全に教員が自分でやってみたいことを、ゼミのテーマにしてやりました。一方これが若干、分野に偏りが
出てしまいまして。2年目からは、ある程度分野を分けて。例えば社会向け、国際向け、工学系とかって
分けて、ゼミを設定しています。発展がしていきそうなものは連続してやっています。正直希望する生徒が
いないとか、ちょっと難しかったんでっていうのは切り替えて、違うゼミをまた作ってやっているものです。は
い。あともう 1点なんですが、SDGs研究会は本当に 9月の頭くらいに発足したところで、これからちょっ
と活動していきたいと思っていましたので、まだメンバーが決まったくらいです。はい。ありがとうございます。 
司会：はい。そのほかいかがでしょうか。 
スズキ：すいません、オンラインの方から質問してもよろしいでしょうか。 
司会：じゃあ、スズキ先生お願いします。 
スズキ：はい。東京の ESD-J のスズキと申します。大変素晴らしい発表、ありがとうございました。私も
今ほどの質問に絡めて。気候変動の話って一体どういうふうに取り組んでいくのかなということに、ちょっと
関心があって。気候変動の問題って、分野が広くて。脱炭素みたいなことを今、日本政府自体は一生
懸命いっている。他方で、こう台風の影響とか、気候変動による影響の問題っていうのも今、非常に深
刻になってきていて、どんな分野に取り組んだらいいのかなって。気候変動問題全体というと、何となく身
近な環境から離れてしまうような。そんな印象もあるかと思うんですけれども、子供たちの自主的な関心
を引きつけていこうという話を進めていこうとすると、これからというお話でありましたけれども、どんな形で気
候変動問題に取り組むように、アドバイスをしたりしていかれるのかなということについて、もし何かお考えが
あったら教えていただけたらと思いました。 
坂上：ありがとうございます。気候変動ってその枠が広いからいいなと思った部分もありまして。例えば、も
うこっちから脱炭素とか、温暖化とかってやってしまうと、その中でもできることって大体、大人からある程度
洗脳されているようなことしか出てこない。洗脳ってちょっと言葉は悪いんですけれども、出てこないかなと
思っていまして。気候変動って何にでもつながるなっていうところで、だからこそ生徒たちのその中でできるこ
ととか、興味あることを見つけてほしいなと思って設定しています。生徒たちはこの間、防災・減災のための
取り組みの勉強会に行ってきて。その辺りでやりたいこと、できることを何か広げられていきそうだなと今、
思っているところです。ですので、ご質問いただいたことにお答えするとすれば、枠が広いからこそ、その中で
できることを自分たちで見つけていってほしいなとも思っているところです。以上です。 
スズキ：ありがとうございました。 
司会：はい、ありがとうございました。そうすると防災と気候変動ということで、八戸工大の方ではまた、展
開していくのかなっていうふうに期待を持ちました。生徒の主体性っていうことで、まだご意見が出ていない
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ようなんですけども、私の考えを言わせていただくと、私は全部が意識高い系で主体性を持つということは
なくていいんじゃないかなというふうに思っているんですね。それで非常に人間って矛盾したもので、ごみを
細かく分別するという律儀な人もいるけれども、私なんかは面倒くさく見えて何でこんなにと思ったりする部
分もあります。アメリカではごみ箱って 1個しかありません。全部まとめて入れていますよね。そういう人間
の 2 つの側面っていうのはあるし、子供さんもどうしてそういうこと、自分の欲望をセーブしなくてはいけない
のかっていうことに疑問を持つ。当然なんじゃないでしょうかね。ただ一部ではそういう高い意識を持つ子が
いて、またそういうふうなお子さんが自分自身の生活を振り返ってみて、まず将来ですね。また、そういうこ
とが素養になっていって、歳を取った時にまたその持続可能性について考えるっていう、そういうチャンスも
あるのかなっていうふうに思っていて。むしろ全体が同じ方向性に向かって同じ行動を取るということ自体
に、また私も、疑問を感じていますので、生徒さん自身で議論が起こるということに意味があるんじゃない
なっていうふうに私は考えているところなんです。2人とおっしゃいましたけれども、もう少し出てくるかなと思
いますし、高等学校の課題研究とキャリア形成の議論って結構あるんですけれども、どこの高校さんでも
そんな課題研究で選んだことが、将来につながるっていうのは、多くはないと皆さんおっしゃっていますので。
でもいるというのが実情かなっていうふうに考えているところです。生徒に関しては、そのほかいかがでしょう
か。スズキさん、何かありませんか。これで終わりますか。何でもいいです。 
スズキ：ありがとうございます。お話ありがとうございました。それこそ八戸工大第二高が、SDGs を取り組
み始めようという時に学校にお招きいただきまして。その時から支援をさせていただいております東北地方
ESD活動支援センターのスズキと申します。今、我々ESD活動支援センターが何をしているかと言いま
すと、まさに先生方、悩んでいらっしゃるところを、どうやって我々が支援できるだろうか。支援センターって
いう大層な名前が付いていますけれども、私たちは学校の現場で教えている先生方ではないので、その
私たちが、素人が、何をできるんだろうねっていうことで、今様々なプログラムを展開しておりまして。今年
何となく手ごたえをつかんできたのかな。まさに今ご質問があった気候変動教育をテーマにした、学校現
場での評価学習につなげながらの展開って何かないかっていうところと、学校の先生たち自身があまり背
負わずに、外にいる人たちと連携をしながらの展開ってできないだろうかねっていうところでのプログラムの
挑戦と、それから今日もこの会場にいらっしゃっている、いろんな先生方にご協力いただいて、トライアルし
たプログラムの ESD的な要素ってどこなんだろうっていうところと、ブラッシュアップするためにはどういうところ
が必要なんだろうっていうような、そういう整備の分析、抽出するっていうことを今トライアルでやっているん
ですね。これをまた悩んでいらっしゃる先生方のとこにお届けできるように、取りまとめして発信できないかし
らっていうのを考えておりますので、何かございましたらお手伝いできることがあるかと思いますので、ぜひま
たご連絡いただければと思います。ありがとうございます。 
坂上：ありがとうございます。相変わらずアナウンサーごとく。素晴らしい美声をありがとうございます。大変
お世話になっております。 
司会：お若い先生からのご発言などもよろしいでしょうか。せっかくですので。一言。 
フジサワ：今ご指名いただきましたので、私高校のフジサワと申します。高校でも ESD の活動を推進し
まして、さまざまなことを挑戦させていただいておりましたけれども、本当になかなかこう生徒自身もそうです
し、我々自身も時間を取って活動に取り組んでいくっていうふうなことも、なかなか難しい状況で。おそらく
先生方の学校の中でも、そういったことがあるかと思いますけれども。まずはこういった機会、頂戴いたしま
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した思い、感謝申し上げます。ぜひ何かご縁がありましたらぜひいただければと思っています。よろしくお願
いいたします。 
司会：はい、ありがとうございました。八戸工大のの、を期待しております。本日はご発表どうもありがとう
ございました。 
（拍手） 
坂上：ありがとうございました。 
司会：それでは長くお話いただいて、ご苦労いただきました。リフレクションタイムということですが、お手元
の、先程のシートの方ですね。こちらの方にお書きいただいていると思いますけれども、そちらの方を退室の
時に置いて行っていただけると、またいろんな感想や、アドバイスを共有できるのかなというふうに思いま
す。そうしましたら、今日は最後に、本コンソーシアムの副会長でいらっしゃいます、サイトウシュウイチ先生
に総括をいただきながら。本当に様々な視点からの発表を行なっていただきましたので、まとめるのも難し
いかなと思いますが、先生よろしいでしょうか。。 
サイトウ：今日、第 2回目の未来セミナーということで、ここ会場に来られた方々、それからオンラインで
参加されている方々、改めて御礼を申し上げたいと思います。本当にお忙しい中、ありがとうございまし
た。市瀬先生から総括的なとはありましたが、だんだん回を重ねるに従って、私の力量ではなかなかです
ので、若干の時間が一つ一つ。私自身が学ばせていただいたことで、ご勘弁させていただければというふう
に思っています。一番最初のそのメタバースという、太見さんからのお話の中で、一番印象に残りましたの
は、リアルな体験とそのバーチャルな体験を結びつけると。そして学校教育の中で子どもたちにあえて、い
わゆる学習動機付けっていうお話をされました。これは非常に、ああこういうことができるんだと。先ほど海
の中という話がありましたけれども、リアルには体験できない。そういうところをバーチャルで体験する。こうい
うこともできる。これは大変な驚きです。そういう意味では、これからの学校教育を、新しい視点で事業の
質を深めていくっていう。そういうことが夢として出てくる。そんなことを学ばせていただきました。それから、2
つ目の谷山先生の実践のお話の中では、今日典型的にこれは学べるなというふうに思いましたのは、英
語で T という。それから A という、E というのが出てきました。私は、これ直線的に使われるんだとばっかり
思っておりましたが、そうではなくて Tの学ぶ、そして A の気づき、そして第 3段階の E の体験、経験。こ
れは行動ということになるんですか。それが直線的につながるだけではなくて、その後また E から A に行っ
たり、A から T に行ったりとか、螺旋的に学びが発展していくんだということを学ばせていただきました。これ
は単元全体をどう構成するかの 10何時間。場合によっては 20何時間。あるいはもっとですね。年度
初めの 4月から 3月のの姿を考える時に、非常に参考になる。実践で、具体的な実践で良かったかな
というふうに思っております。それから 3 つ目。海藤先生のお話。実はちょっと私的なお話になりますが、私
SDGs という言葉は全然知らなかったんですが、あるところの会場で海藤さんが、「サイトウさん、これから
は SDGsの時代だよ」と言われて、えっ何それっていうのが海藤さんから学んだことです。それで早速、私
の只見町の教育委員会に来ていただきまして、教育委員会の職員を対象に、海藤さんに SDGs の講
演をしていただきました。随分前の話になりますので、職員は多分何を、何なのかっていうのは、多分理
解できないぐらいの。そういう早い時期に海藤さんの意識はもうすでにそこにいたということです。今日のお
話の中では、私は海藤さんの生き方そのものから来る実践の重み。そして何 10年間も取り組んでい
る、その継続の重み。そういったものを学ばせていただきました。特に一番最初に言われました、誰がやる
かではなくて、何をするか。これが大切なんです。そして今日の学びを明日に生かしてほしいと、私たちに
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言われたんですね。ESDは、私たち教員だとどうしても子供たちにっていうふうに思いがちなんですが、よく
よく考えてみると、自分の生き方が問われているんですね。そういったことを、海藤さんから改めて突きつけ
られたということを感じました。それから 4 つ目の斐太北小学校の実践の中では、2 つのキーワードありま
してね。一つはホールスクール。そして 2 つ目は地域とともにと。これがキーワードでした。特にホールスクー
ルにつきましては、この前の第 2回目の時も、なかなか ESD が一部の教員のみ、あるいはその先生が
退出すると継続しないっていう悩みがありました。そういう点から言いますと、今回の校長先生のご発表の
中に、全職員、それからもう一つはその具体的な実践ですね。抽象的な実践ではなくて、具体的な目に
見える実践。それを取り組まれている。多分、一番最後の話だけれども、坂上先生からすれば、これ先
生、これどうやって全職員でやれるようになったんですかってお聞きしたいぐらいの気持ちが、多分あると思
うんですよ。そういうところは、このホールスクールっていうキーワードで。具体的な実践はもう、お話がありま
したけれども、今あります。それから地域と共にってありました。この中で、コミュニティースクールの運営協
議会と。これ今、皆さん現状どうなっているか、分かりますか。実は形だけなんです。そういうところが多いん
です。でも、この学校のコミュニティースクールは形だけじゃないんですね。なぜでしょう。これは明確な目
的。つまりみらい学習をどうするよ。学校だけじゃなくてみんなの力を貸してくださいと、こう言っているんです
ね。本当にその地域と共にというのをコミュニティースクールの協議会の組織をしっかり生かしながらやられ
ていると。こういったところが、私たち学べるんじゃないかなと思います。それから最後の八戸工大の高校、
中学校の先生からお話がありました。私テーマを見て、ドキっとしました。マイナスから始める、いいです。マ
イナスから始めるんだったら、普通はくじけますよね。でも何故やっておられるんですよ、この先生方。そこで
すよね。多分、その情熱なんですね。4人の SDGs の研究会。たった 4人でも、それから先生方の中に
も、なかなか意識が高まり。でも、あの先生たち面白そうなことをやっているねとか、あの先生たちの取り組
みは子供たち変わったよねとか。そういうふうになってくると、多分他の先生方も意識が変わってくると思い
ます。そういう意味では、生徒たちあるいは先生方の小さな動きが、やがて大きな動きになることを期待し
ておりますので、本当にくじけそうになると思うんですが、頑張っていただければと思います。総括にはなりま
せんでしたが、私が学ばせていただいたことをお話しして、私の話、終わりにしたいと思います。ありがとうご
ざいました。感謝申し上げます 
司会：サイトウ先生、大変丁寧な、ひとつひとつに対する温かいコメントどうもありがとうございました。それ
では予定時間を 8分経過してしまいまして、本当に申し訳ございませんでした。今日も本当に頭から
な、非常に濃密な時間を過ごさせていただきました。非常に皆様のご協力、ご支援に感謝を申し上げま
す。次回は、今度はユネスコスクールの東北大会というものと合体して、こちらのコンソーシアムを開催しま
す。多分 12月 17日の土曜日を予定しておりまして、、今度は子供さんに、子供さんの発表会をいつ
もやっています。こちらの方で、子供さんの姿を見ながら、また考えて行きたいなと思いますので、また、そ
の応募は皆さんが学校の方にお送りさせていただきますので、ぜひ課題研究発表、あるいはユネスコスク
ールの活動、クラブ活動等でも構いませんので、ご応募いただければというふうに思います。はい、それで
はこれにて本日の会議を終了させていただきます。ぜひ残りの時間は、先生方楽しんで帰っていただけれ
ばというふうに思います。本日はどうもお疲れ様でした。ありがとうございました。 
（拍手） 
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ウィズ・コロナ時
代におけるESDの
役割と方向性とは

～探究的な学びを
個別最適で協働的
なものとするため
に～

市瀬 智紀
宮城教育大学 教育学部
ichinose@staff.miyakyo-u.ac.jp

気仙沼ユ
ネスコス
クール研
修会の課
題

地域学習の体験学習では「体験することが目的となってし
まい、問題解決のための知識や技能を身に着けたり、自分
たちにできることを考え実践しようとしたりする意欲や態
度を育てることが難しい。」

探究的な学習については「①課題の設定、②情報の収集、
③整理・分析、④まとめ・表現の過程が大切であるが、単
元の導入時に課題意識を持たせることが不十分であったた
め、深い課題設定とならなかった生徒が多くいたこと、①
④のサイクルを繰り返す中でさらに学びを深めていくこと
ができるようになることが課題である」
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2

編集中
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ウイズコロナ・
アフターコロナ
の体験学習・探
究型学習・課題
研究

• コロナの終息にともなう体験学習の再開とともに、
コロナ禍で進んだICTを活用し、新しい学びの空間
の創造が期待されている。

ニューヨーク国連本部「教育変革サミット」
• 2022 年 9 月 19 日の週（国連総会ハイレベル

ウィーク中）
• 内容：SDG4（教育）の達成のための教育変革に

関し。
• デジタルラーニング（Digital learning）が議論さ

れる。

学校ICTで
目指すべ
き教育環
境

• 1. 学びにおける時間・距離などの制約を取り
払う ～遠隔・オンライン教育の実施～

• 2. 個別に最適で効果的な学びや支援 ～個々の
子供の状況を客観的・継続的に把握・共有～

• 3.プロジェクト型学習を通じて創造性を育む
~文理分断の脱却とPBLによるSTEAM教育の
実現～

• 4.校務の効率化 ～学校における事務を迅速か
つ便利、効率的に～

• 5.学びの知見の共有や生成 ～教師の経験知と
科学的視点のベストミックス(EBPMの促進)～

出典：文部科学省教育の情報化～GIGAスクール
構想の実現～
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• 教材を一斉に配布瞬時に共有できる。

ロイロノートHPから

本日の課題：
探究学習のプ
ロセスでどの
ようにICTを活
用できるで
しょうか？

5
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１.課題の
設定段階

• 基本情報の収集
• 定義の確認
• 自分の疑問について客

観的にとらえられる

２．情報
の収集段
階

• 思考錯誤しながら適切な情報を探す。
• 批判的に思考して情報を収集する。
• 適切な場面で適宜情報を収集する。
• 記録・メモ、写真撮影、動画撮影、音声イン

タビューなど状況にあわせた方法を用いる。
• 時間や距離を超えて情報を収集できるICTの特

性を活用する。
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３．整理・分析の
段階

• 実験・観察・体験の結果の記録する。
• 写真や動画、インタビューや動画をタブレッ

ト上に保存する。
• 大容量の情報をペーパーを保存することがき

る。
• タイトルをつける、記録を記す、取捨選択な

どの作業を行う。
• 制作・加工プロセスを通して思考力・判断力

を育成することができる。

３．整理分析
の段階
• シンキング・スキルを使って、

思考のプロセスを明確化でき
る。

• シンキング・スキルを使って
思考したことを、次に文章化
することで表現することで論
理的思考力が増す。
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シンキン
グ・スキ
ルで思考
力・判断
力を高め
る

ベン図 比較する

Ｙ /Ｘ /Ｗチャート 多面的に見る・分類する

ピラミッドチャート（上から下） 具体化する・構造化する

ウェビング（イメージマップ） 広げる

フィッシュボーン 多面的に見る・見通す

KWL 見通す

データチャート 比較する・理由付ける

座標軸 順序付ける・比較する

PMI 多面的に見る

同心円チャート 変化をとらえる

情報分析チャート 構造化する・見通す

ダイアモンドランキング 比較する・順序付ける

協働的な学びと個別最適化

ICTで他の生徒と情報を瞬時
に共有でき、他の生徒の意見
や考えも瞬時に共有できる。

距離を超えてほかの生徒にも
コメントができる。

シンキングツールを協働作業
することで、思考を明確化す

ることができる。

個別最適化とは一人ひとりの
理解状況や能力、適性に合わ
せて個別に最適化された学び

を行うことを指す。

ICTの活用によりまれな才能
を発揮する生徒がいる一方で、
展開の遅い生徒への配慮が必

要。

生徒の作成した情報を共有す
る際に、生徒の動機づけにな
る情報と生徒間で差がつく情

報を見極めて共有する。

11
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4.まとめと表現

コミュニケーション力
自己表現力の高まり
自己肯定感の高まり
個別の表現方法を採用

ICTによる生徒のデータの蓄積をESD評価に結び付
ける～ACCU評価事業の成果をご紹介します。

13
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https://www.accu.or.jp/cms/wp-
content/uploads/2022/03/jissen01_ele.pdf

https://www.accu.or.jp/cms/wp-
content/uploads/2022/03/jissen02_ele.pdf

https://www.accu.or.jp/cms/wp-
content/uploads/2022/03/jissen03_ele.pdf

https://www.accu.or.jp/cms/wp-
content/uploads/2022/03/jissen04_ele.pdf

17
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東京都大田区立大森第六中学校
３つのCHA
CHANCE CHALLENGE CHANGE

日本ESD学会

日本ESD学会

19
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文章表記 形態素解析
市瀬先生にお願いしました。

ルーブリックの評価と言語表現に
よる自己評価が必要

左図の例は3年理科「イオンと化
学変化」の単元を通して、成⾧し
た場面を考えさせ、生徒の言葉の
中で頻出した回数を表したもの

班で協力して実験を行い、人の意
見を聞き、自ら考えて自分の意見を
考え、自分の意見を発表することで、
理解できたことが、伺える。

日本ESD学会

＜８つのカテゴリーの相関から例示＞
ESDの態度<--> 経験値 .570
ESDの知識<--> 経験値 .658
ESDの態度<--> 思考力 .709
ESDの態度<--> 表現力 .690

＜個別の項目40項目の相関から例示＞
既習事項や経験と結び付ける<-->課題に気づいて行動を変える .511
既習事項や経験と結び付ける<-->多様な課題を発見考える .514
他者に共感尊重<--> 多様な課題に自分の考え .520
ICTの活用<-->資料作成のスキル .578
SDGs達成のために行動<-->課題に気づいて行動変える .614
日常生活でSDGsを意識<-->課題に気づいて行動変える .576
日常生活でSDGsを意識<-->望ましい未来像を吟味 .606
家族友人と話す<-->課題に気づいて行動を変える .552
地域や日常生活の課題発見<-->多様な課題を発見考える .597
情報検索・収集するスキル<-->課題解決のための意見 .601
考えを改善し解決につなげる<-->課題に気づいて行動を変える .571
考えを改善し解決につなげる<-->多様な課題に自分の考え .683

日本ESD学会

21
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さらなるBig Data の活
用をめざして
田端健人先生開発：平
均ゾーンシステムWeb
アプリ

https://italab.info/tabat
a/elem_jm.html

MUE Scientific research by Dr. Tabata Taketo

23
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1

UNESCO School Network 
(ASPnet): Collaborative Action 

Research
on the Role of Schools in 

Achieving SDGs in Asia-Pacific

What indicators and Materials 
are used for learning 

assessment?

2

1

2

編集中
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1

学校と地域が協働で
創り上げる只見町

ESD/SDGs の今後の
展開に向けて

市瀬智紀
ichinose@staff.miyakyo-

u.ac.jp

世界の動向に対応した
導入事項

国内の動向に対応した
導入事項

地域の動向に対応した導入事
項

2005年持続可能な開発のための10年
(DESD)の開始

ユネスコスクールとは2009年度

ユネスコスクールとは2010年度
2011年3月11日 東日本大震
災

2011年度

ユネスコスクールガイドライン
資質・能力、態度

防災教育2012年度

グローバル人材の育成2013年度
持続可能な開発のための10年(DESD)
を振り返る。

2014年度

第3回国連防災世界会議「仙台防災枠
組2015-2030」
グローバル・アクション・プログラ
ム

2015年度

カリキュラム・マネジメント
アクティブ・ラーニング
探究型学習

海洋教育2016年度

ホールスクール・アプローチ2017年度
持続可能な開発目標(SDGs)2018年度
ホールスクール・アプローチ資質・能力

新学習指導要領「持続可能な社会の
創り手」

2019年度

ESD for 2030カリキュラム・マネジメント2020年度

気仙沼ユネスコスクール研修会の歴史（2009年度から）

1

2

編集中



2023/3/14

2

「只見町で生き抜く力」
「地域を誇りに思う『誇り教育』

• 只見町でESDを取り組むのはなぜかということになりますが、わたしたちの町はユネスコ・エコパークという世界的な
認証をもらいました。ユネスコ・エコパークというのは、人と自然が共生して生きているモデル地域、そういう指定を
うけました。そのような大きな枠組みの中で、悩みがあります。

• 只見町は、モデルの指定は受けたが誰もいなくなった。町が消えてしまったということになりかねない。それが、ESD
を今と取組まなければいけないと思った最大の理由です。人と自然という生き方を残していくということ。山深い、雪
深い、３メートルも４メートルも雪が降る、私たちの町の4つの小学校が、どんな教育をしなければいけないかと考え
たときに、只見で生き抜く人材育てるしかない。

• 具体的にどういうことか、それは、わたしたちの町に戻ろうとしても勤める場所がない、誘致企業もない、ならば俺が
仕事創ってやるんだ、それくらい気概のある人材を育てる教育をどうやってできるか、そう考えたときに、ESDとはど
ういう教育か、地域を支える人材を育てる以外にはない。

• では、今、私たちの地域が持続しないのはなぜか。それは理由がはっきりしています。それは否定教育、無言の否定教
育だからです。子どもたちが育つなかで、こんな雪の多い只見にいたって仕事なんかない、こんな生活をしていても未
来はないんだ、そんなことを暗に感じながらずっと成⾧してきた。本当にこれで地域が持続するんだろうか。

• その無言の否定教育から、地域を誇りに思う「誇り教育」に転換する必要がある。ではどうやって転換するのか、そこ
に郷土学、只見学を位置付けました。その只見学を通して只見愛をいかに育むか、これをしていかなければ、只見を支
える人材は育たない、というところに行き着きました。そういったことでESDは地域の課題という課題だったり地球規
模の課題だったりしますが、まずは地域の課題をどうするかというところにESDの焦点を合わせたというような状況で
あります。

• (只見町教委員会前教育⾧ 齋藤修一 2016年11月25日)

人口減少
と地域社
会そして
教育

人口減少・高齢
化で自己再生の
エネルギーを失

う地域社会

人口減少・高齢
化で自己再生の
エネルギーのあ

る地域社会

地域再生のエン
ジンとならない

学校

地域再生のエン
ジンの役割を果

たす学校「ねっかさすけねぇー（No 
problem at all）」

3

4

編集中



2023/3/14

3

アジアのユネスコ
スクール

ESD／ユネスコスクール・東北コンソーシアムについて

＜仙台広域圏RCE＞
仙台、気仙沼、大崎
白石・七ヶ宿地域
環境省、NPO 等

＜ユネスコ協会＞
・仙台ユネスコ協会
・気仙沼ユネスコ協会
・白石ユネスコ協会等

＜教育委員会＞
・気仙沼市教育委員会
・只見町教育委員会
・大仙市教育委員会 等

＜東北地区ユネスコスクール（103校）＞
・宮城県内81校（気仙沼・大崎・白石、仙台等）

・秋田3校 ・岩手1校 ・山形5 ・福島13校
ESD/SDGsを推進する学校

＜宮城教育大学＞
・教職大学院
・防災教育研修機構等

＜企業等＞
・環境会議所東北 等

東北地方ESD活動支援
センター

ESDコーディネーター

《
地
域
》

《
大
学
》

《
行
政
》

《
学
校
》

社
会
教
育
施
設
等

学
校
に
お
け
るESD

/SD
G

ｓ

国連大学RCE 海外のESD／
SDGs関連団体

・全国のユネスコスクール・
ESDコンソーシアム（信州、奈
良、大牟田等）

普及

交
流

交
流

交
流

ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム

連携

秋田県大仙市教育委員会

岩手県平泉町教育委員会

宮城県大崎市

宮城県気仙沼市教育委員会

宮城県富谷市教育委員会

宮城県白石市

群馬県みなかみ町教育委員会

福島県只見町教育委員会

ラムサール条約湿地（伊豆沼・
内沼、蕪栗沼、化女沼）

世界遺産 岩手県平泉町

ユネスコエコパーク

福島県只見町

ユネスコエコパーク

群馬県水上町

世界農業遺産

宮城県大崎市

ユネスコ食文化創造都市
山形県鶴岡市

世界自然遺産
白神山地

世界遺産 北東北の縄文遺跡群

ESD／ユネスコスクール・東北コンソーシアムについて
青森県青森市・八戸市

5
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4

• https://hokkaidotohokuaspnet.com/

宮城県気仙沼市教育委員会

宮城県大崎市

秋田県大仙市教育委員会

福島県只見町教育委員会

岩手県平泉町

高等学校課題研究SDGs

2017 2019 2020 202120142013 2015 20162002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

スローフード 国際環境学習 RCE ユネスコスクール 海洋教育 SDGs

ラムサール RCE ユネスコスクール 世界農業遺産

国研ESD研究指定 環境学習

エコパーク ユネスコスクール海洋教育

世界遺産学習

7
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5

学校A

3.コンソーシアムの課題
教員・学校・地域間の相互エンパワーメントによる「SDGsカリキュラム」の展開と評価方法の開発

管理職B

トップ
ダウン

教員A

ボトム
アップ

教育委
員会

学校D

学校C

学校B

学校A教員A

Individual Whole school Whole area

SDGs

資質能力の育
成

都市部・進学校

地球的課題

東北地方

人口減少・学校統
廃合

地方・地域の学校

地域課題

9
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6

只見町ESDの特徴

• 行政のバックアップ（第7次
只見町振興計画）

• 保育所から小中学校、高校ま
でがつながっている。

• 山から海へ、ローカルからグ
ローバルへとつながっている。

• 学校発で地域社会の変容をは
かっている。

保育所・小中学校・只見高校との
一貫教育

山間地で「グローバルな視点を付
加する教育」

学ぶ教育から「貢献する教育」

「誇り教育」への転換

只見町
ESDの多
様な側面

環境教育（UNESCOエコパーク
Programme on Man and the Biosphere）

海洋教育（Ocean Education）

気候変動教育（Climate Change 
Education）

防災教育、伝統文化教育…

水害出前講座
水害の語り部活動

ブナの森の散策
ふるさと登山

田子倉湖ボート散策

海洋交流学習
海辺の清掃学習

「気候非常事態宣言」

11
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編集中
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7

Transformative Action for 2030
School Practice example of 
ASPnet school in Tadami Town

13
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8

地域連携の理論：社会
に開かれた教育課程

• 第4章 学習指導要領の枠組みの改善と「社会に開かれた教育課程」

• 1．「社会に開かれた教育課程」の実現

• こうした社会とのつながりの中で学校教育を展開していくことは、我が国が社会的な課題を乗り越え、未来を切り拓ひ
らいていくための大きな原動力ともなる50。特に、子供たちが、身近な地域を含めた社会とのつながりの中で学び、自
らの人生や社会をよりよく変えていくことができるという実感を持つことは、困難を乗り越え、未来に向けて進む希望
と力を与えることにつながるものである。

• 註50：未曾有の大災害となった東日本大震災における困難を克服する中でも、子供たちが現実の課題と向き合いながら
学び、国内外の多様な人々と協力し、被災地や日本の未来を考えていく姿が、復興に向けての大きな希望となった。人
口減少下での様々な地域課題の解決に向けても、社会に開かれた学校での学びが、子供たち自身の生き方や地域貢献に
つながっていくとともに、地域が総掛かりで子供の成⾧を応援し、そこで生まれる絆(きずな)を地域活性化の基盤とし
ていくという好循環をもたらすことになる。ユネスコが提唱する持続可能な開発のための教育(ESD)や主権者教育も、
身近な課題について自分ができることを考え行動していくという学びが、地球規模から身近な地域の課題の解決の手掛
かりとなるという理念に基づくものである。

15
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9

地域連携の理論：
Global Action Program 5つの優先分野と教育実践にかかわる課題

GAPの教育実践にかかわる課題GAPの5つの優先分野
教育政策、カリキュラム及び国家的なスタンダード、学習評
価を確立。指標となる枠組み等にESDを導入。Ⅰ.政策的支援(ESDに対する政策的支援)

教授内容や方法論の再方向付け、コミュニティ、ステークホ
ルダーとの連携、持続可能な開発に則した学校園やや施設管
理を行う

Ⅱ.機関包括型アプローチ (ESDへの包括的取
組)

教員養成及び現職教員研修へのESDの導入。学校管理者に対
するESD研修。教科への浸透。教科横断的な項目としての
ESDの統合

Ⅲ.教育者(ESDを実践する教育者の育成)

(a)学習者中心のノンフォーマル及びインフォーマルな場での
ESDの学習の機会の充実。Ⅳ.ユース(ESDへの若者の参加の支援)

(b)地方機関や地方自治体によるESD学習機会の提供。地域レ
ベルでのESDの学校への導入を支援。

Ⅴ.地域コミュニティ(ESDへの地域コミュニ
ティの参加促進)

地域連携の理論：最近の第2期ESD国内実施計画

17
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地域連携の課題

「地域学習の体験学習では、体験することが目的となってしまい、問題
解決のための知識や技能を身に着けたり、自分たちにできることを考え
実践しようとしたりする意欲や態度を育てることが難しい。」(新城小学
校 2019年度 第２回)

本研修会では、毎年同じ体験学習を繰り返すことについての問題意識が
幾度となく提起されている。

ESDを取り入れストーリーをつくること

• 只見を愛し、未来の只見を考えられる子どもの育成△
生徒の変容やアクションが見えない。
生徒がストーリーにかかわり、生徒とともに作り上げ、具体化していくことが望
ましい。

• 只見小学校：
「郷土料理について知り調理しそのよさをたたえていく」⇒地域の食材を大切に
しながらも、海とのかかわりから食材や調理法を考え、現在から未来へ伝えてい
くことのできるオリジナル料理をつくり発信していくこと

19
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ふるさと教育・地域学習とESDは何が違うのか

伝統芸能を学ぶ：明和小学校

伝統料理を学ぶ：朝日小学校

年中行事体験 ：只見小学校

伝統工芸（つる細工）を学ぶ

文化財を学ぶ ：生涯学習

Local Knowledge

伝統から学ぶ生活の知恵とは何
か？

Sustainability

ものと暮
らしの

ミュージ
アム

21
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ふるさと教育・地域学習とESDは何が違うのか

郷土料理

災害・飢餓

地産地消

給食センター・
SDGs

海との
つながり

ふるさと教育・地域学習とESDは何が違うのか

結びつけて考える・循環として考える ＝System Thinking
• 海につながる川の学習：明和小学校
• 海辺の清掃活動：只見中学校

ローカルからグローバルにつながる
• SDGsバッジの作成と国連への送付：只見中学校
• 「気候非常事態宣言」：只見中学校
• 地域企業の研修生との交流：只見中学校

23
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ふるさと教育・地域学習とESDは何が違うのか

保護者＜地域社会への発信
• 「新聞紙レジ袋」「ねっか袋」：只見中学校
• 「PET Free Monday」：只見中学校

日本＜国際社会への発信
• SDGsバッジの作成と国連への送付：只見中学校
• 「気候非常事態宣言」：只見中学校
• 「福島議定書」（学校版報告）：朝日小学校

体験型学習の学習スタイル

地域人材の活用

•地域に根差した
学習

•地域の人材や
NPOが教育に
参画

体験学習

•グルーブ学習
•協働学習
•自主的な活動
• ICTの活用

主体性・協調性

積極性

•他者と協力する
力

•つながりを重ん
じる

•リーダーシップ
•コミュニケー
ション能力

学習への興味関
心

•考える力の向上
•学習への参加意
識の向上

25
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地域連携の課題

「地域学習の体験学習では、体験することが目的となってしまい、問題
解決のための知識や技能を身に着けたり、自分たちにできることを考え
実践しようとしたりする意欲や態度を育てることが難しい。」(新城小学
校 2019年度 第２回)

本研修会では、毎年同じ体験学習を繰り返すことについての問題意識が
幾度となく提起されている。

地域連携の課題

唐桑中学校では、2015年にそれまでの学習形態を改めて、学年ごとにテーマを設定し、そのテーマについての課題を解決
させることで、探究的な学習をすすめていく手法をとった。

その結果、「従来までの外部講師から学んだことにネットの情報を付け加えながらまとめて発表する、というこれまでの
形から、探究的な学習へ移行するための一歩を踏み出すことができた1年となった」としている。

一方で、探究的な学習については「①課題の設定、②情報の収集、③整理・分析、④まとめ・表現の過程が大切であるが、
単元の導入時に課題意識を持たせることが不十分であったため、深い課題設定とならなかった生徒が多くいたこと、①④
のサイクルを繰り返す中でさらに学びを深めていくことができるようになることが課題である」としている。

探究型の学習を展開するためには、課題意識を育てるために準備と時間が必要であるがそうした時間がとれないことや、
課題意識の設定の方法についての情報共有が必要。

27
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ESＤ for 2030が目指す教員・学校・地域の変容

教員

①学習やプロジェクトを通して
生徒の変容をとらえられる。

②生徒の変容を教員間で共有で
きる。

③外部と連携するなかで自分自
身のキャパシティを広げられ
る。

④多様な研修に参加する中で常
に気づきが得られる。

学校

①民主主義的な学校運営が行わ
れている。

②持続可能性についての方向付
けが学校全体で行われている。

③持続可能性のために校舎や設
備を活用できる。

④教員の労働条件と幸福が考え
られている。

地域社会

①地域と学校が持続可能性に向
けて目標を共有している。

②学校の学びが地域にあり地域
の学びが学校にある。

③児童生徒（Youth）の変容的
行動を受け止め、促す。

ESＤ for 2030が目指す幼小中高連携・地域連携の
ステップ

学校が体験学習の場
として地域の資源を
活用する。

学校が地域での調査
や地域とのコミュニ
ケーションにより、
探究を深める。

学校と地域が持続可
能性に向けて課題意
識と目標を共有して
いるか？

地域が生徒の変容的
行動を受け止め、影
響を与えながら地域
と学校が相互に変容
する。

地域の特性
津波災害、人口減少・
高齢化、生物多様性の
毀損、伝統芸能の継承、

…
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体験活動をマンネリ化させないためには

・活動の前に生徒は必ず疑問を出し、問いを立てることに十分な
時間を取る。
・探究における考察に時間をかける。生徒自ら思考の過程を説明
できるようにする（後述）。
明和小学校さんの探究プロセス

知識の深化 技能の活用 価値の醸成 行動の変容

只見小授業改善の視点

• 子どもの問いや願いを生かした学習の展開
• 子どもの問い「～なのかな。」や願い「（活動の目的を示す）

～しよう。」を解決するための学習の展開において，具体物を
用いたり，ゲストティーチャーを招いたりするなどの体験的な
活動を行うことで，子どもが主体的に学習に取り組むことがで
きるようにしたい。
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朝日小「ファシリテーション型授業」の実施

• 子どもたちの主体的な学びを重視した実践
• （教師のファシリテーションスキルの向上）
• 深い学びにつながるためのコーディネート （発問の工夫・葛藤

場面を生み出す工夫，比較・検討する場の設定など）
• 自分の思いや伝えたいことが分かるように表現する場の設定
• 学習形態の工夫

Education for Sustainable Development: 
towards achieving the SDGs (ESD for 2030)
• ESD for 2030では「変容的行動変容を主張」
• 変容的行動のステージ（The Stages of Transformation）

意識化
（aware
ness）

複雑性の
認識

（under
standing 

of 
complexi

ties）

共感
（empat

hy）

自己移入
（compa
ssion）

エンパワー
メント

（empowe
rment)

自己・他者
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朝日小「未来へ向かって行動できる力」

• 「未来へ向かって行動できる力」とは

• 現状や課題を把握する力
• 只見町への影響や関係を考える力（知る）
• 解決のために自分でできることを考える力
• 主体的に関わる力（実行する）

高階玲治編集『幼・小・中・高の連携・一貫教育の展開』（教育開発研究所）掲載
小中連携と「学びのIn・About・For」
上越教育大学大学院 木村吉彦

幼小中高連携の意義
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幼小中高連携の意義

小学校
☑自己認識

☑自己肯定感

☑自己抑制

☑忍耐力

☑探究心

☑メタ認知能力

中学校
☑合意形成と協力

☑情報収集・選択能力

☑言語化する力

☑課題を自分事化する力

☑責任感

☑自己決定力

高等学校
☑批判的思考力

☑論理的思考力

☑課題解決能力

☑リーダーシップ

☑情報発信力

☑学び続ける力

価値理解

ESD/SDGsについての知
識・理解

システム思考

持続可能なライフスタイル
の実践

持続可能な地域と国際社会の
取組への行動力

地域連携の理論：社会
に開かれた教育課程

• 第4章 学習指導要領の枠組みの改善と「社会に開かれた教育課程」

• 1．「社会に開かれた教育課程」の実現

• こうした社会とのつながりの中で学校教育を展開していくことは、我が国が社会的な課題を乗り越え、未来を切り拓ひ
らいていくための大きな原動力ともなる50。特に、子供たちが、身近な地域を含めた社会とのつながりの中で学び、自
らの人生や社会をよりよく変えていくことができるという実感を持つことは、困難を乗り越え、未来に向けて進む希望
と力を与えることにつながるものである。

• 註50：未曾有の大災害となった東日本大震災における困難を克服する中でも、子供たちが現実の課題と向き合いながら
学び、国内外の多様な人々と協力し、被災地や日本の未来を考えていく姿が、復興に向けての大きな希望となった。人
口減少下での様々な地域課題の解決に向けても、社会に開かれた学校での学びが、子供たち自身の生き方や地域貢献に
つながっていくとともに、地域が総掛かりで子供の成⾧を応援し、そこで生まれる絆(きずな)を地域活性化の基盤とし
ていくという好循環をもたらすことになる。ユネスコが提唱する持続可能な開発のための教育(ESD)や主権者教育も、
身近な課題について自分ができることを考え行動していくという学びが、地球規模から身近な地域の課題の解決の手掛
かりとなるという理念に基づくものである。
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地域連携の理論：
Global Action Program 5つの優先分野と教育実践にかかわる課題

GAPの教育実践にかかわる課題GAPの5つの優先分野
教育政策、カリキュラム及び国家的なスタンダード、学習評
価を確立。指標となる枠組み等にESDを導入。Ⅰ.政策的支援(ESDに対する政策的支援)

教授内容や方法論の再方向付け、コミュニティ、ステークホ
ルダーとの連携、持続可能な開発に則した学校園やや施設管
理を行う

Ⅱ.機関包括型アプローチ (ESDへの包括的取
組)

教員養成及び現職教員研修へのESDの導入。学校管理者に対
するESD研修。教科への浸透。教科横断的な項目としての
ESDの統合

Ⅲ.教育者(ESDを実践する教育者の育成)

(a)学習者中心のノンフォーマル及びインフォーマルな場での
ESDの学習の機会の充実。Ⅳ.ユース(ESDへの若者の参加の支援)

(b)地方機関や地方自治体によるESD学習機会の提供。地域レ
ベルでのESDの学校への導入を支援。

Ⅴ.地域コミュニティ(ESDへの地域コミュニ
ティの参加促進)

地域連携の理論：最近の第2期ESD国内実施計画
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気仙沼市内学
校の連携先例

馬籠風土研究会（地域の団体）
社会福祉協議会、社会福祉法人：気仙沼みのりの園、社会福祉法人：春圃苑、小泉幼稚園、公民
館、介護老人福祉施設」はまなすの丘、漁業協同組合、消防団
NPO法人自然環境復元協会 島村雅英氏（ビオトープ）５年、地域学習コーディネーター 小野
寺雅之氏（ふゆみず田んぼ）５年、
日本雁を保護する会 呉地正行氏（ふゆみず田んぼ）５年、気仙沼市社会福祉協議会（キャップ
ハンディ体験）４年
東北大学 災害化学国際研究所、気仙沼市 危機管理課

社会福祉協議会、地元の企業や職場
気仙沼支援学校、気仙沼市社会福祉協議会、気仙沼市危機管理課

気仙沼市危機管理課、気仙沼消防署、気仙沼消防団第７分団、階上地区婦人防火クラブ、階上地
区振興協議会、階上地区防犯協会、階上公民館、階上駐在所、階上小学校、階上小・中学校PTA
宮城県漁協大島出張所青年研究会、大島海友会、気仙沼海上保安署、宮城県気仙沼保健福祉事務
所、大島みらいプロジェクト、KDDI、大阪そねざきロータリークラブ
NPO法人 シーズアジア、気仙沼復興協会
地域の事業所、気仙沼警察署、気仙沼消防署
産業技術総合研究所からアドバイスや講義をしていただいている。東北電力様からご協力をいた
だき、講義や講師派遣、見学場所の紹介などをしていただいている。
地元のNPO法人「森は海の恋人」の畠山信さんに講義をしていただいたり、同法人森里海研究所
において、体験学習などを行ったりしている。
リアスマーク美術館の学芸員さんから講話をいただいた。（津波防災に関する講話）
下川内けんばやし保存会、気仙沼市文化財保護審議会
小泉公民館
東北大学、農協、漁協、森林組合

気仙沼漁業協同組合唐桑支所、宿打ちばやし保存会
幼・保・小連携（気仙沼市津谷保育所・気仙沼市立津谷小学校）、気仙沼市立馬籠幼稚園、JA三
陸営農センター、地域に住む外国出身者、仮設住宅住居人など
気仙沼市立馬籠小学校、JA南三陸
JA南三陸、気仙沼市立馬籠幼稚園、気仙沼市立小泉小学校・中学校、気仙沼市立小泉公民館
地域コーディネーターなど

ESＤ for 2030が目指す教員・学校・地域の変容

教員

①学習やプロジェクトを通して
生徒の変容をとらえられる。

②生徒の変容を教員間で共有で
きる。

③外部と連携するなかで自分自
身のキャパシティを広げられ
る。

④多様な研修に参加する中で常
に気づきが得られる。

学校

①民主主義的な学校運営が行わ
れている。

②持続可能性についての方向付
けが学校全体で行われている。

③持続可能性のために校舎や設
備を活用できる。

④教員の労働条件と幸福が考え
られている。

地域社会

①地域と学校が持続可能性に向
けて目標を共有している。

②学校の学びが地域にあり地域
の学びが学校にある。

③児童生徒（Youth）の変容的
行動を受け止め、促す。
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ESＤ for 2030が目指す幼小中高連携・地域連携の
ステップ

学校が体験学習の場
として地域の資源を
活用する。

学校が地域での調査
や地域とのコミュニ
ケーションにより、
探究を深める。

学校と地域が持続可
能性に向けて課題意
識と目標を共有する。

地域が生徒の変容的
行動を受け止め、影
響を与えながら地域
と学校が相互に変容
する。

地域の特性
洪水災害、人口減少・
高齢化、生物多様性の
毀損、伝統芸能の継承、

…

学校教育におけるSDGsの教育現場への導入と
その成果に関する考察

―東北地方の学校実践を中心に―

市瀬智紀 本図愛実 卜部匡司
（宮城教育大学）（宮城教育大学）（広島市立大学）
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新学習指導要領 前文

これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を目指しつつ，一人一人の児童
が，自分のよさや可能性を認識するとともに，
あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変
化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，
持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求められる。このために必
要な教育の在り方を具体化するのが，各学校において教育の内容等を組織的かつ計画的に
組み立てた教育課程である。
教育課程を通して，これからの時代に求められる教育を実現していくためには，よりよい
学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し，
それぞれの学校において，必要な学習内容をどのように学び，どのような資質・能力を身
に付けられるようにするのかを教育課程において明確にしながら，
社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという，社会に開かれた教育課程の実
現が重要となる。

新学習指導要領とSDGs

１．育成を目指す資質・能力についての基本的な考え方
多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力、持続可能な社
会づくりに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、感性、優しさや
思いやりなど、人間性等に関するもの。
(資質・能力の三つの柱に基づく教育課程の枠組みの整理)
また、世界とその中における我が国を広く相互的な視野で捉えながら、社
会の中で自ら問題を発見し解決していくことができるようにしていくこと
も重要となる。国際的に共有されている持続可能な開発目標(SDGｓ)なども
踏まえつつ、自然環境や資源の有限性、貧困、イノベーションなど、地域
や地球規模の諸課題について、子供一人一人が自らの課題として考え、持
続可能な社会づくりにつなげていく力を育んでいくことが求められる。

第５章 何ができるようになるか －育成を目指す資質・能力－
2016(平成28)年12月中央教育審議会答申
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が

総合学習を中心とするカリキュラムマネジメント

教科A

教科B

総合・探究

教科C

教科D

4月

単元

5月 6月

単元

単元

7月・・・

学校全体で取り組み、学年間のつながりを考える

単元の展開の順番と各教科間の関連を考える

総合の探究学習や体験活動とつなげる

育成する資質・能力と結び付ける

本年度
ESD/ユネ
スコスクー
ル東北コン
ソーシアム
からのお約
束

各学校、教育委員会でつくられるESD関係
資料の広報、印刷などに予算を出します。

国際的なイベントに参加されるとき、エン
トリーのお手伝いをします。

各学校でつくられるルーブリック・ポート
フォリオの作成にチームでお手伝いします。

各学校のルーブリック・ポートフォリオの
データの集計・文分析をお手伝いします。
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これまでの気仙沼地域連携の成果
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これまでの気仙沼地域連携の成果

2.コンソーシアムにおけるSDGs学校実践の特徴
https://www.youtube.com/watch?v=VzsyCpCcI_g

持続可能性の問題を解決するために、多様な手法を総合的に活用しているか。

地域に根差した学習をするとともに、グローバルな視点を取り入れられている
か。

競争と共生、消費と節約など、矛盾が生じる正解のない課題が学習に取り入れ
られているか。

知識や理解にとどまらず、学習したことが行動の変革に結び付いているか。
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目標１：あらゆる場所で、あらゆ
る形態の貧困に終止符を打つ

目標２：飢餓に終止符を打ち、食
料の安定確保と栄養状態の改善を
達成するとともに、持続可能な農

業を推進する

目標３：あらゆる年齢のすべての
人々の健康的な生活を確保し、福

祉を推進する

目標４：すべての人々に包摂的か
つ公平で質の高い教育を提供し、

生涯学習の機会を促進する

目標５：ジェンダーの平等を達成
し、すべての女性と女児のエンパ

ワーメントを図る

目標６：すべての人々に水と衛生
へのアクセスと持続可能な管理を

確保する

目標７：すべての人々に手ごろで
信頼でき、持続可能かつ近代的な
エネルギーへのアクセスを確保す

る

目標８：すべての人々のための持
続的、包摂的かつ持続可能な経済
成⾧、生産的な完全雇用および

ディーセント・ワークを推進する

目標９：レジリエントなインフラ
を整備し、包摂的で持続可能な産
業化を推進するとともに、イノ

ベーションの拡大を図る

目標１０：国内および国家間の不
平等を是正する

目標１１：都市と人間の居住地を
包摂的、安全、レジリエントかつ

持続可能にする

目標１２：持続可能な消費と生産
のパターンを確保する

目標１３：気候変動とその影響に
立ち向かうため、緊急対策を取る

目標１４：海洋と海洋資源を持続
可能な開発に向けて保全し、持続

可能な形で利用する

目標１５：陸上生態系の保護、回
復および持続可能な利用の推進、
森林の持続可能な管理、砂漠化へ
の対処、土地劣化の阻止および逆
転、ならびに生物多様性損失の阻

止を図る

目標１６：持続可能な開発に向け
て平和で包摂的な社会を推進し、
すべての人々に司法へのアクセス
を提供するとともに、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で責任ある包

摂的な制度を構築する

目標１７：持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、グローバ

ル・パートナーシップを活性化す
る

ESDと関連
付けられた3

つの観点

持続可能な開発のための教育（ESD）は学習指導
要領に示された３つの観点と結び付けられている。

①課程設計の編成（カリキュラムマネジメント）

②資質・能力

③社会に開かれた教育課程、と関連付けられなが
ら言及されている。
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資料：学習
指導要領等
の改善及び
必要な方策
等について

(答申)

• 第2章 2030年の社会と子供たちの未来

(予測困難な時代に、一人一人が未来の創り手となる)

• 特に、自然環境や資源の有限性等を理解し、持続可能な社会づくりを実現してい
くことは、我が国や各地域が直面する課題であるとともに、地球規模の課題でも
ある。子供たち一人一人が、地域の将来などを自らの課題として捉え、そうした
課題の解決に向けて自分たちができることを考え、多様な人々と協働し実践でき
るよう、我が国は、持続可能な開発のための教育(ESD)に関するユネスコ世界会
議のホスト国としても、先進的な役割を果たすことが求められる。

• 教育課程において、各教科等において何を教えるかという内容は重要ではあるが、
前述のとおり、これまで以上に、その内容を学ぶことを通じて「何ができるよう
になるか」を意識した指導が求められている。特に、これからの時代に求められ
る資質・能力については、第５章において述べるように、情報活用能力や問題発
見・解決能力、様々な現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力など、特
定の教科等だけではなく、全ての教科等のつながりの中で育まれるものも多く指
摘されている45 。

• 註45:持続可能な開発のための教育(ESD)が目指すのも、教科等を越えた教育課程
全体の取組を通じて、子供たち一人一人が、自然環境や地域の将来などを自らの
課題として捉え、そうした課題の解決に向けて自分ができることを考え実践でき
るようにしていくことである。

資料：学習指
導要領等の改
善及び必要な
方策等につい

て(答申)

• 第4章 学習指導要領の枠組みの改善と「社会に開かれた教育課
程」

• 1．「社会に開かれた教育課程」の実現

• こうした社会とのつながりの中で学校教育を展開していくことは、
我が国が社会的な課題を乗り越え、未来を切り拓ひらいていくため
の大きな原動力ともなる50。特に、子供たちが、身近な地域を含め
た社会とのつながりの中で学び、自らの人生や社会をよりよく変え
ていくことができるという実感を持つことは、困難を乗り越え、未
来に向けて進む希望と力を与えることにつながるものである。

• 註50：未曾有の大災害となった東日本大震災における困難を克服す
る中でも、子供たちが現実の課題と向き合いながら学び、国内外の
多様な人々と協力し、被災地や日本の未来を考えていく姿が、復興
に向けての大きな希望となった。人口減少下での様々な地域課題の
解決に向けても、社会に開かれた学校での学びが、子供たち自身の
生き方や地域貢献につながっていくとともに、地域が総掛かりで子
供の成⾧を応援し、そこで生まれる絆(きずな)を地域活性化の基盤
としていくという好循環をもたらすことになる。ユネスコが提唱す
る持続可能な開発のための教育(ESD)や主権者教育も、身近な課題
について自分ができることを考え行動していくという学びが、地球
規模から身近な地域の課題の解決の手掛かりとなるという理念に基
づくものである。
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資料：学習指導要領等の改善及び必要な方策等に
ついて(答申)

• 第５章 何ができるようになるか －育成を目指す資質・能力－

• １．育成を目指す資質・能力についての基本的な考え方

• 多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力、持続可能な社会づくりに向けた態度、
リーダーシップやチームワーク、感性、優しさや思いやりなど、人間性等に関するもの。

• (資質・能力の三つの柱に基づく教育課程の枠組みの整理)

• また、世界とその中における我が国を広く相互的な視野で捉えながら、社会の中で自ら問題を発
見し解決していくことができるようにしていくことも重要となる。国際的に共有されている持続
可能な開発目標(SDGｓ)なども踏まえつつ、自然環境や資源の有限性、貧困、イノベーションな
ど、地域や地球規模の諸課題について、子供一人一人が自らの課題として考え、持続可能な社会
づくりにつなげていく力を育んでいくことが求められる。

ESD推進の成果

• 「中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会教育課程企画特別部会」によ
る報告『ESDの更なる推進に向けて(ESD特別分科会報告書)』（2015）において
「ESDの実践を通じて学校間の交流、地域とのつながり、生徒間のつながり等が
広がることで、子供たちの学習に対する興味・関心が向上し、子供たちの学びが
深まり、自分たちの課題を解決していこうとする意識が高まり、自己肯定感が育
成された等、子供の意識の変容がみられた」と報告される。

• 学習指導要領(2020)答申に提示された「自然環境や資源の有限性、貧困、イノベ
ーションなど、地域や地球規模の諸課題について、子供一人一人が自らの課題と
して考え、持続可能な社会づくりにつなげていく力」につながる。
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ESDの実践
として求め
られる事柄

持続可能性の問題を解決するために、多様な手
法を総合的に活用しているか。

地域に根差した学習をするとともに、グローバ
ルな視点を取り入れられているか。

競争と共生、消費と節約など、矛盾が生じる正
解のない課題が学習に取り入れられているか。

知識や理解にとどまらず、学習したことが行動
の変革に結び付いているか。

HasHikami Junior HigH scHool

Disaster 
Stricken 

Area

Experiential 
Learning 
Program

Experiential 
Exposure to 
the Realities

Start Inquiry 
Based 

Learning
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気仙沼の児童生徒の「地域や社会を
想う」気持ちはとりわけ高い。

令和2年度 児童生徒質問紙調査結果 全国学力・学習状況調査

気仙沼市教育委員会令和2年度
児童生徒質問紙調査結果/児童生徒変容教員実感調査結果
2回調査①②

気仙沼の児童生徒の総合的な学習の
取り組み（気仙沼ESD)は高い成果を
上げている。

令和2年度 児童生徒質問紙調査結果 全国学力・学習状況調査

気仙沼市教育委員会令和2年度
児童生徒質問紙調査結果/児童生徒変容教員実感調査結果
2回調査①②
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気仙沼の児童生徒の自己肯定感は高
くない

令和2年度 児童生徒質問紙調査結果 全国学力・学習状況調査

気仙沼市教育委員会令和2年度
児童生徒質問紙調査結果/児童生徒変容教員実感調査結果
2回調査①②

全国学力・学習状況調査

気仙沼の児童生徒のグリット
（GRIT）は高くない

令和2年度 児童生徒質問紙調査結果

気仙沼市教育委員会令和2年度
児童生徒質問紙調査結果/児童生徒変容教員実感調査結果
2回調査①②
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持続可能な開発目標（SDGs）とは

• 開発アジェンダの節目の年、2015年の9月25日－27日、ニューヨーク国連本部において、
「国連持続可能な開発サミット」が開催され、150を超える加盟国首脳の参加のもと、そ
の成果文書として、「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェン
ダ」が採択された。

• アジェンダは、人間、地球及び繁栄のための行動計画として、宣言および目標をかかげ
ました。この目標が、ミレニアム開発目標（MDGs）の後継であり、17の目標と169の
ターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」。

• 国連に加盟するすべての国は、全会一致で採択したアジェンダをもとに、2015年から
2030年までに、貧困や飢餓、エネルギー、気候変動、平和的社会など、持続可能な開発
のための諸目標を達成すべく力を尽くす。

2016(平成28)年12月中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校
及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について(答申)」

• (資質・能力の三つの柱に基づく教育課程の枠組みの整理)
• また、世界とその中における我が国を広く相互的な視野で捉え

ながら、社会の中で自ら問題を発見し解決していくことができ
るようにしていくことも重要となる。国際的に共有されている
持続可能な開発目標(SDGｓ)なども踏まえつつ、自然環境や資
源の有限性、貧困、イノベーションなど、地域や地球規模の諸
課題について、子供一人一人が自らの課題として考え、持続可
能な社会づくりにつなげていく力を育んでいくことが求められ
る。
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地域や地球規模の諸課題について、子供一人一人が自らの
課題として考え、持続可能な社会づくりにつなげていく力

農村生活体験 グリーンツー
リズム

漁業体験

林業体験 前沢曲家集落 大内宿
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SDGsの導入を深める

• 修学旅行などをSDGsの調査研究の場として活用する
• 海外交流先においてSDGsについての取組の成果を海外の生徒と共有する。（ZOOMなど

で日常的に）
• SDGsの取組み熱心な企業（地元企業を含む）などと連携し、生徒の社会的な活動や調査

の場を広げる。
• 学校内のみならず、国内外の学会や発表会でSDGsにかかわる課題研究を発表する。
以下はESDの手法
• 学校の行事や活動をESD/SDGsでまとめる。
• 教科においてもESD/SDGsを意識した授業を行う。

ユネスコスクール・ESDの活動としての総合的な学習の時間
https://www.youtube.com/watch?v=VzsyCpCcI_g
Zoom meeting invitation - Tomonori ICHINOSEのZoomミーティング - Zoom

持続可能性の問題を解決するために、多様な手法を総合的に活用しているか。

地域に根差した学習をするとともに、グローバルな視点を取り入れられている
か。

競争と共生、消費と節約など、矛盾が生じる正解のない課題が学習に取り入れ
られているか。

知識や理解にとどまらず、学習したことが行動の変革に結び付いているか。
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Think for others
Express themselves in a different way!
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Three pillars of learning for ESD 
(UNESCO 2017)

Required competenciesDomain

Knowledge and thinking skills 
necessary to better understand 
the SDGs and the challenges in 
achieving them. 

Cognitive 
domain

Social skills that enable learners 
to collaborate, negotiate and 
communicate to promote the 
SDGs as well as self-reflection 
skills, values, attitudes and 
motivations that enable learners 
to develop themselves.  

Socio-
emotional 
domain

Action competenciesBehavioral 
domain

Curriculum

Pedagogy

Assessment

Source: Education for Sustainable Development Goals: learning objectives - UNESCO Digital Library
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National Competencies framework and UNESCO’s framework

• Cognitive Domain

Knowledge and Skills

• Social-Emotional Domain

Thinking, Judgement, Expression

• Behavioral Domain

Motivation of Leering, Humanity

HasHikami Junior HigH scHool

Disaster 
Stricken 

Area

Experiential 
Learning 
Program

Experiential 
Exposure to 
the Realities

Start Inquiry 
Based 

Learning
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Proposal  to 
the Local 

Community

Dialogue to 
the Local 

Community

Hand down 
the Lessons 

to 
Elementary 
School Kids

Promote to 
Learn with 

ASPnet
Schools 

HasHikami Junior HigH scHool
TransformaTive acTion

UNESCO ESD for 2030 advocate transformative 
learning cycle

AWARENESS

UNDERSTANDING OF COMPLEXITIES

EMPATHY

COMPASSION

EMPOWERMENT
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Competencies 
that are 

focused on in 
each activity：

Example of 
Hashikami J.H

• In order to nurture leaders of a sustainable society, They have set disaster risk 
reduction as a pillar and set the following according to three areas, with the 
aim of nurturing students who can independently find and solve issues.

A Ability to think critically (Cognitive Area)

• A-1: Able to identify what is needed to resolve local issues related to disaster 
prevention.

• A-2: Able to get the knowledge such as climate change, biodiversity, human 
rights and welfare.

B Ability to predict and plan for the future/ transform it (social emotional area)

• B-1: Able to plan and propose specific solutions for disaster prevention and 
mitigation.

• B-2: Has begun to actively work on solving local issues related to disaster 
prevention and mitigation on his own.

C Ability to communicate (behavioral area)

• C-1: Able to communicate with classmates (group members) and local 
residents through disaster prevention study so that new ideas can be 
generated.

• C-2: Able to lead the presentations on disaster prevention learning and 
activities in the community.

• C-3: Able to lead presentations in English on disaster prevention, etc. in the 
scenario of international exchange.

Linkage of competencies

• Originally considering about 
competencies, competency A, B 
and C has been connected. Using 
evaluation sheet (Rubric), 
Hashikami school will later make 
clear the relationship between 
above mentioned competencies by 
evaluation sheets.

• Cognitive skill, A-1and A-2 are the 
basic competencies. C Ability to 
communicate (behavioral area), C-
1 and C-2 competencies are 
usually required. In social 
emotional dimension, B-1and B-2 
will be mainly obtained on the latter 
half of the year.

Leading activities in the 
community

Actively 
work on 
solving 
local 

issues 

Plan and 
propose 
specific 

solutions

Identify 
what is 
needed 

to 
resolve 

local 
issues

15
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What 
indicators 
and Materials 
are used for 
learning 
assessment?

Ordinary Assessment and
Academic assessment

Questionary survey for 
inquiry-based learning 

Rubric developed for this 
project

 質問項目      

① 災害の種類を、いくつくらい知っていま

すか。(「地震」と「津波」だけを知って

いるときは、２種類なので「１」を選ん

でください。) 

１ 

1〜4 種類 

２ 

5〜6 種類 

３ 

7〜9 種類 

４ 

10〜14 種類 

５ 

15 種類以上 

② 地域の歴史や環境について、昨年度と比

べて、あなたの理解はどのくらい進みま

したか。 

１ 

あまり変わらない 

２ 

少しは進んだ 

３ 

学校で教わっただけ進

んだ 

４ 

学校外での学びも合

わせて大きく進んだ 

５ 

学校内外の主体的な

学びで非常に進んだ 

③ 地域の防災・減災に関する課題につい

て、どのくらい理解していますか。 

１ 

自分のグループの

課題をなんとなく

理解している 

２ 

自分のグループの課

題が複数あることを

理解している 

３ 

自分のグループの課題

が複数あり、それらの

関連についても理解し

ている 

４ 

他のグループの課題

もなんとなく理解し

ている 

５ 

他のグループの課題

も複数あり、相互に

関連していることを

理解している 

④ 地域の防災に関する課題の解決方法に

ついて、どのくらい考えましたか。 

１ 

ひとの解決方法を

聞いているだけ 

２ 

自分で主体的に考え

ている 

３ 

自分とひとの考えを合

わせて、新たな解決策

を考え出している 

４ 

さまざまなことを考

え合わせ、具体的で

効果的な解決策を新

しく考え出している 

５ 

地域に提案したいほ

どすぐれた解決策を

考え出していると思

う 

⑤ 地球規模で防災が①生物多様性や②気

候変動、③人権など、多様な課題と結び

ついていることを、どのくらい理解して

いますか。 

１ 

なんとなくしか理

解できていない 

２ 

3 つの課題との結び

つきを、しっかり理

解している 

３ 

4〜7 つの課題との結び

つきを、しっかり理解

している 

４ 

8〜12 以上の課題の結

びつきを、しっかり

理解している 

５ 

13 以上の課題の結び

つきを、しっかり理

解している 

 

behavioral

Cognitive

social 
emotional 
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0 1 2 3 4 5 6

① How many types of disasters do you know?

② How much has your understanding of the history and environment of the …

③How much do you understand about issues related to disaster prevention …

④How much did you think about how to solve problems related to disaster …

⑤To what extent do you understand that disaster risk reduction on a …

⑥ Do you enjoy learning about disaster prevention?

⑦How persistently can you work on the learning and actual action of …

⑧How useful do you think you are in terms of disaster prevention and …

⑨ Do you want to become a useful person for disaster prevention and …

⑩ To what extent do you think you can cooperate with school students in …

⑪Do you think you can cooperate with adults in your community in learning …

⑫Are you able to propose solutions to local issues related to disaster …

⑬ To what extent are you able to put into action the ideas you have …

⑭How well are you able to communicate at school exchange meetings about …

⑮How well are you able to communicate with local people about disaster …

Hashikami Rubric for Inquiry  Based Learning

After Before

Cognitive

behavioral

social 
emotional 

Result of rubric assessment

1. Knowledge acquisition in 
cognitive domain is generally 
high in the three domains of 
cognitive, social emotional, 

and behavioral.

2. In cognitive domain, many 
students feel that their 

understanding of the issues 
has increased (③).

3. Among the three areas, 
the social-emotional domain 

has not been evaluated 
highly, but it is recognized 

that “perseverance” GRIT⑦
is increasing.

4.In social emotional domain, 
the part related to self-

esteem did not improve (⑧, 
⑨). It is thought that 

students have learned the 
difficulties to act for the real 

society.

5. In the field of behavioral 
domain, Ability to cooperate 
with local people (⑪) and 

communicate with them (⑭) 
has improved. This is the 

effect of setting such a 
situation.

6. In the field related to 
behavioral domain, ability to 
make proposals for issues 
has increased (⑫). This is 
the result of setting such a 

situation.

19

20

編集中



2023/3/14

11

Impression of transformation of 
students

Impression of transformation of 
teachers, and schools 

21

22

編集中



2023/3/14

12

UNESCO School Network 
(ASPnet): Collaborative Action 

Research
on the Role of Schools in 

Achieving SDGs in Asia-Pacific

How does teachers use the 
assessment in improving their 

teaching and learning?
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How does 
teachers use 
the 
assessment 
in improving 
their teaching 
and learning?
Question

What is the 
target? Students’ group activities

Project based learning

Subject based study
What 
assessment 
for?

Academic skills

Competencies

Which 
period we 
asses?

Each study unit

School term

School Year
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ACCU "Evaluation Method Development Project for 
Fostering Sustainable Future Leaders by School 
Teachers 2020-2021" 

Transformative competencies were chosen

The result of action-based research titled "Evaluation Method 
Development Project for Fostering Sustainable Future Leaders by School 
Teachers 2020-2021" from the Asia-Pacific Cultural Centre for UNESCO 
(ACCU), involving 20 schoolteachers at different school levels, both 
public and private, from all over Japan. 

Thorough schoolteachers’ discussions, elements of evaluation that 
promote transformative action were selected. Then, self-evaluation 
sheets consisting of the transformative competencies were created by 
teachers and adapted to school practices. The self-evaluation sheets was 
delivered to the students. Quantitative and qualitative analyses were 
performed and data were collected.
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Overview of transformative competencies 
depending on school ages and level.

Elementary 

☑ Self-awareness

☑ Self-affirmation

☑ Self-regulation

☑ Patience

☑ Inquisitive mind

☑Reflective thinking

Lower Secondary

☑ Consensus building and 
cooperation

☑ Information gathering and 
selection skills

☑ Ability to verbalize

☑ Empathy and compassion

☑ A sense of responsibility

☑ Self-determination

Upper Secondary

☑ Critical thinking

☑ Logical thinking skills

☑ Problem-solving skills

☑ Leadership

☑ Information dissemination 
skills

☑ Continued learning 

Understanding the value of human rights and 
peace

Knowledge and understanding of sustainability

Systems thinking

Practice a sustainable lifestyle

Contribute to creating a sustainable 
society

Example of 
Omori No.6 
J.H.

ASPNetアクションリサーチ事業
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• students are asked to write down 
their own goals, there were some 
items and students who set their 
own goals.

• In the self-affirmation column, this 
student wrote, "I have confidence in 
my thoughts and statements, and I 
can see things positively."

ASPNetアクションリサーチ事業
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Morphological 
analysis of 
students’ comment

• Students were able to understand 
things by cooperating in groups, 
conducting experiments, listening to 
other people's opinions, thinking for 
myself, and presenting my own 
opinions.

What could I do?

• Presentation

• myself

• Thinking

• Investigate

• Opinion

• Listen

• Understanding

• Words

33

34

編集中



2023/3/14

18

How were you 
developed?

• Presentation

• Myself

• Thinking

• Opinion

• Investigate

• Creatures

• Growth

• Listen

• Feeing

Correlation analysis 
is delivered 

• ＜８つのカテゴリーの相関から例示＞
ESDの態度<--> 経験値 .570
ESDの知識<--> 経験値 .658
ESDの態度<--> 思考力 .709
ESDの態度<--> 表現力 .690

＜個別の項目40項目の相関から例示＞
既習事項や経験と結び付ける<-->課題に気づいて行動を変える .511
既習事項や経験と結び付ける<-->多様な課題を発見考える .514
他者に共感尊重<--> 多様な課題に自分の考え .520
ICTの活用<-->資料作成のスキル .578
SDGs達成のために行動<-->課題に気づいて行動変える .614
日常生活でSDGsを意識<-->課題に気づいて行動変える .576
日常生活でSDGsを意識<-->望ましい未来像を吟味 .606
家族友人と話す<-->課題に気づいて行動を変える .552
地域や日常生活の課題発見<-->多様な課題を発見考える .597
情報検索・収集するスキル<-->課題解決のための意見 .601
考えを改善し解決につなげる<-->課題に気づいて行動を変える .571
考えを改善し解決につなげる<-->多様な課題に自分の考え .683

ASPNetアクションリサーチ事業

ESD’s thinking skill and 
Attitude is related

Get in touch with 
different idea improve 

own idea and think 
solution
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How does 
teachers use 
the 
assessment 
in improving 
their teaching 
and learning?

Assessment tool is a student's self-evaluation 
and also it is a teacher’s teaching evaluation.

Students will be able to aware self-
transformation through self portfolio.

Assessment can evaluate the effect of each 
unit to improve classroom teaching.

The items in the rubric become student goals 
and have a great influence on the students.

Conduct evaluations beyond the fiscal year 
and promote long-term development.

Omori No.6 J.H. Development of SDGs Sense 
over year

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

1年 2年 3年 1年 2年 3年

令和元年 令和4年21 22

21 授業中、SDGｓを意識して学習している。

22 普段、SDGｓを意識したり、気にかけて行動している。
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ＥSD生徒アンケート

９．他の人と協力・協働して物事を進めることが

できる。, 3.60989011

20．自分が今生活できているのは、今まで

の伝統や地域の文化、他の人や自然のおかげ

であると思う。, 3.620879121
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ESD生徒アンケート（令和3年度）

R3全体平均 Ｒ１ 30年度 29年度

授業中、SDGｓを
意識して学習して
いる

Address;
Tomonori ICHINOSE(TOM) Ph.D.

• National University Corporation  Miyagi University of Education, Professor
• 〒980-0845  149,AramakaiazaAoba,Aobaku,Sendai
• TEL ：+81-22-214-3382 FAX ：+81-22-214-3382
• MAIL：ichinose@staff.miyakyo-u.ac.jp

• Director, Japan Association for International Education 
• Director, Japan Association for Citizenship Education 
• Executive Director, Japanese Society of ESD 
• External Examiner, Master of Arts in Education for Sustainability ,The Education 

University of Hong Kong 
• Supervisor for the Immigrant students in school, Ministry of Education, Culture, Sports, 

Science and Technology 
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